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ご あ し‘ さ つ

北悔逍大学

理事 ・副学長

山口 淳二

北海迫大学

ダイバーシティ

研究現境推進室室長

矢野理香

北洵道大学では2019年度、連携機関である室I蘭工業大学、帯広畜産大学、

北見工業大学、株式会社アミノアップ、日東電工株式会社と共に、文部科学省

科学技術人材育成翌補助事業「ダイバーシティ研究棗換実現イ ニシアテイプ（牽

引型）」（2019~ 2024年度）に採択され、2019年 10月よ り本格的な活動を開

始しま した。本事業では「様々な背屎を持つ研究者が＂研究を継続し、自立に

向けて努力し、 それぞれに 『イ ノベーションコア人材』として飛躍する”こと

を可能にするダイバーシティ研究環焼の実現」を目指しています。

これまでに、事業推進の基盤となる「北海道ダイバーシティ研究珠税推進ネ ッ

トワーク会議」を設憐し、意識改革やワークライフバランスに配慮した研究環

税の整備、女性研究者の研究力向上とリーダー育成、 上位職登用に向けた取組、

多様なキャリアパス構築支援と次世代育成等に協働で取り組んでまいりまし

た。特に、連携機関に所属する研究者による研究交流発表会や女性研究者をリ ー

ダーとする共同研究助成においては、機関や分野をまたぐ新たな着想による共

同研究がスタートする等、連携の効果が着実に広がっています。

また、本事業では、連携機関のみならず北海道に拠点を置く研究機関・企業・

自治体などの協力機関を得ながらネットワークを形成し、ダイバーシティ推進

による多様な人材の活躍と地域活性化を目指して取組を展開しており、これま

でに 12機関に協力機関として参画いただき 、活動の輪を広げることができ ま

した。

本事業では、 事業の愛称を 「KNIT（ニット）」と名付けました。多様な人

や取組が、様々な形で編み物の糸のように支えあい、地域全体を包むネットワー

クとして広がっていくことを目指す、本事業の姿を表現しています。

本事業は、連携機関、協力機関をはじめ多くの関係の皆様のご理解とご協力

により実施しております。皆様に厚くお礼を申し上げますとともに、 今後も一

層のご指導 ・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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I事業概要と実施体制
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事業概要

事業の名称

文部科学省科学技術人材育成費補助事業

「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」

事業の概要

本事業では、北海道内の大学と企業が連携し、 多様な研究人材の活躍による地域活性化に向けて、研究環境の更

なる改善と意識改革、 キャリアアップと自立に向けた支援、女性研究リーダー、女性上位職・管理職のさらなる増

加など、多くの取組を展開するものであり、連携機関の共通の課親を可視化し、研究と組織変革をリードする「イ

ノベーションコア人材 （研究リーダー人材＋大学マネジメント人材）」の育成に向けて取り組む。

実施体 制

連携の体制

北海道内の 6つの連携機関によって 「北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク (KNIT)」推進会議を設

謹（事務局： 北海道大学）した。KNIT推進会詔において取組の方針や方向性を決定し、 具体的な内容については

業務担当者会議にて決定する 2段階の体制を構築した。オンライン会諮を積極的に利用し、業務担当者会議にお

いて実務者レベルでの情報交換を緊密に行うことで知見やノウハウを共有し、KNIT全体の取組の加速につなげた。

また、北海道地域全体に取組を波及させるために協力機関の仕組みを整え、ネッ トワークの拡充と取組の波及に努

めた。 (2020年 12月 1日現在の 「協力機関」数は 12機関）

さらに、 本事業の目標達成に向けたアドバイスや取組へのフィードバックを得るために、日本の女性研究者活躍

推進の取組を牽弓1してきた有識者や産業界メンバー等を委員とする 「アドバイザリーボード」を設置した。

北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク (KNIT)

〈連携機関〉

北海道大学、 室函工業大学、 帯広畜産大学、北見工業大学、株式会社アミノアップ、日束竜工株式会社

〈協力機関〉

株式会社スペースタイム、株式会社化合物安全性研究所、北海道システム・サイエンス株式会社、雪印種苗株式会

社、株式会社山本忠信商店、公益財団法人とかち財団、公益財団法人 北海道科学技術総合振興センター （ノース

テック財団）、株式会社ユニアル、国立大学法人小樽商科大学、公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会市民参

画課 札幌市男女共同参画センター、株式会社エヌビィー健康研究所、 還友ファーマ株式会社

(2020年 12月 1日現在）
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北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク

北海道ダイバーシティ研究環境
措会議

・推進会議（年1回）と業務担当者会議（年3回）開催
・進捗状況、成果と予定を共有し、ネットワークでの活動を推進

・共同実施機関へのコーディネーターの派遣、相互の連携強化

・オンラインでのタイムリーな情報共有
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11取組の実施内容



—1府'r:-

． 11-1-1 2019年度実施内容一覧
実施月日 実施内容

7月23日 ！ ［室閤工業大学】女子学生を対象とした 「キャリア形成のためのランチタイムセミナー第 12回」開催
............................................................................................................................................................................................................... 

7月26日 ： （室商工業大学】第22回化学工学北海道アカシアセミナー 「北海道産業を牽引する女子のチカラ ！？」後援
.............................................................................................................................................................................................................. 

8月 2日 ！ （北見工業大学】学長と女性研究者の懇談会を実施
~ ・ ・ ・ • • ・ ・ ・ • ·....• ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ • • ・ • ・ • • ・ ・ ・ ・ ·,..• ・ ・ • ・ • • ・ • ・ • ・ ・ •,..· • ・ • ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ •,...• ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • ・ • ・ • ・ • ・ ・ • • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ·,..• ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • 
8月 14日 ； （帯広畜産大学】研究支援巴制度の構築 ・募集開始 応募 ・採択4件

····································•·········································································································································································· 

8月27日
： ［北海道大学 ・帯広畜産大学】代表機関（北海道大学）が共同実施機関 （帯広畜産大学）を訪問
：事業実施状況 ・今後の計画について打ち合わせ

9月13日 '
：【北海道大学 ・北見工業大学】代表機関（北海道大学）が共同実施機関（北見工業大学）を訪問

［出業実施状況 ・今後の計画、研究交流発表会について打ち合わせ

9月18日
! I北海道大学 ・ 巳束〶工株式会社】 代表機関（北海道大学）が共同実施機関（日束〶工株式会社） を訪問
:出業実施状況 ・今後の計画について打ち合わせ

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

9月 19E3 I（北見工業大学】北見工業大学ダイバーシティ推進室を設琶
··-···・・・・・・・・・・・・・一・・・・・・・・・•-----.．．．.．．．．.．—・・・・・•--• ----•・・ ・・・・・・・•ー・・・・ー・・・・・・・・・・・・•--．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．.．．.．---• ----------．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．.．．．.．．．．．-.．．．．．．．．．．．．．.．．．．．--.．．.．．．．．..．．---•·-·• 

9月19日 ； ［室閤工業大学】女性限定公募（助教 1名）開始
．．．．．．．．．．．．．．．ー・・・ー・・・・・・・・•----..． ．.．.．．．．．．-· ···-······-····ー・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・•--.．．．．．．_.．．．．．．．．．．．．．．．---................................ー・・・・・・・・・・•--•・ ・・・・・ー・・・・・ー●● ●ー・・・・..................

10月 7日
； ［北海道大学 ・室閤工業大学】代表機関（北海道大学）が共同実施機関（室蘭工業大学）を訪問

！串業実施状況 ・今後の計画について打ち合わせ

10月 9日
； ［北見工業大学】令和元年度 第1回ダイバーシティ推進室会議開催

；今後の甲業実施計画について審議
．．．．．．．．．．．．．．．＿．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．一．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・・・・・・..............................................

; ［北海道大学 ・株式会社アミノアップ】代表機関（北海道大学）が共同実施機関 （株式会社アミノアップ）

10月16日 ；を訪問

i出業実施状況・今後の計画について打ち合わせ
......・・・・・・・・・ー・・・ー・・・・・・ー・・・......・ー・・・・・・・・・・・・・・・...........................................一．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.............................ー・・・＿．．．．．．．．．．．．．．ー●●ー・・•--············•············ 

10月 18日 ； ［室閑工業大学】ダイバーシティ通信第 10号 (2019年 10月）発行
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

10月29日 ；令和元年度 第 1回北海道ダイバーシティ研究環境推進ネッ トワーク会議開催
..............................・ー・・・＿ ．．．．．．．··········ー・・・•..・・・＿．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．ー・・・・・・・ー・... ............................................................................—•...................・........

11月 8日 ； ［北見工業大学】大学院進学に向けた女子学生懇談会開催
．．．．．．．．．．．．．．．ー・・・ー・・・・・・・・•------••························・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・•--．．.．．．．．．．．．．............................ー・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・•--．．．.．．．.．．．.．-• ----• -・ • --・ • ・ • -• -------• 

11月 13日 i ［北見工業大学】女性限定公募（講師 1名）開始

11月19日
: ［北海道大学】監事と教口の意見交換会 「ダイバーシティの視点から大学の未来を考える」（シニアキャリア

：罐）開催
- • - - • O ~ - - - -- - - ＊ -- • - -- - -- - - -- • - -- - • --．．----* -----------0 0 - ＊ -- - • --“----~ 0..  - - - ---“-• -0 -- - • ▲ • -- • -- - -- - - O - - -―と—--------------------~ --＊ ＊ - - • - - - -- - -- O ~ ~ - - - ---“-• -------• --• -------0 - - -- - -- -- -- - - -＊ -0 - --と----

11月20日
; （室OO工業大学】「教職口のためのトップセミナー2019」開催

：インターネットを利用して北海道大学へ同時中継を実施

12月 3日 ： （北海道大学）北海道大学函館キャンパス所属教口への出業説明およびヒアリング

12月 5日 i （北海道大学）東京工業大学におけるダイバーシティ推進と研究力向上に関する実地調査
····································•·········································································································································································· 

12月 5日 ； （帯広畜産大学】メンター制度の構築 ・募集開始

12月 9日
i （北海道大学】「ダイバーシティ研究瑕境推進に向けた部局等への取組支援プログラム」による 「巳本の法学
i教育におけるジェンダーと法」（主催 ：法学研究科附属高等法政教育研究センター）開催

12月13日 ・
： ［北海道大学】監出と教口の意見交換会 「ダイバーシティの視点から大学の末来を考える」（ミドルキャリア

：罐）開催
・ • ------・ •ー・・ 0 -- • - -- - - • • - • - -- - -- - - - - • - -- - • • • • -- - • • - - -- - • -- - - • - -- -... • • - - • -- -- - - -- - - • • - - • • - - --- -- - • - • • -- - -- - - -- -- --.．．．----• ----------• ----9 .．・ • -----------------・ • -------・ • -・ • --------------.．． 0 - -- - - -- - - - -- - - • 

12月17日
！ ［北海道大学 ・北見工業大学】代表機関（北海道大学）が共同実施機関（北見工業大学）を訪問
：出業実施状況・今後の計画、研究交流発表会について打ち合わせ
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実施月日 実施内容

12月 17日 ：【北見工業大学】ダイバーシティ推進に関する訊演会開催
................................................................................................................................ 

12月20日
・【室閤工業大学 ・北見工業大学】独立行政法人国立女性教育会館主催 「2019年度大学等における男女共同

：参画推進セミナー」 への参加
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．←.．．．．．．疇．．．．．．．．．．．．．．．． ....•.....•................................. 

12月20日
; （北海道大学 ・株式会社アミノアップ・日東市工株式会社）学生対象「「博土が欲しい」企業で働く研究者に

：よるダイバーシティ座談会」実施 インターネットを利用して北貝工業大学へ同時中継を実施
· · · ················· · ··········· · ··· • ··· ···· ····· ······ ····· · · ········· · ·········· ··· ········ ···················· ··· ····· · ······ ······ · ··· ······· ·········· ·· · ··· · ················ ········ ·············· •····· · · 

1月 16日～ ；【北見工業大学】女性技術者・研究者育成に関する女子学生アンケート実施
............................................................................................................................................................................................................... 

1月 18日、 19日 ：【北海道大学】大学入試センター試験時の未就学児一時保育実施 5名の教口が利用

1月21日
：令和元年度 北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク 「第 1回業務担当者会議」開催（オンライン
：会議）

1月21日、22日
：【北海道大学】アカデミックキャリア・リーダーシップ 「Bea professional~ A series of Leadership 

; Development Seminars for Female Researchers」開催

2月 5日
:【北海道大学】「女性研究者による研究会等開催支援プログラム」による 「InternationalSymposium on 

. Chemical Hazards to Wildlife」開催

2月 7日
：スター展示

・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・.●....●,．．．．．.．.......... ・・・・・・・・--........................ ・・・・・● ● ~・········●● ●.....................・..................................・・・・・・・・--・・・・・ 

2月 7日 ：【室閤工業大学】女子学生を対象とした 「キャリア形成のためのランチタイムセミナー第 13回」開催
........................................................................................................................................................................................ 

【北海道大学】「ダイバーシティ研究礫境推進に向けた部局等への取組支援プログラム」による「育児当事者

2月 9日 ：である研究者のダイバーシティの語りと可視化を通じた認識枠組みの共愈l」（主催：大学院メディア・コミュ
：ニケーション研究院）開催

2月10日

2月 10日 ：【帯広畜産大学】男女共固参画推進セミナーを開催
.......................................................................................................... 

2月20、21日
.【北海道大学】大学院水産科学研究院の女性准教授が農学研究院男性教授をメンターとしたシャドウイング

：研修SP実施

2月22日 ；【室閤工業大学】奈良工業高等専門学校主催 「第2回女性エンジニアの祝成を考えるシンポジウム」への参加
......................................................................................................................................................... 

3月 1日 ：北海道ダイバーシティ研究環境推進ネッ トワーク (KNIT)事業ウェプサイト公開

3月 3日

：【北海道大学】北海道SDGs推進ネットワーク主催 「SDGsx北海道交流セミナー 2020」にて本事業のポ

'（北見工業大学】令和元年度第2匝ダイバーシティ推進室会議議題となっている次年度事業実施計画につい

：て審議

令和元年度 第2回北海道ダイバーシティ研究環境推進ネッ トワーク会議開催（オンライン会議）

• KNIT研究交流発表会 「超巽分野meetup」を開催
3月 3日、 4日 ：出展された研究ポスター151件 （北海道大学 126件、室閤工業大学7件、 帯広畜産大学4件、北見工業

：大学4件、株式会社アミノアップ1件、日東趙工株式会社 1件、その他8件）

3月14日
：【北海道大学】「女性研究者による研究会等開催支援プログラム」による 「スポーツ医学セミナー～北海道に

：おける女性アスリート支援に向けて～Web動画配信」実施

3月20日 ＇【室閑工業大学】ダイバーシティ適信第 11号 (2020年3月）発行
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

3月25日 ：令和元年度 北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク「第2回業務担当者会議」開催（オンライン会議）

3月25日 ：【帯広畜産大学】役只と女性研究者（男女共同参画推進室長）の意見交換を実施

3月25日 ，【室閤工業大学】令和2年度ライフイベント期の研究者支援の募集・採択4件
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11-1-2 ダイバーシティ研究環境整備のための取組

連携機関全体の取組

北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク会議の設置・実施

代表機関である北海道大学人材育成本部女性研究者支援室 （現 ダイバーシティ研究環境推進室）に事業事務局

を設置した。また、 事業を遂行するにあたり、取組の基盤となる北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク

会議 (KNIT推進会詔）を設置した。推進会議では、 定例の会議を実施し、 実施方針や取組内容を審議 ・決定し、

各機関の担当課室において検討・遂行される。加えて、業務担当者会議を実施し、進捗状況と成果、予定を共有し、

ネットワーワでの活動を推進する。また、広大な北海道の地域特性を考慮し、業務担当者間でタイムリーに相談し

検討できるオンライン環境を整備し、 円滑に取組を進める。さらに、事務局を担う北海道大学は、共同実施機関に

コーディネーターを派湿し、状況把握や情報提供を積極的に行い、相互の連携を強化する。

2019年度は、 2019年 10月 29日および2020年3月3日に KNIT推進会詔を開催し、 運営方針の決定や課顆

意識の共有を行った。 3月3日の会詔については新型コロナウイルスの影習から Web会議となった。また、業務

担当者会詔はメール会議の他、 2020年 1月21日と 3月25日にWeb会詔にて行い、研究交流発表会や 2020年

度に実施する共同研究助成等、 事業推進のための具体的な詔論を行った。各会議を通して、女性研究者比率向上及

びダイバーシティ推進のための課題や具体策、施策効果等を共有して研究環境の向上に取り組んだ。

また、代表機関が全ての共同実施機関を訪悶し、情報交換を通じて知見やノウハウを共有し、ネットワーク推進

会詔での取組を加速させた。

さらに、 事業に門同しシンポジウム・セミナー・ 研究会等の各種イベントの情報や、女性研究者支援のシステム

等に関わる情報共有に参加する 「協力機関」 の仕組みを設置し、 2020年 12月 1日現在、 12機関が登録している。
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[ n-1-2ダイバーシティ研究環境整備のための取組一

●北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク会謙要項

北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク会議要項

（趣旨）

第1条 この要項は、文部科学省科学技術人材育成費補助事業 「ダイバーシティ研究環境実現イニシアテイプ

（牽引型）」の実施に当たり、 北海道におけるダイバーシティ研究環境の推進、浸透、情報共有を図ることを

目的として設置する北海道ダイバーシティ研究環境推進ネッ トワーク会議 （以下 「会議」という。）の組織

及ぴ運営について定めるものとする。

（審議事項）

第2条 会議は、次に掲げる事項について審議する。

(1)事業の管理、運営に関する事項

(2)事業の計画、進捗管理及ぴ事業見直しに関する事項

(3)その他事業の推進に関する事項

（組織）

第3条 会議は、次に掲げる委貝をもって組織する。

(1)代表機関である国立大学法人北海道大学の担当理事又は副学長 1名

(2)共同実施機関である国立大学法人の担当理事又は副学長 各 1名

(3)共同実施機関である民間企業の本事業総括責任者又は実施責任者 各 1名

(4)代表機関及び共同実施機関である国立大学法人の業務実施担当教貝 各1名

(5)その他会議が必要と認めた者 若干名

2 第1項第1号から第3号までの委貝の任期は3年とし、再任を妨げない。ただし、欠貝が生じた場合の後

任の委貝の任期は、前任者の残任期間とする。

（議長）

第4条 会議に議長を置き、前条第1項第1号の委貝をもって充てる。

2 議長は、会議を招集し主宰する。

3 議長に事故があるときは、あらかじめ議長の指名した委貝がその繊務を代行する。

（議事）

第5条 会議は、委貝の過半数が出席しなければ議事を開くことができない。

2 会議の議事は、出席委貝の過半数をもって決するものとする。

3 第3条第 1項第5号の委貝は、本事業の予算に係る審議に加わることはできない。

（代理出席）

第6条 第3条第 1項第1号から第4号までの委貝が会議に出席できない場合は、代理の者を出席させること

ができる。

（委貝以外の者の出席）

第7条 会議が必要と認めたときは、会議に委貝以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

（アドバイサリーボード）

第8条 会議は、事業運営への助言や示唆を得るため、アドバイサリーボードを設置する。

2 アドバイサリーボー ドは、男女共同参画や道内産業に関して高い見識を有する外部有識者4名以内の委貝

をもって組織し、会議の意見を聴取した上で議長が委嘱する。

（庶務）

第9条 会議の庶務は、国立大学法人北海道大学人材育成本部女性研究者支援室において処理する。

（雑則）

第 10条 この要項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は別に定める。

附則

この要項は、令和元年10月11日から施行する。

，
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推進会議の様子を掲載した。
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北海道大学の取組

兼務教員※会議

2019年 11月28日人材育成本部会議室において2019年度第 1回兼務教員会議を開催し、兼務教員9名と女

性研究者支援室から 4名、計 13名が参加した。

冒頭に人材育成本部長の伴戸先生よりご挨拶頂いた後、女性研究者支援室室長の矢野先生より、議陛であるダイ

バーシティ研究環境実現イニシアティブ事業（牽引型）について説明があり、兼務教員の方々への理解と協力を要

請した。

その後の意見交換の時間でも、活発な質疑応答が行われた。

※兼務教員 ：人材育成本部の取組について、兼務教員として参画する他学部に所属している教員。

2019年度後期 「研究活動とライフイベントの両立のための補助人材支援」

この支援は、北海道大学に所属する研究者が、出産・育児等のライフイベン トと研究活動を両立し円滑に業務を

遂行できるよう、当事者の業務や、当事者および周囲の教員の業務補助を行う人材に係わる支援である。

●支援期間

●対象者

●支援者数

支援内容内訳

復帰支援プラン

産休育休プラン

育児プラン

介護看病プラン

2019年 10月1日～2020年3月31巳

北海道大学に所属する教員及び博士研究員

22名

2名

3名

15名

2名



[ n-1-2ダイバーシティ研究環境整備のための取組一

●2019年度後期「研究活動とライフイベントの両立のための補助人材支援」募集要項

2019年度綾期

「研究活動とライフイペントの両立のための補助人材支擾J墓集賽項

1.前期からの主な変更点
補助傘支援プ9ン、の追加

・対象者蔓件の例外事項追加（試行）

婁務碍肋屯派遣の期数制限の変更 (6期 •4期）

事械幼含支81ブつンで＂支撰 99 99ヤ筏恢A9イ青悶胃鴫助●竃「ダイバージ"研亮環嶋買彎イニシ•

9● ブ（飯引"')」の柘駄合にて行います，

2．概妻

本支援は、北海道大学に所属する研究沼が、出/It・ 育児等のライフイペントとm究活動
を同立し、Pl沿に業務を遵行できるよう、当事考あるいは当事老および閤囲の教らの袖助

を行う人材に係る支援です。

なお、 2019年度科学技術人材百成費裡助亭烹 「ダイバーシティ研究環虜実現イニシアテ

イプ （牽弓I!!!)」に本学が採訳されたことに伴い、 一定条f和11)もと当苫袖助金にて符助人

材を濯用できます（椛助金支援プラン） （2022年3月まで）．

3．支援内容および対象者

上記目的のため 「研究補助者の蘊用騒費助成」および「烹務補助者沢遺」を実寛しま

す．本字の教員（特任敦貝含む）及び博士研究員・等のうち、次のいずれかにコ当する名を

各プランの支擾対象者（以下「対象者Jという）とします．

濠「博士研究員」9・・「国立大字法人北海遍大学博土研究員賽コ」 に基づm採用された肴を項す．
対象老が博士研究員零である場合やJSPS雰に所属する研究員で不字を関点に研究活動を行って

いる場合は、饂々の・案により支援対象となるかどうかを判断する．

[1]研究襴肋者の雇用経費助成

A復鴨支撞プラン （上隕60万円） 篇鯰倉支擾プ9ン

※本プランによる支援期111lは退算支援期闇に含めません．

現在白児中で、 2019年10月1B時点で出念後1年が粁過していない女性

ブランAの支援期11!1は過算支援期間に含めません（椛助金支援プラン）．プランCについて

は通算厠閏制限 (6期）に違した人も印請可隧です（補助金支援プラン）。未就学児また

は妻介複肴が複欽の湯合、支援期間の通算12それぞれ行います．業務補助者派遺について

は｀過去に受けた r稟務補助名の派遣」支援において通算4期 (2年1111)の支援を受けた
名は申潤できません．過算は過去に遡って行い度す．

5．補助金支援プランの条件

次の条件を全て満たす場合のみ「捕助金プランJによる巾切を行うことができます．
．雇用悶始時に「採用発令」となること

•本助成経費のみ使用して履用すること

・当該申袴9こ係る半年間のうち25道以上組望して支援員を雇用すること

6．各支援の詳細

【1]研究補助者の雇用経費肋成

支援内容

対象者等を補助する人材を屠用する際の人件費を一愁桶助します．本支援で研究補

助呑を雇用できる期1111は、 2019年10月1日～2020年3月31日のうち必妻期間，必要時

蘭とします．申謂者の研究計国・研究補助者の尾用計回等に応じてプランを逗択して

ください．雇用できる補助者は技情補助員、事務襦肋員とします （学術研究員の雇用

を希望する湯合はご相談ください）．

研究袖肋奮が行うことができる業猜

対象者本人の研究および事務の補助

，出産，百児零により対象名の箋若専念＂関が短縮した湯合 、対象名の菓1'1iや研究の襦

助に加え、その影響を受ける周囲の教員・の事務楠助

濠「1!111の教員J,"対象者が所属ずる石兌里． l11邑、分野の教員

補肋誉の採用

，搭助著の選定は原用として対象脊が行い｀採用手紐きは、所属部局にて行います．

•本助成では、補助者の超遇勤務人件賣及び出張費は支出できません．

学生及び大学院生を補助者として雇用する場合は、対象者と瑶局事務の貴任のもと｀

字菓及び本人の研究活動に支障のないよう十分に配慮し、本支ほ藁務と明這に切り分

けてください．

，沢遺会社の利用も可能です．

• 人件費が助成額上限を起えた場合は他の財潔から充当してください．

8．糎体冑休ブラン （上lll60万円）

支援期間内に、産前 ・産後体駁または育児休叢により1か月以上不在にする予定の女姓

C．冑児プラン （上1155万円）幡肋倉支盪ブラン

棗本プうンヘは通算Jl!'II栢限 (6期）に達した人も申頂司陛です．

小学3年生以下の子の白児にあたっている女仕

・日常的に嵐身で小学3年生以下の育兒にあたっている者

・小学3年生以下の子の育児にあたっていて、パートナーがフルタイムで勁務しておリ、

世帯内には本人とバートナー以外に育児を揖う名がいない男性

・【拭行】上記に当てはまらず、小学1年生以下の育児にあたっており、ほ別の事情によ

り百児と研究活動との両立が困難と認められる名（審笠にあたってはヒアリングを実

施します）

D．育見ブ9ン (40万円）

・小学1年生以下の子の百児に，，たっている女性

・日常的に阜身で小学3年生以下の言児にあたっている者

・小学1年生以下の子の育児にあたっていて、パートナーがフルタイムで勤務しており、

也帯内には本人とパートナー以外に育児を担う者がいない男性

・支援期間内に3か月以上育児休業を駅得する予定の男性

• 【E行］上記に当てはまらず、 小学1年生以下の冑児にあたっており、低別の事情によ

＇）育児と研究活動との両立が困磁と認められる者 （富査にあたってはヒアリングを実

施します）

E．介璽暑粛プラン Q項む5万円）

・支擾期間内に介凛休業を取得する、または日常的に家裟の介雲・看病にあたっておリ

笥閃的創約が大含い考

＊自白の定的な過院等治療のための制約が大きい場合でも本プランが遇用になる

場合がありま....ご相該下さい．

【2】業務襦助者派遣

0．膏児プランの各対象者のうち、産的・産後休取や育児休業零による不在期間がない者

4．通算支援期間の制限

厘用経費肋成のうち｀ブラン8,D, Eにおいて、支援対象要件に含まれるOO別の＊就学児

または妻介頂唱について、過去に通算6期 (3年間）の支扱を受けた箸は申讀できません．

・助成額上限（人件脅）には、1fi助者雇用に係る人件費として保険料・通勁手当等が含ま

れます。

支汲額についての注意

・対象老が本学を退暉する等、支援要件を満たさなくなった湯合は、

ぽ援決定額x（支援要件を満たすll数36)」を最終的な支援金霰とします．

・産後休暇中は就菓禁止となっているため、 1ll肋肴への菓務揖示は菓務監督壽が行って

ください．

・楠助督が本支援により夏用されている1号闇内に「研究栖肋者が行うことができる集

務」以外を行っていることが確認された場合は支援を中止するとともに、対集者が所

属する部局からの申請受付を以後1年間停止します．

•上双霰はあくまで上殿霰です。 真に必要な稟用問閃数を見積もった上で逼切な金額を

申凛してください．木支援には多くの申請があります．木支援事業絶駐のためにも遅

正利用にご協力お顆いいたします．

- 勤務日翫及び翫告書の提出

襦助名は別に定める楳式により毎月の動務日報を作成し、対象名及び勤務時間嘗垣

担当名が押印の上、支ば期間終了後15日以内に長出してください．

また、対象者は｀支援期間終了後15日以内に別に定める級名●によリ実抱内容

本支援により得られた効果及びそれに停い得られた成果考について、女性研究者支援

室に提出してください．

【2】婁務襦助奮派遣

対象名のもとに事務撼助員を女性研究名支援室より週1日かつ週3時間を上限として派遣

し、出庄・百児等のライフイベント中の研究名や蓄理・遍営等に従事する教只の宴葛の描

助を行います．

隋助屯の採用

襦助者は女性研究肴支扱室で反用し、基本的なトレーニングを行います．

補助者が行う叉務

事務作菓、研究補肋業務のうち事務捲助員の繊務範11l1のもの（データ笠理等のデス

クワーク）

その他

業務補助老の派遣は、 現時点では札幌キャンパスのみ冥施します．

13 
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7.申請手観

申讀書（様式1)を各部烏担当で取りまとめの上、 2019年8月22日(*)17峙偵t守）
までに女性研究嗜支援室に楼出してください．

※パートナーが同一楓閲内に勤務している場合には、バートナーと合わせて1巾謂としま

す．双方で本支扱を分嗣して利用したい湯合にはご相談ください．

8．審査・採択

（］）採択に條る害章は女性研究者支援室が行い、申禎内容の各項目（子どもの年齢・

人奴パートナーとの伺居の有短、介護の状況等）を総合的に判断し、採否ならび

に採択の額を決定します。

(2)採否については、 8月下旬頃、申窃名ならびに所属韻尼事経担当名へ通知します．

(3)対象肴の状況を鑑みた上で、両立プランの変更を提案する場合があります．

9.その他

（］）本支援に関わる暑頬ならびに各糧●式（鼻集要項、巾請●撮式、勤務日報、報も

書） は、女性研究者支援室のホームページよリダウンロードできます．

URL:~ヽeshu.Ist.hokudaI.ac.Ip/w09k- lif●/kenkyuhoio/

(2)悛日、希望者の状況や支援内容についてヒアリングを行う場合があります。

(3)支汲を受けている期間屯女性研究右支擾室主佐のイベント（セミナー．交流

会、謬；；；；会、シンポジウム等）へ積極的に参加してください．

(4)本支援は予買状況により募纂期匂9こ支援の金額および内容が変更となります。

(5)補助金支援プランでの支援は、科学技術人材育成費橙助事業「ダイパーシティ研

究環境実現イニシアテイプ（牽引型） 」の樋助金にて行いますので、実績利告や額

，，電定頃査の際に別途ご対応いただくことがあ，)ます．

ダイバーシティ研究環境推進に向けた部局等への取組支援プログラム

本プログラムは、本学構成員（教職員・学生等）を対象とした、学内で開催されるダイバーシティ研究環境推進

あるいは男女共同参画推進に寄与するセミナー等の実施について支援するものである。 2019年度は 3件を採択し

(1件は新型コロナウィルスの影響により中止）、 2件の支援を行った。

〈2019年度支援実績〉

●名 称 ① FD日米の法学教育と女性研究者支援

② 巳本の法学教育におけるジェンダーと法ー予備的検討とコメン ト

●開催日時 ① 2019年 12月8日 13 : 00 ~ 15 : 00 
② 2019年 12月 9日 18: 30 ~ 20 : 30 

●対象者 一般 ・研究者・学生

●場 所 北海道大学人文 ・社会科学総合研究棟 W409号室

●参加者数 65名

●講 師 Mark Levin氏（ハワイ大学 □ー ・スクール教授）
●実施主体名 北海道大学大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター

●共 催 北海道大学大学院文学研究院応用倫理・応用哲学研究教育センター

北海道大学人材育成本部女性研究者支援室

北海道大学法理論研究会
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支援報告書より抜粋

このプログラムでは、本学内の4研究教育組織（人材育成本部女性研究者支援室、法学研究科附屈高等法政教

育研究センター、同研究科法理論研究会、文学研究院応用倫理 ・応用哲学研究教育センター）が初めて共同企画開

催したことが大きな成果であった。 FDでは、本学における男女共同参画推進について、対話と情報共有そして課

題解決に向けて意見交換することで協力関係を確立できた。 翌日

のセミナーでは、 FDで共有された知見を参加者、特に学生たち

に提供することができ、日本の法学教育におけるジェンダー問題

だけでなく、学術界におけるジェンダー平等推進の重要性を再確

認できた。とりわけ、女子学生たちにとってロールモデルの育成

並び可視化は必須であり、 謡師のマーク・レビン氏（ハワイ大学

マノア校法科大学院教授） も強調していた。

●名 称 育児当事者である研究者のダイバーシティの語り

と可視化を通じた認識枠組みの共創

●開催日時 2020年 2月9日10: 00 ~ 14 : 30 
●対象者 本学の教職員 ・研究者

●場 所 北海道大学フード＆メデイカルイノベーション国

際拠点

●参加者数 21名

●実施主体名 人文系研究者のためのダイバーシティ環境研究会

（大学院メディア・コミュニケーション研究院）

支援報告書より抜粋

このプログラムはダイバーシティを構成する諸要因の中でも特

に育児を中心の問題とし、 育児と研究活動の両立とその困難を

テーマとしている。

まず、ダイバーシティ推進をめぐる全国の大学および北海遥大

学の取り組みと現状について畏堀紀子氏（北海道大学女性研究者

支援室特任准教授）から レクチャーと臼疑があったのち、 育児当

事者である研究者によるパネル ・ディスカッションを行った（議

[ 2019隼宣『，，イバー”ィー・イニシアティブ渾ml冒）』面

セミナー

H本の
法学教育における
ジェンダーと法
ー予備的検討とコメン ト

i 
講演 Mark Levin氏
U＼ワイ大零ロ一・スクー几載覆）

s.-Sd,ocloll.&w.l.H.onttyol~出口
使用言語：主に日本語

”象；一般・研究者・字生日2019年 12月9日（用 18闘30炉 20鱒30分
北臼田大学人文•社会科学饂含叡冑研究欄W409

弁三三王王三←璽

事

テ
匿朧枠編叶

2肩9日
10:00-10:30 レケチャー ー ・
全国と北濤道の育児中研究塞支援やダイバーシティ撞道の取り組み
（女性研究者支橿室・己爛紀子）

10:30-12:00 Itネルディスカッション
「言x研」トビック（社会的・文化的背景に応じた各豪庭特布の困
朧：動務体制、病児対応、家事・育児負担、キャリアプラン、子ど
もができたからこその研究の新展1111等）を中心に、百児中の研究書
のllll態、課畢、鱗決への希望を罷り合います。 必磁
雪筐き；空傷胃認
12:00-12:30 ランチ，，イム＆交這会
お子さんも一纏に昼食をとりながらの

竺霞応ド！虞
(avurgaph1c心） 的・一涙達紐 タクシー：'.lt-•~. 

予約•お躙い合わせ ： 人文果研冗書------ --
大字誤メディア・ コミュニケーション酬宍后）
禽山畢 kaneyamaj@;mc.hokuda;_ac.jp／囀田
nrkma,uda@;mc.hokuda;.ac.jp／杉田鵬子工

15 
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論の内容はグラフィ ック・レコーディングを通じてリアルタイムで

可視化し共有）。 その後、育児当事者が日々有する感涌についての

振り返りと可視化を目的とするワークショップを実施した。

育児というダイバーシティ要因について、 制度的取り組み・当

毒者の状況・当事者の惑I肯という三つの側面から情報共有と可視

化・振り返りを行い、とても意義があった。また、 育児と研究の

両立という課題を共有しつつも、各自の状況 （配偶者の同居・ 別

居といった家庭状況や出身国等の文化的背毀）に応じて困難はき

わめて多様であり、それに応じた取り組みが求められる点につい

ての認識を共有できた点も重要な成果であった。

●ダイバーシティ研究環境推進に向けた部局等への取組支援プログラム募集要項

rダイパージティ研究閃境実現イニシアティブ（牽引型）」

ダイパージティ研究讃境推進に向けた部局等への取組支援プログラム募集妻項

本千は2019年度科ヰ技術人材ザ成費楠肋事遂（文部科学名）「ダイパーシチ4研究環坑

火戌イニシアティプ（衛引型 11こ採択され、仝学的なダイバーシティ研究柔屯の椛進とともに．

それらを北冶道全域へ廿及・啓発する先導的な役別を担っています．

そこで、木学情成貝が研究行のダイパーシティ推逸について更なる畔陪を探めることを目

的とし、下記の支援を夫施いたします．

［概要I
本プログラムは、本学構成日（教職只・学生等）を対集とした、字内で開催されるダイパ・ーシテ

ィ研究棗境蟻進あるいは男女天同お画雇進に寄与するセミナー笞の実庭について支援しま

す

［支援内容I
取網に必茨な経賣のうち、1件あたり30万1りを上限として支援します．

［セミナー"；1こついて1
以下の取組が対象となりよす．

取姐濯3リ：研吟.・セミナー、勉拉仝、シンポジッム等

セミナー等の対象（参加者）：本サの教職日、サ生、硝充只

ー 学一の部局等行成只を対象とした取紐も可

ー 複数の邸局にまたがる取紺、全<;，1こ公只する取組を僅焚

実廊主体：部局、サ科、課至呼、またIt硝究会などのグループ

［及授要件）

取維ICついて、以ドの条件を全て演たす必要がありまナ．

ー 女性研究者文楼宅を共11lil:する

— 広報物を作成する溢合、「2019年度ダイバージティ研究只税火現イニシアティブ
(,iii)l~) Jlf業の文を入れる

- 令和2年 2月 29nまでに開催する
ー 取組終r後30日以内に指定必式の実施報告書（収支弧せ含む）及び作成した広
報物を提出する

（支悛対集となる経費l

次の経費に限る

囚内腔費講師の国内旅費

外l司人招聘旅費 岱帥の招聘旅費

llt金 清師への酎金

印刷費取紐のI；；輯のためのポスクー．チラシの印刷費

委託費セミナー等を外部委託する院の委託費

t)i耗品費取緑実胞のための必要性を合理的に設明できる梢耗品貸

（その他の支援I

参加申し込みフォーム設I!!

シンポジウム等閉祇支援セットの貸出

火判プリンター1il力

必衷であれば当日の連営補幼スタッフ(2名まで）

1巾請方法1

lfr定の甲9R鳴を女性研究者支仮室（メールアドレス）宛に提出

反格申泊期限令和2年 1月15日

セミナーチラシを添f、1（またはでき次釘提出）

1支揉件数1

3件（ただし、採択金碩が予罰上l'.Jlに達し次労＃集を終了します）

1密査Ji法l
申請郊局より提出されたむ類に出づき、女性耶究者支揉室にて審安を行い、支扱金額を決

定します．n屯ぼの受理連絡後、2週lill以内に採択9I否を連絡します。

ダイバーシティ(11:~I型）市業の一環として、 吝泰連携機隣’へのリアルクイム配信（配は1こ係

る作業は女性研究者支援室スクッフが行う）に協力可佳な取線を優先しま十．

＊連携機関グイパー・巧ティ研究裳境尖税イ己シアティプ（和1型）の連携機関．令和元年度

時点でI!室蘭工棠人学、北見工棠人学、搭広吝産大学、日東元エ株式会tJ:、株式会社了
ミノアップ



[ n-1-2ダイバーシティ研究環境整備のための取組一

センター試験時の一時保育支援

育児中の教職員がセンター試験業務において休日出勤を行う場合の保育負担軽減を目的に、学内での一時保育を

実施した。

●実施日時

●対象者

●保育場所

●保育数

2020年 1月18日～ 19巳 7:00 ~ 19: 00 
センター試験当巳業務に携わる北海道大学所属の教員・職員が饗育する未就学児（生後6か月以上）

北海道大学中央キャンパス総合研究棟 1号館会議室

5名 (2~ 4歳児）

活動内容・報告

前年度、大学入試センター試験業務に従事した教員から、 日曜日の託児先に困つているという相談を受け、一時

保育を実施した。 保育士2名により、2歳から 4歳までの計5名の保育を行った。

利用者からは、夫婦で入試業務の担当になっていたので助かった、遅い時間まで対応していただけて嬉しかった、

等の反応があった。

●センター試験時の一時保育支援（試行）利用要項

ダイパーシティ研究環楼実現イニシアテイプ （牽91型）

センター試験時の一時保育支援 （試行）

利用要項

人材育成本部女性研究者支悛室

本学は本年度に、文謳科学も科字人材百成費補助金「ダイパーシティ研究環没実現イ

ニシアテ4プ（牽引型） 」に採択され、ライフィペン トと研究または業務の両立のた

めの研究環拉整慌をさらに進めることとなりました．

目的

育児中の教職只がセンクー試験業務において休日出勁を行う均合の保育負阻軽減を過

じ、百児の有熊に関わらず教職只が能力を発揮し活躍できる環境を整傭する．

概要

センクー試験日に一・時保育所を学内に開設し、熊料で託児を行う

利用対象

・セソクー試験当日翌務に携わる木学の教員・識日が養行する未就学児（生後6か月

以上）

利用料金

無料 （ダイバーシティ研究環境実現イニシアテイプ（牽引型）事業経費または大学経

にて費担）

保育時間

7時00分～19時00分 （予定）のうち希望する時問

保育場所

中央キャンバス総合研究棟1号館会議空 または遠友学舎

（樹鯖キャ‘ノバスについては応相談）

申込方法

人材百成木部女性研究者支援室 fr..hu@synfo.,ter.hokud,i.,e.jp 

宛てに｀別紙I~込書を送付してください．

申込締切

12月25日 （水） 13砕

保育について

・保lill:1、託児サーピス専門業者より派ii!されたシックーが行います．

．括児 （疑）・病後児の保付i:1できません．当日預ける前の検温を出願いします。

・保百にあたり、 当日下記をご持参ください

・食事・飲み拘 ・おやつ等

必要に応じてお弁当をお預かり し．お食専の介助をいたします．

哺乳瓶 ・ミルク （回数分小分けにして）をお持ちください．

・心行えー式（＊ムツ、洋服など）

i誓苔えは 1-2Ill：：用怠いただき、 トイレトレーニング中のお子様は下白

を多めにご持参ください．

•お迎えの際、身分証明曾（運転免計•証・母子手帳・健譲保険証等） を提示頂く 場合

があ ります。

• お子様のぶ蒻物は．記名のよ．， ひとまとめに してご持参下さい。

・アレルギー等がある嶋合は申込書に記載してください．

・当日朝i:I保護者の方が託児湯所にお子さまをお連れください

本取り組みの継綬性について

この一時保育支扱は 2021年度まで就航して実誕し、その利用実績等から次年度以降

の胡度設計を行います．

17 
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復帰支援プログラム：投稿論文の英文校閲費助成

本支援では、産休・育休等により研究中断があった研究者の研

究活動をサポートするために、学術雑誌投稿論文の英文校閲費用

を助成する。なお、支援対象者の性別は問わない。

文・劃字書“'←ぷ劇l●i●●ll-l二刃和ブ藁四

2019年度は大学院歯学研究院・医員に対する支援を 1件行い、

投稿雑誌 『CARBON(IF 7.466)』に掲載された。

置耀支鍾ブログラム
撞稿・文莫文校闘費馳成

●復帰支援プログラム：投稿論文の英文校閲費助成募集要項

文邸科学名「ダイパーシテ4研究環視実現イニシアテイプ（牽り1型）」

令和元年度復爆支鑽ブログラム：投蠣論人の英文校贋費助咸募集賽項

［趣旨J
本支校は、2019年度に採択された文郁科字省「ダイパーシテ4研究尖現イニシアテイプ（牽

引型）Jの一環と して実滝ナるものであり、補助金または大学経費により、産休・1"f休答に

より研究中断があった研究者の研究活動を支援するために、学術縛吐＂葛論文の英文校閲

費用を助成する事裳でれなお、文授対象者の性別は問いません．

［支援対象となる投稿綸文l
・fl身が第一署者び内9●U如 r)または貸任苔者(orroぃndiog,u,hor)として発表する署作
物であること

．令和元年12月1El～令和2年2月29日まで1こ英文校閲を行い納品が完了すること

•投稿する雑誌が以下に該当する こと

1)査読が行われる英文の学t“雑誌であること
2)投租規定や編集委貝，，伯報が公開されていること

3)笛文、もしくは論文要旨を、W,b等を通じて世界の研究省が111l覧できること

区援件数】

5件紐

ほ援金額】

英文校111J9こ要する賣Illの範囲内で、原則として予算上浪15万円程度／件去で

，応募状況によっては、年度途中で応募を終了することがあります．

，他経費との合算での支払いはできません．

［申議資格J※以下すぺてを蘊たすこと．
，北海道大学に所属する研究者 （特任教只會研究只含む）

・申謂日以；；；3年以内に、陛休・百休・介護体による30日閲以上の連綬した研究中断が終

了した者

，研究活動を職務に含んでいる名

，投稿誌で，，叡の採択が決定されるまでに本学に在籍する予定であること

論文は原則としてオリジナル学術論文であること （レビュー、本、会議発表のみを予定し

ている綸文は対象外）

(Ill謂方法）

翻膏鵠により躙頓ヽあった躙釦蜀罹駁心I琴止
學●鑢U殷瓢•父い長人設調費用を鯰載する畢畢t’I.
え•擢 nヽt剛匹いません

支：寧講日以前3年以内に童休・育休等により遍続して
30日閏以上の研究中断が縫了した看（男性倉む）

這内害：申請看自らが第1蕃看または貴任蕃看として学術
輪誌に投蘊する論文の長父校閲費用を支援します

支援愈讀：上限15万円／件

支：令和元年度は引牛租度

詳細募集蔓頂はこちら

http://blt.ly/389w7F 
鬱翌
細

疇菩皿=~

以下，，書頬を人材育成本部女性研究者支翌京 ([mbu@”n(mldふ加わいCip)宛て

悦出嗣い:I:す．申苫は随眈受け付けます。

(j)申請日 （別紙様式）

②校閲経費，，ll.積書 （写）※1社分，，み，，提山で差し支えありません．

［助成決定 ・結果通知について］

申請内容に基づさ選考を行い．支援の可否を決定しまナ．

,,,諮書受理から約 1週間後に、女性研究者支援室から結果を過知します．

｛決定後の手紙き］

英文校閲の発注は申清者にて行い，発注1こ腐するメールのやり取り亨は女性研究者支援室

に転送してください．女性研究者支援室ではそれら取り1証憑頬と4渭帷81こ提出いただいた
「佼閲経費の見積書 （写〉」を基に支払い年統さを行います．

①校閲経費の見禎書 (U*)

②校1l11経脅の納品讐 0目本：納品検収センクーの検mのあるもの）
③ 校閲経費の苫求書

④英文校関を受けた臓稿（写）

※本支授と受けた綸文は必ず申鯖書に記載した鱗誌に投謂し、 褐馘された場合は別Jl1)また

はそれに1fJ当するものを、褐戟されなかった湯合はその旨の通知文等を女性研究者支援室

宛てに提出願います．

1備考J
•本支援を受けたガは、本事稟に39いて実紺する他の研修やシンポジウム等9こ積極的にご参

狐ください．

• 本支援を受けた均合、事業尖禎報告書に褐猷するために研究業績（濤文数や外部資金獲褐

件数¥'l)を202,年度分まで年1回提出いただきます．

｛注宣事項J
・共著唸文のお合は全共著苓の了解を符てから申碕してください。

•投稿予定学悟誌が変更になる場合は、 あらかじめ相祓して くださ い．

• III請後．事惰により文擾が不要となった場合は直ちに達絡してください．

・支悦決定後、本字から異動する塩合．その吋点で支扱終了とします．

・支援は1人2件以内I年度 （だだし、 2件目の申董Iii件目の燐載が受哩されてから受け

付けます）．

［悶い合わせ先】

北海道大学人材吉成本暮女控研究者支観直

e-mail:如如釦F匹 09.holrudai..C.ip 内線：3625
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ダイバーシティ研究環境推進のためのシンポジウム等参加支援

本支援は、本学役員・教職員が全園各機関のダイバーシティ研究環境についての先進事例や知見を販収し、それ

らを学内あるいは北海道内に広く波及させることを目的として、ダイバーシティ研究環境推進に関するシンポジウ

ム等に参加する際の旅費を補助するものである。

2019年度は2件を採択し (1件は新型コロナウィルスの影密により中止）、 1件の支援を行った。

●支援対象者 薬学研究院教授

●参加シンポジウム等の概要

日 時 2020年 1月 12日

場 所九州工業大学戸畑キャンパス

名 称 日本女性科学者の会 2019年度例会 ・新春シンポジウム

参加報告書より抜粋

シンポジウムでは、国内大学における男女共同参画の取組の具体的事例についての謡演があった。戦略的な取組

体制の構築 ・ライフイベント支援制度の男性を含めた促進・女性の管理職増加の取組などの重要性についての話が

あり、大学でのダイバーシティ推進や研究環燐改善に有用であると感じられた。

●ダイバーシティ研究環境推進のためのシンポジウム等参加支援募集要項

ダイバーシティ研究環梯推進のためのシンポジウム等参苅I支援呑集要項

O、苓

本字役ロ・教環口がダイバーシチィ研究累墳柑逗に関するシソポジウム等に参加する

閃の東費を補助し文.,..

目的

本学は令和元年皮「ダイバーシティ研究四境尖現イニシアテイプ （示引型） ＿ 1ぼ択に

伴い、本のみならず北海道今体，，ダイバーシティ研究曰没惟逸の中心となって事泰

を淮することとなりました．そこで｀本字役8，散凜9が宰先して全田各11!l関のダ

イバーシテ9 研究ロ境について＂先迪印il'I午知見を吸収し｀ それらを学,~あるいは北

海沿内に広く波及させることを目的として木支援を実掘します．

支援対来右

本字の役凡殺n

支援内吝

シソボジウム亨に参加するI'll，，絃R

支援k限

1 5hドl/19』|

土援件数

3件程度

支援対象となる 「シンポジウム等」の笥距

● 「全困ダイパーシテ4ネットワーク」ウュプサイ ト¥hup,o//op,ned.n<h<'●9t)9こ

尺載されているシンポジウム、ワークショップ、七ミナー字のうち． 20 2 0年

3月28 IJ1でに開催されるもの

● その他女性研究苓支扱完が認めたもの

支足を受けた湯合の漉務

本支援を受けた場合｀濯告也（指定様式）を提出していただきます。綴告苔の内容

は、字内ならびに「ダ4バーシティ研究環税実現4ニシアテ4プ（＊弓l界り 」共同

尖紺機関（下蘭1エ菜大学、行広畜在大午、北見上菜大't-、H東電工株式会It、株式

会社アミノアップ）にて共(Jします．

旅費支給の範テ

基本的には、 本字の旅代現閉 ・規程に基づき、抹Rが支給されますが、当該補助金

が定める取扱いで支出不可とされているもの（キャンセル料や他の使途が特定され

た経J.'1との合算使m)について、支給できません．
また、当該出張の 1前後に他Jfl務が9•I随する岨合、他用務が前に付随の揚合は 「シン

ポジウム等閉偕地から本学までの日当 ・函泊l't・交通I'll、後に付随するわ合は

r本字からシソポジウム子1;i1性地までの日当 ・1行泊・交通費Jを支給対象としま
す．
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FResHUサポーターによる保育のための同行通訳支援

本支援は、外国人研究者および留学生の育児支援のために、保

育園や札幌市の保健センターに同行通訳者の派遣を行うものであ

る。入園の手続きのために保健センターでの面談、または保育園

での保護者面談などで、巳本語での会話に不安があり、通訳サポー

トを必要とする人に、 FResHUサポーターが同行し、 面談での通

訳をする。

●対象者 北海道大学に所屈する女性の研究者／留学生

活動内容・報告

2019年度は8名の要支援者に対し、13件の同行通訳を行った。

伺行先は保健センターや保育園等。

両立支援取組フライヤー発行

「次世代育成支援のパッケージ化」の取組の一つである両立支

援についてのパンフ レット作成に向けて、他機関が発行するパン

フレットを収集して調査を行うとともに、本学教晨等にヒアリン

グを行うなどして内容を検討したところ、 研究者が本当に知りた

い両立に関する情報は当初想定よりも多いことが明らかとなっ

た。このため、より有用で費用対効果の高いパンフレットとする

ためにはさらなる検討が必要であると判断し、 令和2年度に作

成することとした。今年度は既存の各種支援をとりまとめたフラ

イヤーを3月下旬に作成し、学内での配布ならびにウェブサイ

トにて公開した。

Accompanying Interpreting 

for Child care 

by FResHU supporters 
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[ n-1-2 ダイバーシティ研究環境整備のための取組~

「SDGsx北海道交流セミナー2020」出展

北海道主催の 「SDGsx北海道 交流セミナー2020」ヘポス

ター参加を行った。イベントヘポスター参加した北海道SDGs推

進ネットワーク会員と交流を深めた。

●名 称 「SDGsx北海道交流セミナー 2020」

●日時 2020年 2月7日 13: 30 ~ 17 : 00 
●場 所 北海道大学学術交流会館 1階小講堂 ・ホール

●主 催 北海道
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室蘭工業大学の取組

ライフイベント期の研究者への研究支援員配置

出産 ・育児・介護等のライフイベント期の女性研究者に対し、研究活動の補助を行う支援員を配置することによ

り、ライフイベント期にある研究者が研究活動を継続することができる環境を整備し、女性研究者の研究力向上を

圏っている。

2019年度は、育児や介護を行っている女性教員4名に対して支援を行った結果、 4名全員が科学研究費助成事

業の採択を受ける等の成果が上がった。

●平成31年度「ライフイベン ト期（妊娠 ・育児・介護等）の研究者支援」募集要項

平成"“度’ライフイベント期 仕t紙 ，育児，介護等） 9）碩究抒文扱J募集費m

1. n的
本字における教員及び博士研究員がライフイペント期 （紅編・育児・介護等）と研究店動を同立

することができるよう、支擾口の濯用に係る経費の助成を行う．

2.応算資格

本学の散只及び博士a究員のうら、妊飯・育児⑭学校“P生以下） XI2介ll等にあたっている
名。要介護＄でばないパートナーと閂Rしている艤合は、尿則としてパートナーの励務店閉が選紅

峙間以上であること．

3.肋成内容

対象者に対し．支翌員を層J!Iする経費を助成します・雇用できる累間は、平成31年4月中旬から

平成が3月31日までの間の必餐期間・必蔓唸間とします．また．軍11lできる文長員は字惰研究員．

技術襦佐目XI9事務補佐員としますが、必硲であれば臨時袖臥JIIや派遺会辻の利用も可能です．訂

しくは男女共同拿iii惰送奎までご11l薮ください．

4,申請平絞

巾＂書「ライフイペント JIii（妊阪・育児・介護寄）の研究ぷ支授」に記鐵し｀男女共同参面舵造

窯に擾出してください。

5．悦択

多数の応繹があった場合には． 対象者，，，ね位や必要状況等を加味した上で｀男女共同参貞撹巡主

で認合的に事査のJ;．採否を決定します．

り文擾日の採用

支損員の道定にあたっては男女糞同参百帷迄玄から情髯提供でさる艤合もありますが、原則とし

て申讀者が行うこととします．

7.穫也畜の編出

本支星を受けた研兄者には．籍告会の参加と帷行書の提出をお願いすることがあります．

..問い合わせ先

至順工稟大字男女共閂参函策逸:.!I総務広帷復務管理係：内線5018)

9....il :999V仰m’’iwnr闇—it 9r~ " 



[ n-1-2ダイバーシティ研究環境整備のための取組一

ニュースレター「ダイバーシティ通信」発行

本学の取り組みについてニュースレターを発行し、北海道地域の大学や高等学校を中心として情報発信を行うと

ともに、本学が開催する講演会について連携機関等に周知を行うことにより相互参加を図っている。 2019年度は

第 10号、第 11号を発行した。

ダイバーシティ通信第 10号 (2019年10月発行）
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ダイバーシティ通信第 11号 (2020年3月発行）
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帯広畜産大学の取組

セミナー開催

●名称

●日時

●対象者

●場所

令和元年度男女共同参画講演会

2020年2月10巳 15 : 00 ~ 16 : 1 5 
帯広畜産大学教職員（北海道大学 ・室蘭工業大学にも配信）

帯広畜産大学総合研究棟 1号館 E2501・ E2502会議室

●参加者数 31名

●講 師 安河内恵子氏（九州工業大学副学長）

●実施主体名 帯広畜産大学男女共同参画推進室

活動内容・報告

2019年度の男女共同参画講演会は、 2016年の推進

室設置以降、先進的に取り組み実績を上げている九州工

業大学の安河内恵子副学長を招き、「九州工業大学にお

けるダイバーシティの推進」と題し、同大で行われてい

る在宅勤務、支援研究員制度を活用した Kyutech

Projectの取り組みについてご講演頂いた。九州工業大

学ではダイバーシティを推進するため、「組織」と「支援」

の2つから成る「九工大方式」という独自の支援を行っ

ており、「組織」では男女共同参画推進会議の設置や、

学長のリーダーシップによる女性教員の採用・昇任の推

進、「支援」では在宅勤務制度と支援研究員配置支援事

業の複合的支援により、数値目標の達成や論文の執筆数、科研費採択率増加に効果が現れている。本学は研究支援

員制度に着手し始めたところであり今後の展開に向けて非常に参考になった。また、本講演をきっかけに在宅勤務

制度の導入に向け整備を進めることとなった。

研究支援員制度

本支援は、妊娠・育児中の教員を対象に公募を行い、研究の計画的遂行のため、研究支援員による一時的な業務

支援を実施し、ワークライフバランスの向上に寄与する支援制度である。

●対 象者 帯広畜産大学のライフイベント期にある教員（女性教員優先）

実施内容・報告

2019年度は男性教員2名、女性教員 2名、延べ872時間の支援を実施した。
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●令和元年度研究支援員募集要項

令和元年辰研完文覆日事安審項

今字で1:、女れ数（賓1こライフ，，ペント＂にある最員）がなとして e任し逗感し庄99られる星爾

€艶債する一戯として．男女共同曇01浪屯安扱町度をtun L土した．

,.,究文擾員●J度'I!男ム）＂ヨ欅nn釘逆文四度9） つであり、妊蛋や育!/I.→，，ライフ，，ペノト鼻l

に，，る男件及び女性の教Rf-対象として．研究の引●i朽遂行，，ため、研究,CIJ:J¥1こよる一唸がJI9完停

父槍を匹し．歎のワークライフバラ：9スの向上に寄与す，，も，，です．

'-'!UCll!Jll胴盾Jの利用を含望される方は． Hじ姜名にUってキ黛→を＂ってください．

記

J中柑暫格

(l)以鹸...の者ヌは紀鯛tがHと中の敬
92) 49汲•年生までの子を隻育している教日

液ttOl'tXlt,未載‘f児 ·ヽ贄冑している教fIK優先し~•··

2研究土虹の棗務内冶

敦Uの守完塾憶逢や＂兜乃間母偽 lこe天な実軟褐功．嬌究デ-'，，"'1,.統計しし型． x.... 葦．
皇衰賢'""成嶋の讀肋砿あじ隅9£1.

3研究文匹fい）象5

牛郎4•牛，大＃霰，,..一般

,..克支擾Rの雇用灸怜

濯Ill...,只1)nから令わ2年3n3 J 0まで
懺浅‘,.,,1A'勾間●5分以内．潤勾岱m禾議かつ期間内合"'’”？間以内
打 分，事務惰佐鯰メ9l技術嬉佐鯰

給 年，国立大？法人得広畜拿大7利憎幼穐員虻笑設計（平戌J6年以B第4号）による

5中",.貴i
令和元年8)128B＊で

・中惰≫れ、

以下，，書9！を繕裕ほ人亭・労務伍礼9こ碍出して下さ・＇・

1虔L書01
研究土岳•情J喰利用999員書 r鴫式鮒 1 号）

干，，甲綿がわかるに明●（吐巖中，，力は母子l嶽，，コピー．子を冥育中の刀m保釈liI，，コピ•愕．）

？その他

ば択された編介．●I厘l用練T関に引尺凍誡帽色書“印式第2~) を嗅9Uしていただき●す．

●帯広畜産大学研究支援員制度実施要項

併広百陀大7研究支塁a制度祖緊贋

UII甘I
(111条 こ"ll!lJt1土．出歴・育児等，，ライフイペント閉，，閂，，大字法人併広畜産大字鵡員軌

菜（平成 16'I'規閉第3<;-)の適用を受91る牧員に対し．研究のttl!!I的迷行，，ため．

研究支授Nによる一峙的な鸞S支綬を実擁し，ワークライフパランス，，膚卜に寄七する

r研究援創度（以卜「＊制度．という．）」に1111し，必亜な事項を定めるも，，とする．

ぽ邸＆名）

m9条 ぶ制度による支授対象吝1よ．教目，，うち次＂各号のいずれかに該当する名とナる．

(1） 妊飯中，，名又は配償名が妊飯中の名

(2) 小7佼6年生までの子を!'Illしている者

（が1ill期間）

第3条 本制度の利用明附"・4;11日から翌年39931日までのJlli!llllこおいて6か}4以内

とし．Pり一の事巾又lil/iたな事01の発牛による内科191を妨げないものとする．なぷ．週n
利JII斯同のヤ且とは定めない．

（利用略同）

第5条ぶ制度の利用＂間 は． I B7mr.，45分以内，週以•3間未溢とし． tlJllllll悶内で

の利用眈閲の合計の上限は拗0祁日と→・る．

ほ授某拐内容）

第6条 文授する炎務1勺名は本1111度を’1月）する教l1の研究活動捲起や研究99柑慣H'に必

委な遠補防．研究デークの解析．執計処理文猷勾査。発天費斜什成等，，堵肋栄併I4ぼ

るものとする．

（中濱I

lll7条ぷ制度による支援を希望ナる教目は別9こ・..:，，，る虞隻警巧に従い．所定の期l』主で

に利用申瀾書を昇女共同参面推遠1こ星出しなければならない．

（利月9名，，決足）

第8条 本謂度を利用することがでさる散Hは．前条か,,置があった苔のうちから，男女共

同参削描速室長が決定する．

2 遺呼帖泉99中講・/'t9こ通浅1する．

3 ~,浜，，選そに11!1し必安な事頃I切lに定，，る．

9問い合9Aix

匹直人事・労袴係エロ

TEし 0,..-0-s,21 

M • I I : mnzi●obib '"入•c.5 

（研究支濯月）

以l.

l!>9条 研究支はatl9,ぶtu文，，k）用石である紋員の研究沿動を支登することを0的と

して閾用ナる名のことを •ヽ9.

2 研究支委日は，隊務補佐nXIれが行褐佐口をもって充てる．

3 利用者に対して配泣する研究文擾l't9i,f'）用者が適岳し，次定する．

< l名の関用者に対して桜致の研究支援貝を配筐すらことがでさる．

（燦令）

笥 10条 利111"/fU, 11111見11111柊 f峙1こ，実績帽⇔●を~I女共岡参1叫模遍玄に扮出しなけれ

ばならない．

（船務）

m 11条 この要項に関する事務"・馳務冥にわいて処屋する．

〇難1))

笛 92条 こ〇斐頌に定めるもの，，ほか~本制度の実熊に11!lL.g．費な事頌は．男女共n害囲

!It迦室がりに定める．

附則

J 二の要項は．令/fl,<年8n,4 1」から諮行する．

し 笙3条4,r4月9□から翌年3月31□えでのl.':I可において6か月以内としーとある，，
ii令旬元年度に限り、「4月I□から翌年3月 31□まで，，期間にJ919て8か月以内と
し とナる．
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北見工業大学の取組

ダイバーシティ推進室設置

北見工業大学における人的資源の多様性を高めることで、本学の組織の活性化や教育・研究力の向上に資するこ

とを目的とし、学長のもとに、 2019年 9月 198、ダイバーシティ推進室を設置した。

設證された本推進室は、ダイバーシティ推進に係る方策の企画 ・立案や、ダイバーシティ研究環境実現イニシア

ティブ（牽引型）連携機関を始めと した学外の関係団体との情報交換等を行っている。学内ニーズの把握と学外グッ

ドプラクティスを収集し、支援内容を分析・検酎し、学内の研究・教育環埒の改善に努めている。

なお、本推進室は、 室長 ・副室長 ・室員の計7名（男性3名、女性4名）によって構成されている。（任期は

2021年3月318まで）

ダイバーシティ推進に関する講演会

ダイバーシティ推進室が設置されたことを機に、学内の意識改革を図ることを目的とし、ダイバーシティ推進や

男女共同参画推進に係る FD訊演会を実施した。

●日時

●対象者

●場所

2019年 12月17日 14: 00 ~ 1 5 : 30 
北見工業大学所屈教職嗣、等

北見工業大学～多目的謡義室

67名

渡辺美代子氏

（園立研究開発法人科学技術振興機構 副理事）

●実施主体名 北見工業大学ダイバーシティ推進室

●参加者数

●講師

活動内容・報告

「ダイバーシティが拓く新たな科学技術」と題して、ダイバーシティ

推進への理解を深め、大学における人的資源の多様性を組織に活かす

意識を醸成することを目的とした講演会を実施した。講演では、 SDG

indexやGlobalGender Gap Index等での世界的な指標における日

本の評価の低さがデータとして示された。日本におけるジェンダー不

平等は歴史的な背景や産業界における過去の成功体験にも起因してい

るとの指摘があった。また男女共同参画は女性のためだけのものでは

なく、今後人口減少社会を支えるための日本モデル構築のためにも女

性が活躍しやすい仕組みを作ることは璽要であるとの提言があった。

そのためには、男性は男性を選ぶというデータもあることから、決定

権を持つ立場での女性比率向上の重要性も示された。

当日は、学外からも、 連携機関である北海道大学と北見市役所男女

共同参画担当者から 3名の参加があった。

I 
命和元年度ダイバー、、一

） 
ノアイ

推進4Z関qンる講演会
■h;r1』=1心111 J 

12/17（火）14:00-15:30

3号館2階多目的講義室

一1．三一「ダイバーシティが拓く新たな科学技術」.....1-
国立研究開発法人科学技術振興機構

副理事（ダイパーシティ推進室長）

渡辺美代子 氏 0
"
 

鱈錫プロフィール
• 1979年東芝総合研究所研究l1
・ 1986年 カナダダルハウジー大，，ボストドク研究員
• 1996年 アトムテクノロジー研究体研究員
・ 2006年 稟芝研究開発センター技術管珊郵門長
• 2009年東芝イノペーション撞遣＊鵠経営変革織括賣任者 、

• 2015年科学技衛謳舅機Ill 劉遷事 J 
"’ 

"""t岬'T'1
＊ 

v 
12月10日（火）までに総務鰈人担むがお申し出くた ． 
(E-mail : soumu06@desk.kita111i-i/.ac.jp) 
J 
コ

一
26 
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H東電工株式会社の取組

日東電工株式会社の取組

これまでの歴史で培ってきた高分子合成 ・加工技術をベースとした基幹技術や企業文化に加

ぇ、そこから生まれる多様な事業領域や強い知的財産権、さらに幅広い業界にわたって製品を提供している顧客基

Nittoグループは、

盤といった強みがある。

そして、独自のビジネスモデルである三新活動とニッチトップ戦路で事業領域を拡大し、持続的な成長を実現し、

長期にわたって企業価値を向上させ続けてきた。

今後も、Nittoグループが持続的に成長していくためには 「社会課題解決と企業価値向上の両立」という ESG（環

境 社会・ガバナンス）の観点での企業経営が必要であると考えている。つまり、「イノベーションによる価値共創」

を第一の使命とした上で、製品の安全性や労働環塊および人権への配慮、地域社会への貫献、 環境保全といった課

題を重要視し、責任あるものづくりを徹底していくことが重要である。

これらを実現するためには、多様な人財の活躍が不可欠であり、いかに優秀な人財を惹きつけ、従業貴の能力を

最大限に引き出させるかがこれまで以上に重要な経営課題である。

Nittoグループでは、社会課題解決と企業価値向上の両立に向けて、優先的に取り組むべき課題「サステナビリ

ティ璽要課題」を2019年に特定した。 「サステナビリティ璽要課題」には 「イノベーションの創出」と「経営基

盤の強化」の 2つのアプローチによる取り組みを盛り込んでいる。 D& Iは、「経営基盤の強化」の中にある 8つ

のサステナビリティ重要課顆の 1つであり、多様な人材が活躍できる風土を目指している。

図1:Nittoグループの経営理念
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Nittoグループでは、 「法令遵守」の視点からスター トした D& Iの取り組みを 「多様性の理解と尊重」へ更に

視点を転換し、「グローバルでの成長戦略」へ位謹づけている。言い換えるならば、「障がい者雇用」「女性活躍推進」

「外国籍社員の活躍」「ワークライフバランス」から「障がい者の積極的な雇用、定愁」「女性管理職登用」「外国人

採用」「働き方改革」「国際閻異動制度」「高齢者活躍推進」といった D& Iを事業の成長戦略そのものに、ダイレ

クトにつながる取り組みとして、グローバルに展開している。

27 



—1府'r:-

28 

従業員エンゲージメントサーベイ「Seeds」

●日時 2019年5月

●対象者 国内主要Nittoグループの従業員

●活動内容・報告

従業員一人ひとりが活き活きと働ける組織づくりに向けて、 エンゲージメントサーベイ 「Seeds(Survey for 

employee engagement. diversity and satisfaction)」を 2019年5月に実施した。グループ会社を含む日本国内

従業員8.955名を対象とし、 95.2％の従業員が回答。 調査結果から、 Nittoグループは安全文化が強い一方、今後

のエンゲージメン ト向上には「経営陣と従業員のコミュニケーション」 「生産性向上」が重要であることが分かった。

調査結果をもとに、 エンゲージメン ト向上に向けたアクションプランを策定した。

働き方改革（在宅勤務）

●日 時 2019年度

●活動内容・報告

会社と従業員が共に成長するために、「ワークライフバランスを支援する福祉制度」を目指し、労使一体となって、

人事諸制度と福利制度の在り方を検討し続けている。長時間労働の抑制に向け、労使で随時確認・フォ0ーを実施

しており、 36協定も年々厳しくするなど、長時間労働の撲滅を目指している。働き方改革の観点では、育児介證

に限定した「在宅勤務制度」の対象者範囲を更に拡大し、新たな制度への展開を見据え、トライアルを実施した。
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11-1-3 研究力向上・ リーダー育成のための取組

連携機関全体の取組

KNIT研究交流発表会 「超異分野meetup」開催

●名

●B 

称

時

●対象者

●場

●主

●参加者数

催

催●共

所

●後援・協力

KNIT研究交流発表会 「超異分野 meetup」

2020年 3月3日～4巳

KNIT浬携機関の他、大学、研究椴関、企業等に所属する研究者 ・技術者 ・大学院生、テーマに関

心のある方

北海道大学

60名

学術交流会館

北海道ダイバーシティ研究環滉推進ネットワーク (KNIT)

北海道大学（人材育成本部女性研究者支援室、人材育成本部 L-Station、大学力強化推進本部 URA

ステーション）、 室蘭工業大学、 帯広畜産大学、北見工業大学、日束雷工株式会社、株式会社アミ

ノアップ

公益財団法人 北海道科学技術総合振興センター （ノーステック財団）

活動内容 ・報告

KNIT研究交流発表会は、異分野の研究者との交流を

促進し、多様な視点や専門が融合するコミュニティや共

同研究の発芽を目的として開催するイベン トである。よ

り多くの研究者に参加いただくために、研究紹介を簡潔

に用意できるよう「研究ノボリ」型テンプレー ト※を用

意した。ポスター展示会場である北海道大学学術交流会

館のロビーには、出展されたポスター 151件の 「研究

ノボリ」で埋め尽くされた。折しも、新型コロナウイル

スによる行動制限が開始した時期の開催となり、感染拡

大防止の観点から会場に集まることができる研究者は限

られたが、参加者からは、「研究ノボリというミニマム

なフォーマットが参加の敷居を下げてくれた」という声

もあり、異分野の研究に興昧のある来場者が集まった。

また、研究者同士の直接の会話が難しい中でも交流が

できるよう、 コメン トを残したいポスターには付箋にコ

メントを書いて残すことや、連絡先を交換したい意思表

示を残す工夫、参加者による 60秒プレゼン動画を会場

で流すことを行った。この結果、会場一同に会すことが

叶わずとも、参加者閻の活発な交流を実現することがで

きた。

文●●“”“"鼻●●“"●●ダイバーシ•仕””イニ9ア"""'●99.,9

超異分野 meetup
Towa滋 i~ovat切dbeり°“iboぃ凶a心s

・国量訊亘日託更霧

●●で日m●加"fli
...:.翌~-....' )14.'

） ・
．． 

1 

． ~.. 
．． 

・. 
tぢ1貫
，，もつ 分

閑とと ” 費遵，

•一ミ•~”J!11・・ i虐ii 
と fに人
g各届屯
し.... t屯§t 

- . ! 

研
究
を
つ
な
ぐ
、

共
同
研
究
の
種
を
ま
く

厠層璽頃＂ ＇t膏l1•·苧●鴫交汎會誼ば9如tZ北ヽ匹9)”m込 ●屑ウェブベージからお叡しふみください
ULh9わ9JI•四心ぷdmomee9“'

綱の切り 2020葦2鳥20日'*)9:00 
....... 暴＆←し•9.aom

釘象 丸漬ヌ男攪町9こ吊鳳•9紐R•

＂ 賽鹸 •大9ぷ,... 一…U :t:Sが‘•m•”-立”"..9T.~？ヨ巳

” 立•ダイバーシ●,.,,.遺員澪＊叶9-9” ”い”“..0•江●賓●直●重心賣•....如-A亨頑匹虹軍中迂—シ,ン)， 7 l(NIT 
拿萱工置大9•広島鸞大デ、五X置＊亨、..甦工●式彙社，事ズ會王ア｀ハウプ 1ー

．．．慮力公鯰M匹"'逼●●..●●●●●ビンクー（9ース999M凶

" .. 
耐克；ポリ金便って、いふ.,な分円〇碩兜量と交天したり共m晉
克●●虐Tイベントです．晉烹”ゴに胃Tふ正累ブースもあり士r.
鰈ヽこ冨イペ刀鴫重膏心1戴とU""”'會9鵞してい9T

●釦鴫込 b薗い會nc
fペン”'嵐も喝埠み．＂阜 9●わtaこ瓦 ．． 

当日0雙慢憧m)をご希望の力92..m"て匹し ・
込みください．

響

29 



—1府'r:-

r 

占

．匿a

30 

● 攣・のカーボンナノチュープ(CNT)の

属鵡事合識1こ鵬功

● 1m11.11分駐霞な●状纏水葦化合冑(LOH)の

含慮に心

・ 共沈這によりCNTとLOHの撞合化に慮功

• Ii綱櫨麓包ナノ＂＂としての応層か闊梼さ nる

カーポンナノチュープ (CNT)

r"，9 
・状糟水纏化合書 (LOH)

U-陶•一 UIII.,•. ...-
"~.. ¢‘‘ — ..., 

● ● , _ _,... ・----―”’ ”\9.o•J々.ぐ^“
-- - 9l●.  

m:¥！,9翼瀾

-r言fで」'『9E£こ＇が'!":そ 9̀9ヨ'419閂罰

']]I!！［阻霜割罰l叫鳴
※「研究ノポリ」型テンプレート



[ II-1-3研究力向上・リーダー育成のための取組一

北海道大学の取組

女性研究者による研究会等開催支援

本支援では、本学の女性研究者が研究会等の開催を通じてリーダースキルを強化すること、また共飼研究創出機

会の増加を目的とし、本学の女性研究者が中心となって企画するシンポジウムや研究会等の実施にかかる経費等を

支援する。 2019年度は2件の支援を行った。

●名称

●開催日時

●場所

●参加者数

●講演者

International Symposium on Chemical Hazards to Wildlife 

2020年 2月5日 13: 00 ~ 17 : 25 
北海道大学獣医学研究院第二講義室

60名

（講演順）

Dr. Barnett Rattner (USGS, USA), Dr. Keisuke Saito (Institute 

for Raptor Biomedicine Japan), Dr. Manabu Onuma 

(National Institute for Environmental Studies). Dr. Akira 

Kubota (Obihiro Univ Agriculture & Vet Med.), Dr. Hiroki 

Teraoka (Rakuno Gakuen Univ), Dr. Hazuki Mizukawa (Ehime 

University), Dr. Shouta Nakayama (Hokkaido Univ) 

●実施責任者大学院獣医学研究院教授

支援報告書より抜粋

本シンポジウムは野生動物に対する化学物質の毒性や被害に関

して、この分野を専門とする 7名の研究者による講演と若手研究

者や学生によるポスターセッションを行った。研究テーマとして、

殺鼠剤や鉛、有機ハロゲン化合物、海洋プラスチックなどが哺乳

類、鳥類、爬虫類、魚類などの野生動物に引き起こしている被害

と、そのメカニズムなどについて紹介された。

米国からは USGS（米国地質研究所）より生態毒性学（特に野

生動物毒性学）で著名な研究者を招聘し、 茎調講演での発表を依

頼した。また、国内からは北海道大学、酪農学園大学、 帯広畜産

大学、愛媛大学、熊本県立大学、日本獣医生命科学大学などから

の教員、若手研究者や学生が参加した。行政では国立環境研究所、

民間研究所からは猛禽類医学研究所の研究者が発表を行った。さ

らに、民間企業では他に日本たばこや農薬メーカーの研究者も参

加し、様々な議論が行われた。

野生動物における毒性学的研究という、チャレンジングなテー

マのシンポジウム企画であったが、様々な分野・所属から、学生

や研究者が参画しており、熱心な議論が行われた。
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●名 称 スポーツ医学セミナー～北海道における女性アスリート支援に向けて

●開催日時 2020年3月14巳 00 : 00 ~ 23 : 59までの間に配信
●場 所 Web動画配信

●参加者数 76名

●講演者 （講演順）

村上洋子先生（国立スポーツ科学センター スポーツメデイカルセンター、女性アスリートの育成・支援プロジェ

クト支援プランナー）、蜂谷愛先生（NTC競技別強化拠点施設札幌市ジャンプ競技場情報医科学機能栄養部門

マネジメントスタッフ）、小林範子先生（北海道大学病院婦人科講師）、後藤佳子氏（北海道大学病院スポーツ

医学診療センター）、三宮恵利子氏（スピードスケート長野五輪 ・ソルトレークシティ五輪代表）、野口まゆみ氏

（バスケットボール 日本代表・北京五輪予選代表）

●実施責任者 北海道大学病院 スポーツ医学診療センター 助教

支援報告書より抜粋

北海道の女性アスリートの健康問題に対する支援活動を目的と

して、これをテーマとしたセミナーを開催した。女性アスリート

支援活動には医師ばかりではなく栄養士、 指導者など様々な専門

分野の方の協力が必要だが、セミナーを企画する中で知見を得て

より重要と考える専門家を選出した。各分野で専門性を持って活

躍している研究者と交流を持ち、現状の課題を共有できたこと

は、支援活動を進めていく中で重要な成果だと考える。今後、こ

のような機会を契機に、課睡解決につながる研究を行うととも

に、多職種の専門家と交流を持ちながら、社会貢献につなげてい

きたいと思う。
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●女性研究者による研究会等開催支援募集要項

「ダイバーシティ研究環現実現イニシアティブ（牽弓1型）」

女性研究者による研究会等開催支援 募集要項

本学は2019年度科学技術人材百成門補助事業 0団部科学省） fダイパー・ンティ研

究環境実現イニシアテイプ（牽引型）」に採択され、全学的なダイバーシティ研究環

疫の推進とともに、研究リーダーや大学マネジメントを担う女性研究者の増加を日指

しています．

そこで、本学の女性研究者が研究会等の開催を通じてリーダースキルを強化するこ

と、また共阿研究創出機会の増加を目的とし、下記の支援を実施いたしまナ。なお、

木支援は2021年度まで継続する見込みです．

【概要］

本支援は、本学の女性研究者が中心となって企画するシソポジウムや研究会等の実施

に必要な経費の一部と｀イペソト遷宮に関するツールを支援します。

【主な支援内容】

研究会等の開催に必要な経費のうち、 1企画あたり so万円を上限として支授します．

【支援要件】

取組について、以下の条件を全て満たす必要があります．

• 本学に所展する女性研究者（特任教只 ・ 研究只を含む）が主宰する学術的企画で

ある

● シンポジウム、フォーラム、ワークショップ、研究会のいずれかに類する

● 溝師、企画者以外に10名以上の参加が見込まれる

• 2020年3月15日 (8)までに開催する

【支援件数］

2件程度

【審査方法】

申苔部局より提出された書類に基づき、女性研究者支投至にて審査を行い、支悛金額

を決定します。申芯書の受理速絡後、 2週問以内に採択·•1否を連絡し支す．

【経費執行方法】

原則、女性研究者支援室から直接、経費を執行します．

各部局等への子ば娠秤を希望する蝸合はあらかじめご相談ください．

ぉ累せ先：

北潟這大学人材育成本塵 女性研究者支複室

電話 ：011-706-3625

メール：Imsh凶9”nfost口．如kudai●c.jp

【支援対象となる経費］

次の経費に限り、本学規定に沿って支出します

国内旅費： 講師・演者の国内探貿

外国人招聘派費： 海外からの謂師 ・演者の旅費

謝 金：講師等への謝金

印 屠1 費： 取組の広報のためのポスクー、チラシの印刷費

妥 託 費 ： 会場設営や広報物デザインを外部委託する際の委託費

消粍品費： 取組実應のための必要性を合理的に説明できる消粍品費

【その他の支援】

• 参加巾し込みフォーム設置

• シンポジウム等開催支担セットの貸出

• 大判プリソクー出力

● 旅行手配業務

● 必要であれば当日の運営補助スタッフ (2名まで）

● 研究会の動画配信文授

● その1也企画に関する相談

【支援を受けた場合の弱務】

● 広報物を作成する場合、 2019年度 「ダイパーシティ研究環境実現イニシアテイプ（牽

引型）J事業の文言を入れること
● 女性研究者支援室を共催とすること

● 取組終了後30日以内に指定書式の実施輯告l!1（収支報告含む）及び作成した広報物を

提出すること

[[P詣方法】

所定の巾潤骨を女性研究者支援産宛に電子メールにて提出

最終申請期隕 2020年 1月27日（月）
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キャリア開発セミナー（教員向けセミナー、大学院生向けセミナー）

●名称

●日付

●対象者

●場所

●参加者数

●講師

Be a professional ~ A series of Leadership Development Seminars for Female Researchers 
2020年1月21日～22日

本学の教員・大学院生

北海道大学人材育成本部会議室

39名

ィリーナ ・フィロノワ博士（沖縄科学技術大学院大学 (01ST))

活動内容・報告

2日にわたったセミナーでは、初日に “FacultyPositions: a primer to academic job search"と頸したセミナー

に続き、 “Promotingand supporting women in academia"をテーマにディスカ ッシ ョンを行った。 2日目は

"Overcoming self-doubt for women in research"についての理解を深めた後、 “Buildingconfidence・ をテーマに

ディスカッションした。

参加者アンケートでは、 100％の方から「参考になった」との

感想があった。また 「情報を知る・知らせることの重要性がわか

りました。」「個別の事例や経験や意見を交換出来てとても勉強に

なりました。」「何となく感じていた事が具体的に言語化・体系化

されてわかりやすかった。」「自信を持って行動していくことの重

要性がわかりました。」などの声があり、大変有意義なセミナー

となった。

Be a professional 
~A series of Leadership Development 
Seminars for Female Researchers 

C町•"“'“'mtnt•mI●II●Icom..from Okinawa I 
2 OAYS to ch■n1●”IU II 疇
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"Faculty Positions: a primer 
to academic job search" 
「大学等のアカデミアにおけるキャリア形成のボイント」
2828/81/2l(TUE) 13:30~.l5：30 
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II-1-4 上位職への積極登用に向けた取組

北海道大学の取組

2019年度監事と語る会

2020年8月末まで本学監事を務められた竹谷千里氏と協働し、教職員の方々と直接意見交換を行う「監事と語

る会」を開催した。

2017年と 2018年に実施した意識アンケートの結果をもとに、男女共同参画やダイバーシティ研究環境の視点

から意見交換を実施した。職務、性別、職位などの異なる様々な構成員に協力をいただいた。意見交換では、女性

研究者が直面する課題の共有や、男女関わらず多様な人材がキャ リア形成で対峙する課題にどのように取り組んで

いくか等について話し合った。

〈開催履歴〉

※各 1時間半程度にて実施
u
 一一第1回 「教授、准教授を中心とした女性教員の回」

開催日時： 2019年 11月19日

参加者：本学女性教員

第 2回 「助教、講師を中心とした女性教員の回」

開催日時： 2019年 12月13日

参 加 者：本学女性教員
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上位職を目指す女性研究者のためのメンタリング・シャドウイング研修支援事業SP

本事業は、キャリアアップを目指す女性研究者が、研究活動や

業務のマネジメントについて学ぶために上位職の教員（以下 「メ

ンター」という）とのメンタリング‘※’やジョブシャドウイング※2

を行う自主的な研修を支援するものである。

..t位瓢を題糟T女性Iii究奮のための

メンタリング・シャドウイング研修
支援事業SP

この研修を通じて上位職や組織運営を行う管理職の実態を知

り、新たな視野・知見・意欲を獲得し、女性上位職研究者及び女

性管理職の拡大につなげることを目的としている。 2019年度は

2件を採択し (1件は辞退）、 1件の支援を行った。

祠囲打叡＠忍

』◎⑱翁絋◎◎綱関＠詫狐麟＠

朕殿霞鴫ば攣響鑓臨

タイ19ーシテ，．鳳繹只に出しよ〇鬱●しや＇くリニュ ーアルし蒙した1
ぉ貫鰐に
r f......と叫4 ヽ

※ 1 メンタリング 此
教育研究活動やキャリア形成についてメンターから直接指逗を受けること --、-4：：：こごー…一...4」↓ua·と•--い,..．山L・-

※ 2 シャドウイング ・ルー"'*nJ・..,...四臼呵9mmm.......mmm’’999999999........,．"*“̀↓
綺口四m論口l9叫恥し”“直し．一螂9..～知ら・“”..、...... 

”疇“°““"＂噌＊.... 
メンターの日々の仕事に同行し、様々なレベルでのコミュニケーションや

意思決定を間近に見ることで、上位職研究者としての仕事のスキルや行動

規範を学ぶもの 回翠 R

譴
●支援対象者 大学院水産科学研究院准教授

●メンター 大学院農学研究院教授
疇

●実施期間 2020年2月20日～2月21日

t饉量＊響A....TII●a'貪●冑..  
9叩 00:...K叩にぬ以↓J叫
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●上位職を目指す女性研究者のためのメンタリング・シャ ドウイング研修支援事業SP募集要項

鑽要

ダイパーシテ ィ 研究屎境推進4 ニシアテイプ （牽~I型）

勾19年度上位職を目指す女性研究者のための

メンタリング・シャドウイング研修支擾事婁SP暮集賽項

本 集は｀キャリアアップを目指す女'!I:研究者が．研究活動や業務のマネジメントについて字ぶ

ために上位諏＂欧員 （以F『メソクー」という）と，，メソクリソグやジaプシャドウイングを行う

U主的な研修を支援するしのです。
この研修を過じて上位躙や観繊逗gを行う誓痙職，，尖響を知り．新たな視野 ・知Jl..意欲を簑褐

し、女性上位載研究者及び女性管理職の拡大9こつなげることを目的としています．

メンクリングとは

メンクリングと99教胄研究活動やキャリア形成についてメンクーから111接Ill囀を受けることで

す．

シャドウイングとは

ンャドウイングとはメンク-，，R々 ofl:事に同行し．繊々なレペルで，，コミュニケー・;,．ンや憲

旦決定を関近に見ることで、 上位職研究名と して，，仕事，，スキルや行動辰範を学ぷも，，です．

期待される研修の効果

こ，，研修により｀以下のような知見，，獲得ゃ効呆が期待されま-r.

・字生への后導、他の臓成員やスクアフとのコミュニケーシ冨ン能力

・大学基営や？喫的撚務9こ間する知識

・共同研究，，立ち上げ、 襟逸｀発展，，尖際

・研究プ＂ジュ クトの運営方法

・唸閂管連や優先疇位の付け方宅、上位瓢芍，，セルフマネジメント

・計画作成・研修実箱・成果裂台のプロセスによるHe吝発力の向上

・ ＊ャリア形成に関ナるアドバイス

・講義の構成

烹た、メンターを通じたオットワーク拡大も期符されます．

シャドウイソグ実賎楓会の例

ー メンクーが参加する会凛．ミーテ4ング

- '"'マネジ,,卜全般

・ メンクーと字生との研究，，4スカッション、諭文紹介指導

ー共同研究打ち合わせ

・糟士涵文発表練習会

-投菜・ゼミなどの運営

• 研究室に滞在し、 紐，，な場iiでの七ルフマネジメ ントや, ,ュニケーションを組察

←峙問管醗．優先鴫位の1中99カ のスキル
-靡房対応． 研究室ス, ., フと，，コミュニケーシ• 9方汰

• I対1で，，ロ接指導（メソク リングセ9シ遷ン）

研修計画における条件ならびに対象者

研修は

l. 研修1tt!1の作成

2． 計面に沿い．ノンクーによるシャドウイ 9グ研修あるいはノ ンクリング研修を冥箱

3. Sf修効果について棺g曹作成

という 3段殿で構成され、これらをlll しで実鳥す•ことで高い研修効果が期待で言ます．

ん着酎るメ99→判磁積靭軸

対象：本学に所属する女性のポス ト・ク等の研究員．肋歓、綱輝．漸教授 （特仕教員でこれらの謙

層の名も含む）

内宕：l睛間以上のシャドウイングもし(Iil巧間以上の111接指導を、合計2巧1111以上，行いま

す．研修終了後"'・女住研究者支量室宛に研修綬告書 （槙式あり）を提出します．

B.肴菫するメンクーがテ外0研究看，，嶋合

対象 ：本字に所嵐する女性，，助教・鸞師・准教授（特任教aでこれらの職層，，者も含む）
内宅 滞在期r.，中に．シャドウイノグと直接惰導 （;,:,クリング）を合計8訪問以上尖籍しま
す．

劇限：研修先は日内に11lります．

ll(返撞指導：研修者と）ソクーが研修内吝1こ沿ったテーマで議論を行うこと



支援内容

A. 年内メンクーの場合

；ンクーリスト，，祀供．及びリスト外，，メンクー餃襦せへの饒日汲明

8. 学外メンクーの楊合

・ メンクーへ，，別金 (1冴隈5万円）

・ 研修名〇悶地までの旅＂ （上厭l5万円まで）

メンクー

研究竹は．希望する研修内w,こふさわしいノソクーにあらかじめ内諾を得た上で． 本事棠への中
謂をして ください． •8安9こ応じて、 女性研究者支授室からノンクー餃薗者1こ＂して研修＂甦甘 ． 葱

筏などを説1/1し．希立するメ 9クー，，下で研でさるよう支ばすることも可陛です．史た、 ノン9

-0忙別19問いません．

研修可能期問

2019年 10/115U～以〇iり年2月29U 

申請方法

中謬鬱に必要•JJlを記人し、 昂笠1'る研修開姶日の6選l司前 ｛最終期阪： 2U19年 12 月 1On) まで

にノールで女性研究名支丘（か•hu魯'1"'’"ta.hokudai．紅iplまで送tl してくだとい．な生研i<I'

開始Bが 10))中でムる岨合は希望する8f鱚閂始日"3逍聞09までにぶ付いただlJれば受,,,'します．

事採択金額が予算額".J.以に達した場合には、そ，，吋点で寡集を終了します．

事前相談

9 l1 17日～9!I 20 日 "IO•l~16 巧9』 「メンクリング ・ シャ ドウ 4 ッグ研繕柑点ウ 4-9」とな

って39り．訂且玄屯rIllやメンクー探し． ＇19顎内も苧について．臀蛸予約不斐でご柑祓いただ1/t

す． 期間小99おク軽に女廿玉研究名古樗水にぼ喪ツ3感しください．

主た．上記期同以外でもし→レ．電話また1i庫前予約，，上で，，<!iii相議はいつでも受19付19てい

皇す．

審

女れ研究占支援玄にて鼠出いただいた'~碕鼻1こより環考をし2ナ． 凛巧の過Rで凸加の＊姐批出

ゃ曲接を求めることがあり●す．

ー 量塁9罪的EW訓油非I円i,；が屈閲

主な書査の鐵点

上位臓ヘ，，騨昧｀紘徹

fil!修目的，，明確さ

成果報告

暉と9え研修終T後1かH以内に．研修の成央を序定＂書式・で葎行していただきます．また囀字
内の女性碩究石に広く成果を波及するために・女仕茫究行交流会を完ねた痘芦会にて研轟，，内吝と

擬告していただ＜予定です．

その他

字外．9>メソクーによる曰倍＂研憧 111こIJ.術情史!ISiこ閃して格密録持1こ係る督約書へ記名押印いただ

きます．

えた． 本事稟は．科ア技術人~I胄戌冑檀助金 「ダイバーシティ研究双境火裂イニシアテ4 プ但引
型〉」 の一口として史鑢しているため．必輩に応じて内稟，，拓出守を依慣することがゐります．
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室蘭工業大学の取組

教職員のためのトップセミナー2019

教職員のダイバーシティに対する意識向上をめざしたトップセミナーを毎年開催している。 2019年度の開催状

況は以下の通りである。

●日時

●対象者

●場所

●参加者数

●講師

2019年 11月20日 14: 00 ~ 1 5 : 30 
室閑工業大学教職員

室閲工業大学本部棟 3階大会議室 (Web同時配信実施）

31名

大隅 典子 氏（東北大学副学長）

●実施主体名 室函工業大学男女共同参画推進室

活動内容 ・報告

束北大学副学長（広報・ 共同参画担当）である医学系研究科教授の大隅 典子先生をお招きし、 「男女共同参画

を実のあるものにするために一いちばん安上がりなボリシーとは？ー」 と題してご講演いただいた。

日本の女性の労働状況について、女性の家事負担割合等のワークライフバランスの観点から諸外固との比較デー

タを用いた考察の後、これまでの東北大学における男女共同参画

の取り組みについてご紹介いただき、後半ではダイバーシティの

実現に向けた意識改革の重要性、 特に性差がもたらす無意識のバ

イアス （偏見）への認識について、 具体例を用いて解説いただい

た。参加者からは積極的な意見が示され、関心の高さが伺えた。

尚、当日は初めての試みとして北海道大学女性研究者支援室への

web配信を実施し、 連携機関との情報共有を圏った。

一＇工讐土零 IL日 ●鸞 曙• IIァ•

喧•ア●心鱒9 11●● .. "攣ヽ ●●●●●●〇＂＇ニュー 09
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ー量塁9罪的EW訓油非I円i,；が屈閲

北見工業大学の取組

役員と女性教員の懇談会

女性教員の大学運営やマネジメントの視点の獲得を目指し、本学では初めての学長・理事と女性教員の懇談会を

実施した。

●日時

●対象者

●場所

●参加者数

活動内容・報告

2019年 8月2日 13: 00 ~ 14 : 00 
北見工業所屈女性教員

北見工業大学～第3会議室

8名

8月2日に本学では初めての学長・理事と女性教員による懇談会を実施し、ダイバーシティ推進や今後の女子学

生の進学率増加に繋がる取組等について意見交換を行った。初めに総務担当理事から本学のダイバーシティ推進に

関する取組について、ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）の参画機関としての主な活動計画の

説明がなされた。その後、自由な意見交換を行った。その中では、 地域の女子高校生に向けての理系選択のアピー

ルや、女子学生の大学院進学率の上昇を目指した取り組みを進める必要があるとの意見等があった。また女性教員

として本学の研究環境に不満はないが、全固殴低の女性教員比率を改善すべきであるとの発言もあった。

役員との懇談会は次年度以降も継読して実施を検討しており、様々なテーマでの意見交換を予定している。
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株式会社アミノアップの取組

女性研究員と会社トップ（社長）との個別面談

当社では半年に 1度、社長と女性研究員による個別面談が実施されている。面談ではキャリア形成やその実現

について話 し合い自律的な成長を促す機会となっている。また、女性研究羮の活躍をサポートするための相談窓口

として役割も果たしている。

●名 称 2019年度 上期 社長面談

●8 時 2019年 11月25巳、 11月27日

●対象者 株式会社アミノアップ 研究部在籍の女性研究員

●場 所 株式会社アミノアップ～ 1階応接室

●参加者数 5名

活動内容・報告

2019年度 1回目となる個人面談は 2日間の日程で実施された。1名当たりの面談時間は20分で行われた。面

談では 2019年4月に産後 ・育児休業から復帰 した女性研究員より復帰後の職場環境や育児支援体制について意

見交換を行った。時差出勤制度の利用により仕事と育児の両立が可能となっていることが伺えた。また研究力向上

の機会についても話し合われ、 学会発表や論文投稿を行う機会があり研究力向上を実感 していることが明らかと

なった。



ー量塁9罪的EW訓油非I円i,；が屈閲

H東電工株式会社の取組

Nitto Global Business Academy (NGBA) 

●日 時 2019年度

●活動内容 ・報告

将来の経営幹部育成を目的と した「NittoGlobal Business Academy (NGBA)」は、新規事業創出や経営課題

解決の側面から Nittoグループを牽引し、 NittoPersonのアイデンティティ を形作る人財華出の場として、より

実践に資するプログラムを実施している。前身の日束 Universityも含めると、役員の 70％以上が本プログラムを

経験しており、経営幹部の育成に費献している。今後も国内外問わず優秀な人財を募り、グローバル経営人財を育

成していく。

41 
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11-1-5 女性研究者の裾野拡大に向けた取組 • その他

北悔道大学の取組

大学進学相談会参加

女子生徒の理系進学選択を促進するために、 高等学校等で主催する進学相談会へ参加した。

〈参加履歴〉

2019年 7月 12日 北海道苫小牧東高等学校 1 ・ 2 ・ 3年生

学校法人京都育成館北海道栄高等学校 1 ・ 2 ・ 3年生

北海道苫小牧南高等学校 1 ・ 2 ・ 3年生、 北海道白老束高等学校 1 ・ 2 ・ 3年生

2019年 10月 1巳 学校法人希望学園札幌第一高等学校 1年生、2年生

2019年 10月 15巳 私立怠J成高等学校 1 ・ 2年生SAGコース、 北海道札視国際情報高等学校 1年生

2019年 10月 16日 札幌大谷高等学校 1年生、2年生、中学3年生 （英数選抜コース）

2019年 10月 17日 藤女子中学校・ 高等学校 3年生、4年生
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室蘭工業大学の取組

キャリア形成のためのランチタイムセミナー

女性研究者の裾野拡大をめざし、学生を主な対象にランチタイムセミナーを毎年開催している。 2019年度の開

催状況は以下の通りである。

●名称

●巳時

●対象者

●場所

●参加者数

●講師

キャリア形成のためのランチタイムセミナー 第 12回

2019年 7月23日 12: 1 0 ~ 12 : 45 
室蘭工業大学学生・大学院生

室蘭工業大学教育・研究 1号館 A317室

33名

産業技術大学院大学産業技術研究科 助教

黄緒平（コウ ショヘイ）氏

●実施主体名 室蘭工業大学男女共同参画推進室

活動内容・報告

中固出身で日本への留学経験があり、現在日本で研究者として

活躍している黄 緒平氏に、研究紹介のほか、育児と研究職を両

立するために心掛けていること等、小さなお子さんを持つ母親の

視点からご自身の経験に至づいてお話をいただいた。留学生を含

む情報工学系研究室所属の大学院生が多く参加し、先輩の活躍に

感銘を受けた様子がうかがえた。

ク’
キャリア影摩のためのランテタイムセミナー篇12● = 
疇玄飽蜀寃晉という題捩

～怠と取楡～
●●：賃纏平（コウ ショヘイ）氏

·籠大零鑽大零•皐桟·蝸覺麟勤●匹・―.，9トウ重ア檀.....o●●の更員・隼●●
っ●＂に量•JO闘皐心更•”ソ9じ9皐ア●●暮. 口,"“
•u".... 、文拿零,., .●● _...予·具人•,....工●
-..Tt99 トウ墨ア慣●零•土）． 鱒り●●●●●具人9編ス攣●

."．．賣囀●●畿．．．．鎗●T....亀零°”"攀9●より．．II

.人..”.... ..， ●9員より職嶋人．．．．．書••賣員蚤●

℃ 鵞嶋● ＂員よりー・・電亭重・し饉貴重び紬9童鱒隕●●

1ft:̀ 、t疇“̀
2019年

7/23［火］ 1芯
冑・ 心 1711

m:*(fJ零•零生・大零麟生

ぉ賽●は付e宣せんが、1l皇f111)お糟ら込みは1J鰭です．
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●名称

●日時

●対象者

キャリア形成のためのランチタイムセミナー 第 13回

2020年2月7日 12: 1 0 ~ 12 : 45 
室蘭工業大学学生・大学院生

●場 所 室蘭工業大学教育・ 研究 1号館 A317室

●参加者数 15名

●講 師 北開工営株式会社管理本部グループリーダー古舘佑子氏

●実施主体名 室蘭工業大学男女共同参画推進室

活動内容・報告

本学卒業生であり、現在北開工営株式会社管理本部グループリーダーの古舘佑子氏に、これまでの技術者として

の経歴や出産 ・育休取得後、管理本部に配属されてからの働き方、子育てと仕事の両立や今後の目標についてお話

いただいた。後半では会社に必要とされる存在になることで得ら

れるメリットやそのために資格取得や経験を積むことの大切さな

どについても語っていただいた。

参加者からは「企業説明などでは聞けない休みの取りやすさ、

育休の使いやすさが聞けたのでとてもタメになりました。」「新婚

で一時期専業主婦の経験もありましたが、家庭と仕事の両立もで

きるのだと実感が湧きました。」等の感想が寄せられた。

し

6
U-
キャリア爾賦のためのランチタイムセミナー菫13国

『会釜に感襄と合れ忍こと』
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北見工業大学の取組

オープンキャンパス女子学生ブース

女性研究者裾野拡大の第一歩となる女子高校生の理系進学の促進を目的に、本学で初めての企画として、工業大

学への進学に対する不安解消及び学生生活について理解を得るための、 本学在籍の学部女子学生と高校生との懇談

の場を設けた。

●8 時

●対象者

●場所

●参加者数

活動内容・報告

2019年 7月27日 13 : 30 ~ 1 5 : 30 
北見工業大学オープンキャンパス参加者

北見工業大学～アトリウム

10名（高校生 7名、保證者3名）

高校生や同席した保護者からの臼問に、 二人の

在学生が回答する形式で実施した。高校生の凹問

内容から、女子学生数が少ないことに関する漠然

とした不安があることが伝わってきた。例えば、

女子が少ないので、大学生活で友達ができないの

ではないか？ 女子であるために大学生活で困る

ことがないか？ 就職で不利にならないか？ 等

であった。対応に当たった本学在学生の的確な回

答により、本学での女子の学生生活の実態が理解

でき安心した様子であった。本イベントは、 高校

生の工業大学への進学に対する不安解消に十分役

立つことがわかり、今後も継続する方針である。

大学院進学に向けた女子学生懇談会

0”’ 

女性研究者裾野拡大には、大学院への進学者を増加させることが必要不可欠である。分野によっては身近に女子

大学院生がいない環境の学部生もいるため、進学に対する不安解消及び大学院生活について周知するため、学部女

子学生と大学院女子学生との懇談会を実施した。

●日時

●対象者

●場所

●参加者数

2019年 11月8日 16: 30 ~ 1 8 : 00 
北見工業大学所屈学生

北見工業大学～A203講義室

学生8名及び教職員5名

●実施主体名 北見工業大学ダイバーシティ推進室

45 
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活動内容・報告

本懇談会は、女子学生の大学院進学者数を増加させる目的で、初めて企画されたものである。まず、 関士前期課

程 2年に在籍している学生が、自身の研究生活や就職活動での経験等を話した。就職活動に要した費用や、インター

ンシップや会社説明会への参加など、学生によって色々と異なる

点もあったが、それぞれの経験に基づいて具体的に紹介があっ

た。研究室選択についても璽視 した点や事前の見学の重要性の指

摘があり、学部学生に参考になったと思われる。大学院での生活

の中で、忙しい実験 ・講義に加えてアルバイトも両立させるため

に時間管理を工夫する必要があったという話に学部学生も感心し

た様子であった。

三
突等酷麟に向膀危
麟等酋勘諮含

11/Bo 
1s:so-1e:oo 

本学における女性研究者膏成及び大学院這学者増加の取
組の一環として、大学院進学に向けた女子学生懇駁会を開催
します．
懇駁会では、 本学の大字院右7子常生が大学院での勉強や
大学院へ進学してよかったことなど様々tJ冑閥rお蒼えしま
工．現在、大学院進学を書えている学部3年次学生だけでは
なく、学部l、2年次学生も是非こ参加ください．

1111auダイバーシティ織量●鵬鼻員JI旧みどりぼ渭＂淳 畢徽鑽） 又は
一人11111轟I“:0157(26)911&€9直1:”“m06.“心ぷにmi4t,.c,PI
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H東電工株式会社の取組

インターンシップ

●日 時 2019年度

●活動内容・報告

グローバル人財の採用を目指す中で、学生が様々な体験を涌じて成長できる場を提供することを目的としたイン

ターンシップ 「NittoInternship Academy」を開設した。 Nittoグループの強みであるイノベーションや戦略を理

解したうえで、 Nitto従業貴とチームを組み新規事業を提案したり職場を体験するといった 4種類のプログラムを

用意している。2019年度はすべての学生・ 学年を対象にした結果、 1,400名が参加。「ExperienceInternship」

では、ロンドンで開催された 「NittoATPファイナルズ」に学生が同行し、 Nittoグループの魅力を発信するなど

世界に向けた企業のブランディングを体験した。この機会を通して、グローバル人財の採用にもつながっており、

学生からの理解度や社外からの膠知度も高まっている。

Nitto Internship Academy体系図

1年生 2年生 3年生 “配E
ぃ1年生） （M2年生）

_
＿

-
_

_

 

むレb
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業

i

事規新
Innovation 
Internship 

1day 
Internship 

自分のキャリアをデザイン

配腐型
Internship 

・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・ 

Experience 

lnternship 1 

職を体験

グローバルプラ‘ノディングを学ぶ

47 



ー量暑ヤ沖上卦紐柑：一

48 

． 
実 施月 日

4月 1巳

11-2-1 2020年度実施内容一覧

実 施内 容

【室閤工業大学】令和2年度ライフイベント期にある研究者への支援開始

4月 上旬 ；2020年度KNIT共同研究助成募集開始 (5月中旬締切）
.............................................................................................................................................................................................................. 

5月 7日
；【北海道大学】［上位識を目指す女性研究者のためのメンタリング・シャドウイング研修支援串菜

i SP」、「女性研究者による研究会等開催支援」公募開始
···· ·········· ············ ··· ·······• · ·· ········ ··· ···· ······ ··············· ······· ··· ······· ···· · ······ ··· ···· ·· ········ ··· · · ······ ··· ···· ··· ······· ···· · · · ··· ···· ······· · ······ ··· ···· ·· ······ ··· · · 

5月21巳～26日 ；令和2年度 第 1回北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク会議（メール会議）開催
・ • ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • • ・ ・ ・ • • ・ • ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ • ・ • ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ • • ・ • ・ • ・ ・ • ・ • ・ • • ・ • ・ ・ • ・ • ・ • ・ ・ • • ・ ・ ・ • ・ • ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ • ・ • ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ • ・ ・ • ・ • • ・ ・ • ・ • ・ • ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ • • ・ • ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • 

5月22El 
i令和2年度 北海道ダイバーシティ研究礫境推進ネッ トワーク会議 「第 1回業務担当者会議」開催
i （メール会議）

5月25日、27巳、28日 ！【株式会社アミノアップ】女性研究口と会社トップ（社長） との個別面談
·--------·-··------------------------------··-•--· ·----------· --- ··--·- ---------------·---------··--·----·-----------·----·---------------··--·----------·---·-·---------·--··---- ·-----------·----·-----------

5月中旬～下旬 i 2020年度KNIT共同研究助成審査
... ・・・・・・・・・ 

6月 5巳
！令和2年度 北海道ダイバーシティ研究環境推進ネッ トワーク会議 「第2回業務担当者会議」開催

！ （メール会議）

··-------·-··---·· ·--···---------·-----··-- ··-•--· ·-·--------· --- ···-·- ------· ·---·-·-- --·------·····----·----------··----· ·-·------ ------ ···-··------···--·-·--·-·---- --··-··----·---------- ··----· ·-·--- ·—- -・·

6月 12日～ 19日 ：令和2年度 第 2回北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク会議（メール会議）開催
·----------··----· ·--··· ------ --- ------·---···•--· ·-·-----·--· --- ···-···-----·-··-·-·-··--------··-··----·---·------··----· ·-·-----·- -----···-···-----····-·-·--·-· ----- -··-··----·---·------··----·--·--------

6月23巳

........... 

7月 2日

i【株式会社アミノアップ・北見工業大学】令和2年度 北見工業大学 「次世代研究者のための講演会」
！打合せ (Webビデオ会議）

: KNIT a Network！第 1回ロールモデル座談会開催
· ················ · · ························ · ··•··· ············· ·· · ····· ······· · ·························· · ··· ·············· ········· ···· ·· · ···························· ··········· · ················· ······ ··· ··· 

7月 9日
：令和2年度 北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク会議「第3回業務担当者会議」開催（オ

iンライン会議）
···················••··•·············· 

7月 16巳 ! KNIT a Network！第 2回ロールモデル座談会開催

7月20日

................. ●..．.．．..．．．．．.... 

i【株式会社アミノアップ・北見工業大学】令和2年度 北見工業大学 「次世代研究者のための講演会」
i打合せ (Webビデオ会議）

................................................................................................................................................................................................................ 

7月27巳 i （北見工業大学】ダイバーシティ推進パンフレットを作成し、他機関等への周知を実施
........... ・・・・・・・・....... ・・・・・・・・・・・・・. ·······••·•................ ··••· ．．．．．． ........................................ ．．．．．． ............. 

7月30巳 ! KNIT a Network！第 3回ロールモデル座談会開催

8月～9月 i （帯広畜産大学】後期分の研究支援呂制度の公募開始 8名の教目への支援を決定
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

i【株式会社アミノアップ・北見工業大学】令和2年度 北見工業大学 「次世代研究者のための講演会」
i女性研究口が講演（オンライン謡演会）

8月 3日

.............................................................................................................................................................................................................. 

8月 6巳 ! KNIT a Network！第4回ロールモデル座談会開催

8月21日
i令和2年度 北海道ダイバーシティ研究瑕境推進ネッ トワーク会議「第4回業務担当者会議」開催（オ
iンライン会議）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

8月25巳
：【北海道大学】令和2年度後期 「研究活動とライフイベントの両立のための補助人材支援」の公募開

i始 23名の教口への支援を決定

8月27日 i KNIT a Netwo「K！第5回ロールモデル座談会開催
-- -- - - -- - -- -- - -- - - -- - - -- - -- - - - -- - - -- - - -- - -- --- 9 - - -- - - -- - -- - - -- - -- -- -- - - -- -- - - - -- - - • - -- - - -- - --- - -- - -- - -- - - -- - -- - - -- -- -- - -- - - -- - -- - -- - - -- - -- -- -- - -- - -- - - - -- - - • - -- - - -- - --- - -- - - • - -- - - -- - -- - - -- -- -- - -- - -- - - -- - -- - --

8月28日 i北海道ダイバーシティ研究環境推進ネッ トワーク 第 1回アドバイザリーボード開催
．．．．．．．．．．． ............ ・・・・・-・ ........ ．．．．． ...... ．．．．．．．．．． ．．．．． ．．．．．．．． .......... .... ................................. 

8月28日 i【北見工業大学】ダイバーシティに関する FD講演会開催
....................................,......................... .... ........... ・・・・・・・・・・・・・・・・・ .......... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

！女性研究者研究力向上セミナー 「ストーリー作リから始めるコミュニケーションデザイン」オンライ

：ン開催
9月 4巳
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実施月日 実施内容

9月7日～ 18巳 ！ （北見工業大学】Webオープンキャンパス オンライン相談会において女子高校生相談プースの設四
.............................................. :................................................................................................................................................................. 

9月 8日 ；【北見工業大学】令和2年度 第 1回ダイバーシティ推進室会譲開催
.............................................................................................................................................................................................................. 
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 9月15日

；女性研究者対象セミナー「Plを目指す女性研究者のための 『LeadershipDevelopment Training 

! Program （全5回）』第 1回」開催

9月22日
：【北海道大学】「女性研究者による研究会等開催支援プログラム」による 「シンポジウム ：フィールド

l国吾学とフィールド言語学者のダイバーシティ」
i令和2年度 北海道ダイバーシティ研究礫境推進ネットワーク会議「第5回業務担当者会議」開催（オ
；ンライン会議）

9月24日

9月24日 ！【北見工業大学】令和2年度大学等における男女共同参画推進セミナー参加
.............................................................................................................................................................................................................. 

9月24日 ：KNIT a Network！第7回ロールモデル座談会開催
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------・--・----

9月29日 ：【北見工業大学】ダイバーシティ出業推進に係る役口と女性教口等の懇談会開催
·----------- ----···--··----··-·-·-------------•--·-·--- ·--·-------·---···----------·---···-·---·--------·--·· -··----·-------·--- ·--·---------·ー・・•--------------・・・------------------・・・-----・-----・-・--・-・-・-・・ 

！女性研究者対象セミナー 「Plを目指す女性研究者のための「LeadershipDevelopment Training 

! Program（全5固）』第2匝」開催10月13日

；【室閤工業大学 ・北見工業大学】共固実施機関（室閤工業大学）が共同実施機関（北見工業大学）を

10月16日、17日 ；訪問

；工科系単科大学における男女共固参画の方策等について意見交換を実施
鴫●0.．．．．．.．．．．．．．．．．.．．．．．.．．．．．．・ • ・ ・ •......... ..................• -0 0 .．．．．．．．．．．．．．．．・ • ・ -..．．．．..．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ •ー・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ．．．．．．0- • • • • • ● 0.．．....．．．．．．．．．．．．．．．．．．．^．．．．．． 

；【北海道大学】「ダイバーシティ研究環境推進に向けた部局等による取組支援プログラム」による 「ダ

10月21日、11月 13日 ：イバーシティシンポジウム ：仕出観が変わるかも？～産 ・学 ・フリー～」（主催 ：工学研究院材料科

i学部門）開催
・ • --• 噸 •----•' -----o.．・ • • --・ • ----• ・ • • -・ • -----• -・.．．．．．．．．．--• --・ • ------,．．．．--・ • ------・ • ・ • ------・ • -• ・ • --．．．．．．．”-----• ▼ー・ーー・・・ー・・・・•----.．．．．・ • -．．．．---・ • ------・ •・・・ー・.....—...ー・・・・•.．．”-----• ●ー・・・・・・・• --• ---,． 

：【室閤工業大学】英語セミナー「アクセプトヘの第一歩！英語論文執mのAto Z：英文校正のプロが
＇貝体的な注意点を解説」開催

......... ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．響●●.... 

10月22日

10月22日 j KNIT a Network!第8回ロールモデル座談会Jr．開催
.............. 

10月24日
；【北海道大学】「女性研究者による研究会等開催支援プログラム」による 「法獣医学研究会シンポジウム：

；動物虐待をめぐる現状と課蹂」開催
···---·-··-············ ·-·ー・・・・・・・・・・・・ー・・—•--·ー・・ー•--．．．．．．．--• --• -•ー・・・・・・・・・―---•・・・・・•-• ---.....ー・・・・・ ーー・ ー· ·--·-· ········-·· ·········ー・・・・一．．．．．．．．．．ー・・・・・・・・・—•---.....ー・・・・・ーー・ー.........................

10月28日
：令和2年度 北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク会議「第6回業務担当者会議」開催（オ

：ンライン会議）
．．． ．．．． ．．． ．． ，．．．．．．．．．．今今 •.. • .......... ........ . ..... ................. ....... .. ....... ........ .. ...．．．.．.．....．．.．．..．．．． 

11月 2日

-------------------

11月 4日

！【室閑工業大学】「教職口のための トップセミナー2020」開催

：ィンターネットを利用して北海道大学など 4大学へ同時中継を実施
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

；【北見工業大学】令和2年度第2固ダイバーシティ推進室会議開催

｝【北海道大学】上位職を目指す女性研究者のためのメンタリング・シャドウイング研修支援出業SP

: 1名実施
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

11月4日～6日

11月 5日 ：【北見工業大学】大学院進学に向けた女子学生懇談会開催

11月 5日 ! KNIT a Network！第9回□ールモデル座談会開催

11月 9日
；多様性を強みとして生かすための知識＆スキル習得セミナー① 「アンコンシャス・バイアス（無意識

：の思い込み）との付き合い方を学ぼう」開催
·-----·----------··--··----··-·-------·-------•-·--·--· ·--·-·---------····--------·----···-·---·--------·--·· --·----·----·-·--···--·-·--·-•--·•···•------•-·-•-- •··-•---·---·--•-·------·----· ---• ·--·-··-·-·-·· 

11月 9日 ；【室閑工業大学】ダイバーシティ通信第 12号発行

49 
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実施月日 実施内容

11月17日
：女性研究者対象セミナー「Plを目指す女性研究者のための 『LeadershipDevelopment Training 

: Program（全5回）』第3匝」開催
・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・............ ・・・・・・・・・・・・・・・・-・・ ・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 

11月19日

11月25日

11月25日、30日、

12月 1日

! KNIT a Networkl第 10回□ールモデル座談会開催

！令和2年度 北海道ダイバーシティ研究礫境推進ネットワーク会議「第7回業務担当者会議」開催（オ

：ンライン会議）

[【株式会社アミノアップ】女性研究口と会社トップ（社長）との⑮別面談

11月30日～12月4日 ：
：オンライン研究交流イベント 「異分野meetupweek 2020」開催

；期閻中に共FoJ研究促進のためのセミナーや研究者によるオンラインイベントを9回実施
............................................................................................................................................................................................................... 

12月 1巳 i令和2年度 第3回北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク会議（オンライン会議）開催

12月 1日 ；オンラインシンポジウム 「多様1生から編み出すイノベーション」開催
• ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ • ・ • • ・ • ・ • • ・ • ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ • • ・ ・ ・ • ・ • • ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • • ・ • ・ • ・ • ・ • ・ ・ • • ・ • ・ • • ・ • ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ • ・ • ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ • • ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ • • ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ • • ・ • ・ • • ・ • ・ ・ ・ • 

12月 2日
---・--・---・--・----・ 

12月 2日

;【帯広畜産大学】令和2年度 第 1回男女共同参画推進セミナー開催
·•··· ····················· ······ ·········· · ········・•·················· ······· ··························· · ············ ·········· ···········

;【室閤工業大学】女子学生や若手研究者を対象とした「キャリア形成のためのランチタイムセミナー

i拡大版」開催（オンライン開催）

12月 3巳 i KNIT協力機関会議（オンライン会議）開催
............................................................................................................................................................................................................... 

12月 3巳 : KNIT a Network！第 11回ロールモデル座談会開催
------------- ---------------------------------•------------------------ --------- ----------------- ---------------------- ---------------------------------- ----------------- ---------------------- ----------------

12月 10日、11日

12月14日

；【北海道大学】［女性研究者による研究会等開催支援プログラム」による「EnergyStrategies for 

: sustainable societies, materials discovery and design」開催

；令和2年度 北海道ダイバーシティ研究瞑境推進ネッ トワーク会議「第8回業務担当者会議」開催（オ

；ンライン会議）
------ ------------ ----------------------------•--- --------------------------- ------------- ----------------------------------------------------------------------------------------------------- ----- -----------

12月21巳
：多様性を強みとして生かすための知識＆スキル習得セミナー② 「ダイバーシティ時代のチームマネジ

：メント～多様性のあるチームを率いるために～」開催
.............................................,..,..........................,........................................................................................................................... 

12月23日 : 2021年度KNIT共同研究助成募集開始 (2月 1日締切）
---------- ----------------------- --------- ----•------------------------ ------ ------- ------ ------------------------------------------------------------------- ------ ---------------------------------------------

1月13巳
；令和2年度 北海道ダイバーシティ研究環境推進ネッ トワーク会議「第9回業務担当者会議」開催（オ

iンライン会譲）

1月 16日、17巳 ；【北海道大学】大学入学共通テスト時の一時保育支援実施 3名の教職口が利用

1月19日
；女性研究者対象セミナー「Plを目指す女性研究者のための 『LeadershipDevelopment Training 

: Program（全5回）』第4回」開催
................................................................................................・・・・・..........................................................................................................

1月28日、29日

2月 9巳

i【北海道大学】「女性研究者による研究会等開催支援プログラム」による 「土壌微生物x物質循環：ワー
；クショップ」開催
・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・-・-・-・・-・・・・・・・・・・・・・・-・-・・・・・・・・・・・・・・・・-・--・・・・・・・・・・-・・-・・・-・・・・・・・・・・・・・・-・・-・・・・・・・・・・・・・・-・-・・・・・・・・・・・・・・・・-・--・・・・・・・・・・--・・・・ 

：女1生研究者対象セミナー「Plを目指す女性研究者のための 「LeadershipDevelopment Training 

i Program（全5回）」第5回」開催
··•·· · ····-··· ···· · ·· · ····· ··-··· · ·· ·········· · · ·-· ·········· · ·······-········ · ····-·····-· · ·· · ·······-················ · · ·-· ·········· · ·······-········ • ····-· · ···-· 

；【帯広畜産大学】研究支援口制度の公募開始 8名の教口に対して研究支援円を配芭

i【日束弔工株式会社】育児を目的とした特別休暇制度（最大5日間）の新設
！在宅勤務の制度化に向けたトライアルの実施
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11-2-2 ダイバーシティ研究環境整備のための取組

連携機関全体の取組

北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク会議の実施

2020年度は、メール会譲を 2@、オンライン会譲を 2回（予定含む）実施し、 KNIT共同研究助成や異分野交

流イベント等、主に連携機関全体で取り組む内容について議論を行った。

【第 1回）

●巳 時 2020年 5月21日～ 26日 （メール会議）

●審議事項

・ KNIT共同研究助成に係わる審査委員会の設置について

・ 2020年度KNIT共同研究助成の審査に係わるスケジュール、審査基準、秘密保持誓約書の内容について

• 北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク連携協定書の締結について

●審講結果

「北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク審査委員会」の設置を承認するとともに、「KNIT共同研究助

成審査塞準」「秘密保持誓約書」「KNIT共同研究助成審査フローとスケジュール」に塞づき KNIT共同研究助成の

審査を実施することとした。

また、連携機関が協力して実施する事業（共同研究助成事業等）を円滑に推進することを目的として、北海道ダ

イバーシティ研究環境推進ネットワーク連携協定を締結することとした。

【第 2回］

●巳 時 2020年6月 12日～ 19日 （メール会議）

●審講事項 「2020年度 KNIT共同研究助成」の審査結果について

●審講結果

「北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク審査委員会」から提案された、 2020年度 KNIT共同研究助成

採択テーマ（案）に対して、提案どおり承膠することとした。

【第 3回）

●日 時 2020年 12月 1日 11 : 00 ~ 1 2 : 00（オンライン会議）
●審議事項 2021年度 KNIT共同研究助成について：①公募について ②審査について

●報告事項 異分野 meetupweek 2020開催について

活動報告

各会議を通して、共同研究助成等の事業について、運携機関間と確認、合意しながら事業を進めていった。また、

女性研究者比率向上及びダイバーシティ推進のための課懸や具体策、施策効果等を共有して研究環境の向上に取り

組んだ。
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北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワークシンポジウムの実施

女性研究者を含む多様な研究者が能力を発揮できる研究環境の

整備、多様なリーダー育成と登用、組織の意識改革等の取組への

理解浸透を図りネットワークを構築する活動の一環として開催し

た。

●名 称

●日時

●対象者

●開催方法

『多様性から編み出すイノベーション』

2020年 12月1日 14: 00 ~ 16 : 30 
全国のダイバーシティ事業に関わる機関、教臓員

オンライン (Zoom)

※北海道大学百年記念会館より配信

●申込・参加費 事前申し込み要、無料

●参加者数 約 90名

●講 師 総合科学技術・イノベーション会場

富士通株式会社理事梶原ゆみ子

東京都公立大学法人 理事

筑波大学名誉教授吉武博通氏

員議

氏
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活動内容・報告

梶原ゆみ子氏より 「何のための D& I？誰のための D& I?」と題して、日本の女性参画の現状や企業の視点

からの D& Iについて、また、諸外固に比べた日本の現状、 CSTIの政策、富士通株式会社での取り組みについて

お話をいただいた。

吉武博通氏からは、『ダイバーシティの視点から大学と社会のこれからを考える」と題して、大学組織での構造

や認識等根本問題から働き方改革について、大学での現状、取組や課題、働き方改革が大学にもたらす効果まで、

多岐に渡るお話をいただいた。

オンライン開催となり、北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク共同実施機関や協力機関だけでなく全

国のダイバーシテイ事業に携わる機関、教職員や民間企業から参加をいただいた。「なぜ大学で（産学で）ダイバー

シティを推進する必要があるのか？」「組織にとって十研究者にとってどういう意味があるのか？」という話題に

ついて、社会的背景とともに、理解を深めることができた。

参加者事後アンケートでは、“多様な人が働きやすい環境づくりが進んでいるかどうか”との質問に対し、“進ん

でいると思う”・進んでいると思わない”の囮答がほぼ同数という結果だった。

—— 
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アドバイザリーボード

北海道ダイバーシティ研究環境ネットワーク (KNIT)では、 事業の目標達成に向けて、日本の女性研究者活躍

推進の取組を牽引してきた有識者等よりアドバイスや取組に対するフィードバックをいただくために「アドバイザ

リーボード」を設置している。2020年度は8月28日に第 1回アドバイザリーボードをオンラインにて開催した。

●名 称 第 1回アドバイザリーボー ド

●日時 2020年 8月28巳 13: 00 ~ 16 : 00 
●場 所 北海道大学事務局会議室A オンライン ：Zoom

●アドバイザー 東北大学副学長、 男女共同参画推進センター長 大隅典子 氏

情報 ・システム研究機構長藤井良一 氏

北海道環境生活部 くらし安全局長 近藤裕司氏

活動内容 ・報告

KNIT連携機関全体および各連携機関による取組紹介に対して、アドバイザーによるコメントや助言、笠疑応答

が活発に行われた。また、各アドバイザーからは、それぞれの専門やご経験を踏まえてのご謡演をいただき、

KNIT連携機関に所属する研究者にも公開された。

全体の臼疑応答では、大学の取組で実際に直面している課題についても議論され、各機関ならびに全体における

ダイバーシティ推進に向けた、大変参考となる見識を共有いただいた。

〈各アドバイス概要〉

•東北大学副学長 大隅典子先生 ：「なぜ女性研究者は少ないのか？」

研究者に特有の問題点の提起や多様な0ールモデルやキャリアパスの重要性、また束北大学の共同参画の取

組とダイバーシティの推進などについてお話いただいた。

・情報 ・システム研究機構長 藤井良一先生： 「女性研究者の参画 ・活動促進への組織的取組について 一評価

の活用による能動的加速ー」

男女共同参画 ・特に女性教員増加の必要性、 男女の研究力に差はあるのか、トップの戦略のコミッ トメント

などについてお話いただいた。

•北海道環境生活部く らし安全局長 近藤裕司氏： 「北海道における女性活躍に向けた取組」

女性を取り巻く状況、 男女がともに活躍できる環悦づくりについてお話いただいた。

盃

ー
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業務担当者会議実施

業務担当者会議は、各連携機関と連携して事業企画 ・実施するための情報共有や検討するためのコミュニケーショ

ンを目的として 2020年度も引き読き開催している。1か月～2か月に 1回程度の頻度で、密な情報交換を連携機

関全体で行うことで北海道の各地域に拠点を構える連携機関のダイバーシティに関する状況や取り組みを互いに知

り、 KNIT全体の研究環境の向上に取り組んでいる。

2020年度は別表の通り、9回の業務担当者会議を実施した（メール開催およびオンライン開催、2021年 1月現在）。

〈開催記録〉

実施日 議 題

5月22日 ：．2020年度巽分野交流イベント企画案について
...............................................................................................,............................................,............................................................... 

6月 5日 9.6月 12日ー17日推進ネットワーク会議（メール会議）審議用資料の確認

: ・ 2020年度異分野交流イベントの開催案について

7月 9日 ：・アドバイザリーボード譲出案について

l. KNITシンポジウム開催の日程調整
.．-----―ー・ー・・•--• ----• ・ • ------------------―ー・·•ー...ー・•----• ---•ー.....・＾＾ ^....・一●ー^・ー・..・...争ー.....ー・・―--・ • --・ • ---• --・ • --―ー・・ー・............ .. .............ーー・一•--• ・ • ----—ー・・ー・・―--・ • --• --• --―ー・・..一ー・・ー・........・

'・ 2020年度異分野交流イベントの開催企画詳細(“巽分野meetupweek2020"開催決定）
i ・ 2021年度KNIT共固研究助成（原案）について

8月21El 

9月24巳
；・巽分野meetupweek2020の開催企画進捗共有

i ・ 2021年度KNIT共固研究助成（巽分野meetupweek2020との接続）について

i ・異分野meetupweek2020進捗状況について
i ・ 2020年KNIT共同研究助成・報告gフオーマットについて
: ・ 2021年度KNIT共同研究助成（募集要項の共有・スケジュール等の確認）について

------• --------------------------------------• ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------• ------• 

i・巽分野meetupweek2020進捗状況について
i ・ 2021年度KNIT共同研究助成 (12月 1日推進ネットワーク会議での審査および確認）について

10月28巳

11月25巳

12月14日
i・異分野meetupweek2020振り返り
: ・ 2021年度KNIT共同研究助成（公募関係g類の確認）について

.............................................•................................................................................................................................................................ 

! ・ 2019-2020年度KNIT活動報告書の作成について

: ・ 2021年度KNIT共固研究助成（今後のスケジュール確認）について
1月13日

KNIT a Network !ロールモデル座談会

2020年夏より、研究に携わっている方々を紹介する KNITa Network !ロールモデル座談会をスター トした。

2020年には 11回開催し、計 15名の方にゲストとしてご協力いただいた。 KNITa Network !では、研究や大学

運営に携わる皆様の多様な人生を参考にして、自分の挑戦の可能性や自分の人生の選択の幅を更に広げることにつ

ながるようなコンテンツとなることを目標に、多様な人生の共有を目的として配信している。

このような目標 ・目的から、ゲス トとして登坦いただく方は研究者だけでなく、博士課程で今経験を積んでいる

学生や、研究を発展 ・深化するために並走している産学連携スタッフやURAとして働いている皆様にも登坦いた

だき、どのような経緯で今に至ったのか、 今の仕事や研究についてお話を伺った。今まで直面 してきたいろいろな

岐路と選択のご経験は多様でありつつも、 悩み考えたことの本笠はゲストも視聴者の方も共感することがあったよ

うに感じている。そして再び前を向く時の解決方法や出した答えは多様であり、 自分が設定した到達地点にたどり
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着くために挑戟したことや折々で出会った方のことなど、 一つの正解があるのではなく自分が進んできた道が結果

として“ 正解”と言えるのかもしれないということを教えていただいた。

●開催頻度 月2回（隔週木曜日）

●対象者 一般公開（主に KNIT連携機関に所属の方）

●開催方法 オンライン配信 (zoom)

●申込・参加費 事前申し込み要、無料

〈開催履歴〉（ゲストの所属および肩書は、配信当時現在のもの）

第 1回 「想定外を楽しもう！」（開催日： 2020年 7月2日）

ゲスト：北海道大学人材育成本部ダイバーシティ研究環境推進

室特任教授、遠友ファーマ株式会社 Founder, CEO 

長堀紀子氏

参加人数：約20名

長堀先生の人生で起きた 3つの“想定外”（①大学の研究者か

ら行政へ、②行政から再び大学へ、③バイオベンチャー起業へ）

について、人との出会い、チャンスを逃がさないため常に先のこ

とを考えていること、ご家族のエピソードを伺った。

第 2 回 「アリス inOrigamiランド ー繁富（栗林）香織先生

の物語北海道から Oxfordまで、学びと研究のベス

トライフを求めてー」（開催日：2020年7月 16日）

ゲスト：北海道大学高等教育推進機構 新渡戸カレッジ

特任准教授 繁冨（栗林）香織氏

参加人数：約 30名

繁冨（栗林）先生の出会いと気づきの積み重ねが、先生をオッ

クスフォード大学への留学や研究テーマに繋がっていることを

折々のエピソードと一緒にお話しいただいた。

研究葦交流会①亜亜）

Knit a Network! 

ロールモデル座談会
@Zoom 
2020. 7.2(Th u) 
12:15-12:45 
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第 3 回 「研究者と室長と」（開催日 ：2020年 7月30日）

ゲスト：北海道大学大学院保健科学研究院保健科学部門 塞礎

看護学分野 教授、人材育成本部ダイバーシティ研究

環境推進室室長矢野理香氏

参加人数：約30名

先生が研究者として取り組んでいる、看護技術の可視化と、看

護師の職務環境に関するテーマに取り組む気持ちゃ、様々な人と

のつながりを作ってきたことがきっかけで 「室長」だけでなく北

大野球部部長になったというエピソードをお話いただいた。

第 4回 「監事ってなんですか？」（開催日：2020年 8月6日）

ゲスト：北海道大学監事竹谷千里氏

参加人数：約30名

北海道庁での職務に関するエピソードや、“監事”というお仕

事内容についてなど様々なご経験をお話いただいた。どんな道を

選んでも、悩んだ末にその道を選んだのであれば、決断をした時

の自分を信じること、と心強いエールもいただいた。

研究奮交溝会ぐ匝匝D Illl1!In 
Knit a Network! 
瓢

ロールモデル座談会
@Zoom 
2020.7.30(Thu) 
12:20-12:50 

＊テーマ

研究者と室長と
露鑢輯9U良し鼻壼、ダイ99ーシツ9-"fle
楕lb. I 邊配rn'中の高るよ人具lU鑢畠員の矢”巴•紐
に・ •々な艘鶴との閾わ9）や重置倍eぃ~,. ,

ゲスト

蹟孵蜀霰鴎鞘響9
闘＇窮膊纏

矢野理香さん

＂縄I・お0し込みはこららから↓
ht匹 lbitJy/l1XkLUz

:'":"'KNIT如 9吋匹im
口避渾l

’一 http•J心IUynfo•t..地kud.. 』d9I 麟

研究看交流会Q匝匝う
Knit a Nefwork ! 

ロールモデル座談会
@Zoom 
2020.8.6(Thu) 
12:15-12:55 

＇＊テーマ

監事ってなんですかづ
”罰叫W ら＊蜀閲鳴事匹碩で、竹磯事軸 匹 l
血々‘aaらは叩濯紅ピソード帽駁雌讀償9で
きない＂＂りという仕事についてお憾をお闇きし詈,,.,

ゲスト
北海道大学需渾

竹谷千里さん
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第 5 回 「研究と子育てと私J（開催日： 2020年 8月27巳）

ゲスト：室蘭工業大学大学院工学科准教授、文部科学省卓

越研究員 太田香氏

参加者：約60名

室蘭工業大学に着任後、 2回の産休・育休を取得された太田先

生。「仕事と子育ての両立は人に助けてもらわないと無理！」と、

ご両親、 義両親、保育園のサポートや、ライフイベント中の補助

員雇用助成や同業者である夫のサポート、国内外の女性研究者同

士のオンラインコミュニケーションといった様々な関わりの様子

をお話いただいた。

第 6回 「北大産学連携マネージャー2人仕事の花道～北大の

産学連携の取り組み、その他いろいろ～」（開催日 ：

2020年 9月 10日）

ゲスト：北海道大学産学・地域協働推進機構イノベーション創

出部門 産学協働マネージャー 城野理佳子氏、産学

協働マネージャー 千脇美香氏

参加人数：約 20名

お2人は研究成果を社会へ送り出すサポートを行う産学・地

域協働推進機構に所鷹されている。研究者として知っておきたい

知的財産に関する北海道大学の制度について分かりやすくご説明

いただき、やりがいなどもお話いただいた。

研究者交流会≪匝匝ら ー四 日鑓暉請
KNIT a Network ! 
璽O

ロールモデル座談会
@Zoom 
2020.8.27(Thu) 
12:20-12:50 

暉•おのし込みはこらうから 1
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第 7 回 「研究者生活、「山登り」も「川下り」も取り入れて進

もう！」（開催巳： 2020年 9月248) 

ゲスト：北見工業大学学長補佐（ダイバーシティ担当）、ダ

イバーシティ推進室副室長、応用化学系 教授

川村みどり氏

参加者：約40名

北見工業大学で採用された後にご結婚・ご出産というライフィ

ベントを迎え、北見で子育てをしてよかったことや、同年代で子

育て中の男性教員の方々に悩みを相談したり、そのアドバイスが

励みになったことをお話いただいた。キャリア形成を「山登り」

と「川下り」に準えてお話いただき、目標を決めてまい進する「山

登り」型もあるけど「川下り」でも、偶発的な発見や出会いもあ

るのではないか。この出会いは、自分の考えがあるとなお気が付

きやすい、とお話をいただいた。

第 8 回 「ー ドクター進学よろず話ー」（開催日： 2020年 10

月22日）

ゲスト：北海道大学大学院農学院博士課程3年菊池麻子氏、

北海道大学大学院生命科学院 博士課程 3年澤井

恵氏、聞き手：北海道大学大学院農学院 修士課程2

年 栗原利奈氏

参加人数：約 20名

博士号取得に向けて研究生活を送る現役学生をゲストにロール

モデル座談会Jr.として開催した。薬剤師実習が終わり、マイク

ロピペットを持った時、“私はこれだ！”と直感し進学を選んだ

澤井さん。取組む研究にはもっと先があり、続けていきたい！と

思った菊池さん。学費や生活費の悩みについての解決方法や、博

士進学をして良かったこと、お 2人の進路についても修士学生

である栗原さんからのインタビュー形式でお届けした。

研究者交流会€皿皿» Eヨ`ふVI漏・;1
KNIT a Network ! 
如＠

ロールモデル座談会
@Zoom 
2020.9.24(Th u) 
12:20-12:50 
＊テーマ

研究者生活、「山登り」も「川下り」も
取り入れて進もう！
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第 9回 「URAってなにやっているの？～研究力強化の縁の下

の力持ち、 URAの取組紹介～」（開催巳 ：2020年 11

月5日）

ゲスト：北海道大学URAステーション リサーチ・アドミニ

ストレータ 小木雅世氏、リサーチ・アドミニストレー

夕 和田肖子氏

参加人数：約20名

大学の中で「決まっていないこと」「まだないこと」を企画する、

プロデューサーのようなお仕事をされているお 2人。 2人とも研

究者としての面を持っていることから、研究者の方の気持ちが分

かるからこそ、研究に生きる形で資金を取得し、うまく循環させ

たいと常々思っています、と語っていただいた。

第 10回 「妊娠・出産・育児の理想と現実～息子のおかげで見

えたもの～」（開催日 ：2020年 11月 19日）

ゲスト： 帯広畜産大学畜産フィールド科学センター 准教

授、男女共同参画推進室 室長 川島千帆氏

参加人数：約 30名

研究柄、牛の妊娠・出産が身近であることからご自身の妊娠・

出産のロールモデルは牛だったという先生。実際は牛の世界だっ

たら淘汰されていたであろう（川島先生談）様々な想定外が起こっ

たそう。お子様のおかげで得たものは大きく、子育ての経験から

新たな研究を始めるきっかけになったり、これからの子育て世代

が働きやすい環境に改善していく側に立って変えていきたい、と

お話いただいた。

研究奮交流会⑤匝匝D L• rl曾痒駒l
KNIT a Network! 

ロールモデル座談会
@Zoom 
2020.11.5(Thu) 
12:20-12:50 

―^テーマ

URAってなにやっているの？
～研究力強化の縁の下の力持ち、URAの取組紹介～
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ぉURAステー，，ヨン
URA 

小木雅世さん
和田肖子さん

”.II• お甲し込みはこららから↓
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妊娠・出産・育児の理想と現実
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第 11回 ［アーティストが北大で働く、ということ」（開催日：

2020年 12月3日）

ゲスト：北海道大学 高等教育推進機構 CoSTEP 特任助教

朴絃貞（パク ヒョンジョン）氏

参加人数：約20名

11 / 30 ~ 12 / 4に開催された異分野 meetupweek2020 
期間中の開催として、 meetupweek SPECIAL!！と懸し、北海道

大学札幌研究林にある濡室（アノオンシッりから配信した。朴

先生は“造形”で博士号を取得され、作品も作り研究もする。作

品を創ることを専門とする学科のない大学でアーティストとして

所薦する「曖昧な人」という現在のアイデンティティが気に入っ

ており、そこから見えてくる視点で問いを投げることは作品の

メッセージにもなっているしダイバーシティにも繋がるのではな

いか、とお話いただいた。

※“アノオンシッ・は朴先生のプロジェクト名。

ー ・・・・ -・-・・

— I噴濯帽州•こー‘ ’“戸●分 m1upw磁 2020

m蒻 tupweek SPECIAUI 
慶議会のあと、 II!究書コミュニケーシっン,oンとして
さらにお冨を鴨う予定です． こちら6お見適しなく 1

＊テーマ

ァーティストが北大で働く、
ということ

メディアアーティ丸．m 叩）．2096零より慶
”轟心で、アート奮遍したf11贄註蠣コミュニケーション、アート
と亀鑢の鸞がり、oiiなどe婁纂で閾覺してい●す．這葦で博士9
＂縛し研紐 0研費東量は｀・心としてアがブットされること
もあU事す．
鬱＂＂t遍灌人孝札疇キゃンバスにある濾震で 1アノォ砂ツ」という
7-,プロジェクトに置U重んでおり~令圃99このオンシッから0-ル
モデルーし零ず．

ム 已；=立さん

＂纏・ご匹土疇＂賓書コ益匹茎； 曜

h-/bitlyJl...N田 回 .̀ h血c/lblt.~/3ぶUACo o.. 
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意識改革セミナー （教職員向けセミナー、大学院生向けセミナー）

●名 称 「多様性を強みとして生かすための知識＆スキル習得セミナー① アンコンシャス ・バイアス（無

意識の思い込み）との付き合い方を学ぼう」

●日付

●対象者

2020年 11月9巳

KNIT連携機関に所属する教職員 (PD含む）

オンライン (Zoom)●開催方法

●参加者数

●講師

40名

活動内容・報告

一般社団法人アンコンシャスバイアス研究所

代表理事守屋智敬氏

北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク (KNIT)では、

組織におけるダイバーシティ推進の為、「多様性を強みとして生

かすための知識＆スキル習得セミナー」と題したセミナーを 2

回に渡りオンラインにて開催した。

第 1回目は「アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）

との付き合い方を学ぼう」と題し、ダイバーシティを推進する上

での障壁として様々な企業や組織で注目されている「アンコン

シャス・バイアス」について、講師の守屋氏から学んでいった。

少人数のグループに分かれ、自分の体験や問題意識などについ

て話し合う時間も数＠あり、特に「決めつけや押しつけはどんな

時、どんな相手に対して出やすいか」というテーマでは、時間を

99 9 9 999999999●●●●9999999999 999999a1 J 9 99999 99 9「4 か、99m

虞餞砒I.,て生か註籾耀＆スキル謂セミナ--<D

アンコンシャスバイアス

（無意巴翌恩器訟 0
・女匹001t.，，ら1t..とう

・載'""'出讀•だ． aぅ
．＾＾出●の••印..ュニケーションが•u心と●じる
·疇潤',111111ば91蒙這 1t•へ叫鼠暉｀｀a匹ぅ

祗り妥i琴如努笞、胃筍酔fIIた守一心ん

”'守屋智敬
-ulllDI逼Kアンコンシ＇スバイア刀”囁代置晨•
欅 llUモリヤン）レティ：代亮＂鶴喝 2

a 鴫11/9(1'1)14:00-17:00（わ印で11111.,QI)
＂ ●北膏遍大学及l7KNIT』Ull・＂IC所●書名(PO言())
重 ● 95名

寧...譜l・ML,JZ.hはこちら咋鴫91.,"
h匹：I心 t，りん6anta

〒• I(NlT Qm•Amm•ダイパーシ”"罠＿
9．い叫hu-.,“-··．菖」山↓U99\f••C"、電’‘町
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延長するほど議論が白熱したグループもあった。

参加者アンケートからは、 「アンコンシャス・バイアスが自分

にある」と意識するだけでも今後の行動に変化があるのではない

かと思う、学生の研究指導対応で活用できそうなヒントがあっ

た、少人数グループでの話し合いを普段から設けると自分自身の

アンコンシャス・バイアスに気付けるのではないかと思った、等

の意見が見られた。

●名 称 「多様性を強みと して生かすための知識＆スキル習得セミナー② ダイバーシティ時代のチームマ

ネジメント～多様性のあるチームを率いるために～」

●日付

●対象者

●開催方法

●参加者数

●講 師

活動内容 ・報告

2020年 12月21日

KNIT連携機関に所謁する教職員 (PD含む）

オンライン (Zoom)

12名

株式会社クオリア代表取締役 荒金雅子 氏

本セミナーは 「多様性を強みとして生かすための知識＆スキル

習待セミナー」 の第2回目と して開催した。

第2回目となる本セミナーでは、ダイバーシティ推進から D

&I経営へと移行しつつある最新動向について理解を深めると共

に、多様性を活かして成果をあげるリーダーに求められる姿勢

や、 コミュニケーションスキル等について学んだ。

D & I経営の最新動向としては、 諸外国から取り残される日本

の現状を打破するために何が必要なのか、ダイバーシティの観点

からレクチャーしていただいた。

また 「チームとして成果を出すために必要なこと」として、チー

ムをマネジメン トする立場から多様なメンバーを支援するポイン

トや、アンコンシャス ・バイアスを排除するチーム作りについて

学んだ後、グループワークを通して参加者の意見を共有した。

参加者からは、 何となく感じていたことの名称と定義を理解し

たことで、より意識できるようになった、肯定する事 ・小さな成

功体験を感じさせることの重要性に気付いた、等の感想が聞かれ

た。

多横性を強みとして生かすための知環＆スキル習得セミナー必

ダイバーシティ時代の
チームマネジメント
～多様性のあるチームを率いるために～

II”'こダイバーシタ心に鱒9るさ多くのセミナーやコン9Jしアィッグを手轡ける．霰式会にク万

リア代農翠覇戟百盆It子さんをお茫aし、ダイパーシティ麿遍から0＆県言へと停わしつつある最/f.,.,について遭鍼を凜心と其に．多横饉を1かして広鸞をあ1,る'J→ ーに求めらnる餐艶や、
コミュニケーションス下和こついて学U葦可．

..｀會璽子・｀”””→ •mmじ
•9りァ→—£●●蜻91つ

9イバーシテ'”'が119,．··-晨良•,.”寅疇函・エ霊化ど如ヵんテ/ブ會...
土匹より●●0•““°“`ぃ9 ,．，穴9ー9` ＂叶す 9949-U鳳
,.,,...."ふ＇•口 9U ’̂2叶町1つ¢布會員r..コ”た991• ;n99●̀ 9'」9/9--

9~”"',9rA..””'-，濤'“•`'蒼•R虞工”~→9が999ルー＾°，．“-”’
19........大東AI99T●●9●●m口漬、9q•日～勺9會9仁99●9......

日玲12/21（月）13:3046:30
オンラインで開催しまg!

91 象 北漏這大字及びKNIT共同露関I:)!;鳳百る霰璽員(PO含む

，縄Oi達 Zoomを便用したオ，，ライ，，セミナーで苔

申込詐紐お由し込みはこちら，，らI
httpsJ/blt.ly/3klfcPF 

＂切 12/15（火）92:00

〒• KNITご工ざ，芯：ユ‘・ニエ＇心
I— mp999...勺9如99h..uO9ぷJp/
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北悔道大学の取組

兼務教員※会議

2020年度は2回の兼務教員会議を開催した。

第 1固は2020年7月 10日、 Zoomによるオンラインにて開催し、兼務教員 11名とダイバーシティ研究環境

推進室から 4名、計 15名が参加した。

冒頭、ダイバーシティ研究環境推進室の矢野室長より推進室の活動概要について説明した後、北海道大学のダイ

バーシティ宣言を企画している事について報告があり、宣言内容について兼務教員の先生方から様々な意見を伺っ

た。

第 2回は2020年 10月 13巳と 10月 15巳の2日間に渡り、 Zoomによるオンラインにて数名ずつに分かれ

て開催した。

矢野室長より Ree-0の活動の進捗状況について報告した後、 2020年度異分野 meetupweek2020開催概要に

ついての説明があった。その後兼務教負の先生方に異分野交流を必要としている分野や切り口についてヒアリング

し、ポスター出展や広報面等での協力要請を行った。

※兼務教員 ：人材育成本部の取組について、兼務教員として参画する他学部に所届している教員。

2020年度「研究活動とライフイベントの両立のための補助人材支援」

この支援は、北海道大学に所屈する研究者が、 出産・育児等のライフイベントと研究活動を両立し円滑に業務を

遂行できるよう、 当事者の業務や、当事者および周囲の教員の業務補助を行う人材に係わる支援である。

前期

●期間 2020年4月 1日～ 2020年9月30日

●対象者 北海道大学に所瞑する教員及び博士研究員

●支援者数 25名

支援内容内訳

産休・ 育休中の支援 4名

育児中の支援 19名

介護中の支援 2名

後期

●期間 2020年 10月1日～ 2021年 3月31日

●対象者 北海遥大学に所屈する教員及び博士研究員

●支援者数 23名
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支援内容内訳

産休・育休による研究中断が伴う研究者への支援 4名

育児中またはその予定がある研究者への支援 19名

●2020年度前期「研究活動とライフイベントの両立のための補助人材支援」募集要項

2020年度前期

「研究活動とライフィペントの両立のための補助人材支援」募集要項

1. 2019年度後期からの主な変更点
・補助金支援プランを拡張支榎枠へ呼称変更

．払長支抵枠（旧補助金文挫プラン）の兄用JIil閲•Jl限を1S遠から21週に短縮

2.概要

本支援IL北淘遵人宇に所属する研究者が、出陛 ・青児等の9イフイペントと研究活勁

を両立し・ ⇒滑9J廉務を遂行でさるよう、当平者あるいl!"'l享者および周Ii!!の敦只，，，1ill助
を行う人材に係る支扱で1.

なお｀利学技術AM白成費褐助事葺「ダイバーシティ研先環境尖現イニシアアイプ（牽

引ぢ＇）」に本字が採択されたことに伴い支ば穴容を明r.,限定で一邸拡否しより一沼のダ

イパーシティ研究二境居沢を目揖しています (2022年3月まで）．

3．支援期間

2020年4月",~2020年9月30日

4．支援内容

上記目的のため 「研究補助各の澪用経買助成Jおよび「蔓璃Ill助召；綬量」を哭花しよ芍．

5．支援対象者

本の教只（特任敦只含む）及び博士河究只べ序，，うち、次のいずれかに該当する名を

各プランの支援対象者（以下「対愈者」という）とします． （カッコ内は支援上限碩）

※「博；；研究員」 … ［国立大学法人北漏遍＊字呵士研究員聾唄JIこ嘉づさ採用されt,.:を担す．
対隼名が胃士碩交員笞である場合やJSPS*＇こ所属す る伍文員で本学を紅点にび究活動を1Tって

いる湯合は、信々の事案によ＇}支攪対象となるかどうかを¢属する，

産休育休への支援

〇支援期閏中に産前 ・産後 ・育児休尉による研究中断が伴う次のいずれかの研究者

. I力月以上石究中断する予定の女性 (60万円）

• 2か月以上研究中断する子定の円性 (40万円） （出産養育；；；収期f!ll含む）

・ 拡張丈援~ : 現在百児中で、 2020年4月 1日鯰点で出室後1年が経過してない女性

(60万円）※追加灸件あり（7. 拡張土援の条件」参照）

育児中の支援

〇支援約1111中に小学1年生以下の子の百児を行う、またはその予定のめる次のいずれかの研

究＃（40万円もしくは「妥務補肋者派遭門 J

※上記対象占のうち、産約・産後休豆や百児伝-遣苓による不在J.1~がない研究ぶ9こ、

r業務補助者派逼」を選択することもできます． ｛週1日かつ遠3時闇の派遺）
女性

ロ常的に出身で白児を行っている男叶

・パートナーがフルクイムで勤精し、世潟内に本人とバートナー以外にl'f児を担うもの

がいない男性

上記に当てはまらず．百児と研究活動との閂立が困悶と持別に認められる者

O!¥張支援枠：小学3年土以下の子の＃児を行っている次のいずれかの研究名 (ss万円）
棗追加条件あり (7「拡張支反の条件」念照）

・女性

• 日汗的にiil~·c·宮児を行っている男性

パートナーが7ルクイムで動格し、世⇔内に本人とバートナー以外に白児を担うもの

がいない男性

・上記に当てはまらず、脊児と研究活動との円立が困慧と待別に認められる者

介護中の支援

〇支援Ill閲中に1か月以上の介ill休戟を取得する｀士たは日常的に家族の介護・看病で笥喝

的剖約が人さい女性｀男性 (35万円）

≫自身の定llJ的な注院干、治飯のための制杓が大きい場合でも本プランが潤用になる湯合

がみります．こ柏淡下さい．

6．通算支援期間の制限

＊援のうち尽用経費肋成については｀女援対象要件に含まれる<ill9,）の未吠学児または委

介護者について｀過去にl!lll6JIJJ(3-年間）の支援を受けた者は山悶できまセん．例外と

して、枯蚕文投枠については過豆支援悶間に含めず、過豆閑固制限に達した研究者も申臼

可船です．未既キ児または要介湿者が姿数の塔合、文援閉況の過nはそれぞれ行います．
菜務圏助名派遣については、迅去に受けた「窒務芍助•苔の派遣」支笈において通算4 苅

(2'i'll!I)の支汲を受けた石は申嗣できません．過算ぽ週去に遡って行い迂す．
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7．拡張支援の条件

次の条位を全て潰たす場合のみ「甚張支擾」による中額を行うことができます．

・111i/ll開始時に 「採用発令」となること

•本助成経費，，；；9使用して雇月すると と

・当該申請に係る半年間のうち21週祉逹競して支民員を霞用ずること

8.各支援の詳細

【1]研究補助者の扇用経費助成

支援内容

対象名字を補助する人材を雇用する際の人件費を一邪補助し去す．ぷ支頃で研究褐

助者を夏用でさる期間は、 2020年4月1日～2020年9月30ヨのうち必要貶問・必要時間

とします．申謂名の研究計画・研究褐助呑の序用計画等に応じてプウンを選択してく

ださい．沼用できる補助名は控術研助員．事務禎助11とします（学術研究員の雇用を

希望する堪合はら旧駿ください）．

研究潟助者が行うことがでさる坐務

・対象者本人の研究および・務の補助

・出産 ・可児等にか）対象名の蔓搭専念埓内が短縮した場合、対象屯の蔓拷や研究の襦

助に加え、その影響を受ける周閉の数員．の布務箱助

棗「il11!1"吹員1 川象Itが所属する研究王、填逆、；；更，，敦員

円助名の採用

．袴助名の選定は保則として対象者が行い、採用手氏きは、 所属!l!局にて行います．

•本助成では、 椛助者の超過勁務人件J!及び出汲費1よ支出できません．

・学生及び大守＇院生を袖助名として膠用する湯合は、対象名と部忌零務の賃任のもと、

字棠及び本人の研究活勁に文口のないよう十分に紀慮し、本支拉箋径と明咤に切＇）分

けてください．

・派遣会社の9,)/llも可椛で1.

・人件費が助成望上限を紐えた尋合は他の財i!lから充当してください．

・切成頷上限（人件費）には．補助者屠用に係る人件費として保陵料・過灼手さ守が含土れ

ます．

支援額について，，注愈

・対象石が本字を退闊する子、支伝要件を湛たさなくなった湯合13. 「支ば決定額x

（支拉聖件を液たす月数科） Jを最終的な支抵会1llとします．
・拡張支擾件での支扱の場合、文扱対象粁が途中で本学を退職する埠． 支援妻件を漬た

9.申請手続

印袷世（ほ式 1)を各部局且当で取りまとめの上． 2020年2月］3日（木） 17時（厄守）

までに女性研究者支援室に揖出してください．

※パートナーが同一横閲内に勤務している屯合には、パートナーと合わせて1日屯りとしま

す．双方で本支援を分割して利用したい湯合にはご咀淡ください．

10．審査・採択

(1) I租RIこ係る審金は女性研究名支扱空が行い、 再月内容を総合的に判断し採否なら

びに採択の額を決定します．

(2)ほ否については、 2月下旬頃、甲凛名ならびに所属部凡事務担当各へ逸知します．

(3)対象ゼの伏況を鑑みた上で、旧立ブランの変更をほ宴する場合があります．

11.その他

(1)今支扱に問わる嘗類ならびに各毬富式（募隻要衷、巾ヨ書様式、勁務日報、報告

書） は、女性研究者及扱室のホームページよリダウンロードでさます。

URL:~●Shu.ist.hokuda8C•Ip/woヽ K Iife/kenkyunOIO/ 

(2)後日、希望名の状況や支援内容についてヒアリングを行う湯合があります。

(3)支援を受けている期間中、女性研究名支汲五主催のイベント（セミナー 交`決会、

鳴演会、シンポジウム'1;)へ祓紅的に参加してください．

(4)＊安公は予江状況により畠蔓期毎に支扱の金gおよび内容が変夏となります．

（5)拡張支擾枠での支援は、科学技術人材百成費袖助事業「ダイバーシティ研究環境実

現イニシアティ プ （牽引!rl)」の椛助金にて行いますので．実績軍告や籾の磁定蒻

なの際に別途ご対応いただくことがあります．

さなくなった場合は、要件を漬たす期間内に発生する給与設が景終的な支援金額とな

ります．

産後休暇中は就業泳止となっているため、哺幼者への業務指示は束務監督者が行って

ください．

襦助老が本支扱により石用されている時間内に「研究福肋者が行うことができる茨

務I以外を行っていることが磁認された湯合は支氏を巾止するとともに、 対象吾が所
展する部局からの由ミ受付を以後1江間停止します．

上阪額はあく工で上汲想です。真に必要な姓用的間数を見摂もった上で適切な金額を

由コしてください．本支援には多くの申謂があります。本支汲亭棠躯伝のためにも遇

正利用にご協力お願いいたします．

拡張支援枠での支援の場合、支援対象者が途中で本字を退臆する等、 支援要件を満た

さなくなった場合は、要件を満たすlllllll内に発生する給与額が品終的な支援金額とな

りよす．

勤務日訟び翫告畜の妥出

襦助者は別に定める様式によリ毎月の動務日報を作床し、対象者及び勁務均閲笞理

担当名が押印の上，各月ごとに髯勤務月の翌月15日までに女性研究石支貶玉までお込

’Iください．

また、対象名は、支扱閉朗終了後15日以内に、料）に定める報告書により実紺内容、

本支丑により得られた効果及びそれに伴い得られた成果容について｀女性研究者支揖

室に紺告してください．

【2】業務補助者派遺

対象者のもとに●務補肋日を女性研究者支擾室よ＇）遥］日かつ遠 3時間を上限として派

遍し、出産 ・白児等のライフイペント中の研究者や管埋・運宮苓に従事する数員の築務の

補功を行いよず．

補助者の収用

・補助七は女性研究名支援窯で採用L、苓本的なトレーニングを行い去す．

補助者が行う芝務

冨務作；；；、研究補助莱務のうち事務補助只の職務範囲のもの（デーク整理笞のデスク

ワーク）

その他

莱務補助_,の派遇は札祝キャンパスのみ実施Lます．
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ダイバーシティ研究環境推進に向けた部局等による取組支援プログラム

本プログラムは、本学に所展する教職員が、男女共同参画・ダイバーシティ推進について更なる理解を深める機

会を増やすことを目的とし、本学構成員（教職員・学生等）を対象とした、学内で開催されるダイバーシティ研究

環境推進あるいは男女共同参画推進に寄与するセミナー等の実施について支援するものである。2020年度は 1件

の支援を行った。

●名 称 ダイバーシティシンポジウム「仕事観が変わるかも ？～産 ・学・ フリー～」

●日時 10月21日 17 : 00 ~ 1 9 : 00 
11月 13日 17: 00 ~ 1 8 : 00 

●対象者

●場所

●講演者

北海道大学の教員 ・大学院生 ・学生 札幌エリアの高校生（男女問わず）

北海道大学キャンパス内 オンライン： Zoom

（講演順）

北海学園大学経済学部講師 ・博士（地域科学）牛久 静香氏

ジャーナリスト／自動車および環境 ・戦略イノベーション・スペシャリスト（工学修士） JII端 由美氏

昧の素腑アミノサイエンス事業本部化成品部事業開発グループグループ長 ・博士 （工学）押村英子氏

●参加者数 24名（オンライン参加を含む）

●実施主体名 大学院工学研究院材料科学部門

支援報告書より抜粋

3名の女性にご講演を頂戴した。 質疑応答は活発で、多くの質問が出た。例えば、 ずっと働き続けようと思った

のはなぜか、自分が次のステッブに進むときに決断の場面で何を考えたか、子育てとの両立について、各所属組織

での対応についてなど。

講演会後もいずれも40分程度、参加者と講演

者の交流がみられ、学生・ 院生諸君は、各組織で

の環境改善、共同参画促進についての取り組みに

ついて大きく理解が進んだと思われる。また、ア

フリカでのフィールドワークの話では、多様な

人々との関係の構築などについても学べた。

ハイブリッド方式にしたことにより、多くの人

数の参加を得られたと同時に「雑談」ができたの

も、今回はよかったと思う。

ダイバーシティ研究哀坦推進に向けた部屈等による即lllx濯プログラム ー、

ダイバーシテイシンポジウム

「仕事観か変わるかも？～産・学・フリー～」
女出＂する頃はこ心•どんどん口えていさ拿..もレかしたら士だ疇●彙良ぬ0れていない
..rゃ．がいたら．a・界大..モしてフリー，，立邊でご己■のみのおコを聞いてみ士ビんか今
伍3名の令分0でご廿mo方●塁頌にお沼0し．シンポジウム•日●し●マ． げ0こ●田くだeぃ．

午久n•.. 4ヒ霞亨國大亨 n景亭． ．”・鳴
士（勾編Jが9)
ぃ●95”＾慢""·•喝コ人つは曰3●»,g;？
”“大亨r9y.yi 』9]日9己"'~納ァれふ¢”`
・区庄a..
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`rn冗'~"霜·だ 9犀r'，，●費こ霞公忙●9し"Tヽフィ―ヽ '''"一つで糟けrいる
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=・輔員しイノベーション・スベシャUスト｛工零
鴫 ）
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［エ字）
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2020年10月21日（水） 北大キャンバス内

17峙～

牛久（北爛字口大学 ・鵠士（地叫学））

アフリカを字ぷ．アフリカから字ぷ

～わたしが女性研究名・大学敦貝として2を立てる安で～
181!~ 

Ill唸由美（ジャーナリスト・エ字儘士）
「自分」という口苫きで仕工をする

～フリーで圏くためのスキル1111:lと起ヱヘのl!!~

2020年11月13B（金） 北大キャンパス内
17時

押村英子（疎の稟牲・憑士（エ零））

11!1人も企盆も成ほしつづける～昧の集（株）の場合～

” ..：北羹塵宇讀日・大学后・学生
札磨Uツアの置紅［雰女四い広せん1

剛訪法：13催3B99まてに以下にメールで鯰99淳．応をお編いします．
tyon-,,teng.hokudol.ao.Jp まで、
お名m．ご序属をお辺らせください． 1日のみの釦 9叡逍．
キャンJじ内会頃の＂紹 Iお只臼にてお知らせいたしま・f.
烹た、状況Iこよってlユハイプ，）ッドもしくはoom［こてのOn
Une虻信になることもあります．
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『ダイバーシティ研究環現突戌イニシアヂィブ（歪引型）J

2020年度ダイバーシティ研究環境撞進に向けた部局等による取組支援

プログラム募集賽項

本学は科学技術人材百威費補助事業ば部科学名）rダイパーシティ研兜虞填実喪イニシアテ
グ（牽~I型）)(2019年度～2吻年度）に採択され、全学的なダイパーシティ＂究環境の推進とと

もにそれらを化海道全域へ普及沼発する先導的な役割を掛っています．

そこで、木学構成只が研究者のダイパーシティ撹進について更なる理解む栞めることを目的と

し、下記の支裟を実旅いたします．

【既委l
木プログラムは、本学構成只（教職只・学生等）を対象とした、学内で1111催されるダイパーシティ研

究虜推進あるいは男女共同参圃推進に寄与するセミナー守の実箱について支橙します．

【支拭内容）

ー 取組に必楼な経費のうち、1件あたり30万VIを上限として支援します．

ー コロナ感染症のは大防止のため、ウェブセミナー(IVcbtn.r)による膚濯サポートを行っていま
す．詳樟1文お問し合わせください．

ば裟対象となるセミナー等について）

以下を潰たす研修会、セミナー、シZ比ジウム、ワークシ9ップが支汲の対象となります．

ーダイバーシティ碩究環坑撹逃•あるいは本，，，の男女共同参面撹進に寄与するセミナー等で

あること

ー複数の部局にまたがる地組あるいは全学に公関する取組を推奨しますが、巣ーの部局等構

成員を対象とした取紐も申禎可とします

ー セミナー等の対象（参加名）が本学の教職只、学生、研究只であること

-20名以上の参加者を兄込む

ー実誕主体は部局学札誤室零または碩究会などのグループであること

-2021年 1月3IBまでに開催する

【実施嶽告I
取絨終T後30日以内に指定書式の実紹報告書（収支報告含む）及び作成した広雑物を擾出し

てください．また．企面を実紺した様子がわかる写真を数枚お送りいただきます．お送りいただ＜写

真には、本事棠のウェプサイトに掲霰可能なものを少なくとも1枚含めてください．

1審査方法1
申積書に基づき、ダイバーシティ研究環撹撞進室にて審土を行い．支援金額を決定します．申情

書の受珂連絡後、3週問以内に採択可否を連絡します。

［その他］

ダイバーシティ（牽弓国）事莱の一環として、事架述携機関・へのリアルクイム配信への：：：協力を

お顧いする蝸合があります。採択になった蝸合には別逸氣姜させていただきます．配信に係る作

業はダイバーシディ碩究環壌挽進室スクッフが行います。

•遠携機関：ダイパーシティ研究環境実現イニシアティプ（牽引型）の連携懐関． 2020年度峙点で

は室鮒工業大学．北見工業大学．吝広畜産大学．日東電工蛛式会社．株式会社アミ／アップ

お岡令喝先：

北渾這大学人材冑成＊薗

ダイパーシティ紆売霙境撞進室

電話・011-706--祁25

メール；9““””.hoku如．“．jp

［支扱対象となる経費1

次の経費に限る

費u
人件費

困内旅費

外国人招聘旅費

悧金

印刷費

委託費

沿耗品費

企躙出Bの運営を補助する短期支援員の人件賣

ただし、短期支擾Rの募集や隔用手絞きを各餌局＄で行う湯合に限り

支汲対象とする

匹笠※の国内脈費

請帥零の溜外招聘旅費

謂等への謝金

取組の広籟のためのポスター、チラシ、配布資料の印刷費

セミナー講鍋、会場政営、広籠枷デザイン．当日の参加名＇に対する 一時

保百サービス、あるいは女性碍究名支讚室が傾W11こ認めた棄務を外菰

委託する靡の委託費

企画を実蔦する上で必要不可欠であり、参加名（受益零）が負担すること

が通当ではない消粍品

ただし、いかなる場合UK食物は支援対象外

※講暉等：シンポジウム、碩究会の基調覇演者あるいはセミナーまたはワークショップの主蹟師に

限る

1その他の父扱I
参加申し込みフォーム設置

シンポジウム等開催支援セットの貸出

大判プリンター出力

1申菌方法1
所定の申請蓄をダイバーシティ研究環境搾進室(reed@synfos999.hokudai．ac.jp）宛に提出

最縛申＂期隈四1年l月l5日

ぽ援件数1
3件（ただし、採択金額が予算上限に達し次第寡集を終了します）

【実施にあたっての義務I
ーダイバーシティ硝究環境推進宝を共催とする

ー広報物を作成する盪合｀「ダイバーシティ研究窯吃実現イニジアテイプ［州引型）I事業の文

甘を入れる
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大学入学共通テスト時の一時保育支援

本支援は、育児中の教職員が大学入学共通テスト業務において休日出勤を行う場合の保育負担軽減を目的に、学

内での一時保育を実施する。

●巳時

●対象者

●保育場所

●保育数

2021年 1月 16日～ 17巳 7:00 ~ 19: 00 
センター試験当巳業務に携わる北海道大学所属の教員・職員が饗育する未就学児（生後6か月以上）

北海道大学中央キャンパス総合研究棟 1号館会議室

4名 (2~ 5歳児）

活動内容・報告

前年度に引き続き、大学入学共通テスト業務に従事する教職員が養育する未就学児の、 一時保育を実施した。保

育士4名により、 2歳から 5歳までののべ4名の保育を行った。

利用者からは、日曜日に対応していただき助かった、等の反応があった。

●大学入学共通テスト時の一時保育支援（試行）利用要項

ダイパーシティ研究環境実現イニシアテイプ（牽~I堕）

大学入学共通テスト時の一時保育支援（試行）

利用咬項

人材n成本部ダイパーシティ研究環墳推進苓

本学は、文部科学省科学人材育成費補助金「ダイパーシティ研究環境実現イニシアテ

イプ（牽~I型）」により、ライフイベントと研究または業務のjij立のための研究環境

整備を進めております。

目的

百児中の教臓員が大学人学共通テスト業務において休B出動を行う湯合の保百負担軽

減を通じ、育児の有無に関わらず教熾日が隧力を発瓢し活躍できる環撓を整偏する．

概要

大学入学共通テス｝ 日に一峙保百所を学内に開設し｀熊料で託児を行う．

第 1日程 2021年 1月16日 い、 17日 (8)

第2日程 2021年 1月30日（土）、31日 (8)

利用対象

・大学入学共通テスト当B業務に携わる、本学の教員 ・職貝が養内する未就学児（生

後6か月以上）

利用料金

撼料（ダイパーシテ4研究ば境尖現イニシアテイプ（牽引型）事業経費または大学経

費にて負担）

保育時間

7時00分～19時00分（予定）のうち希望する時間

保育湯所

中央キャンパス総合研究棟 1号館会磁室、リフレッシュルーム または 遠友学合

のうちいずれかを使用します。保育場所は保育人数により増減し、また保育場所を選

ぷことはできません。

（函館キャンバスについては応相談）

申込方法

人材育成本藻ダイパーシティ研究躁境推進室 , .. d@,yn!心 to,.hokudai.u..jp 

宛てに、別紙申込書を送付してください。

申込締切

12月21日 （月） 13時

保育について

・保育は、託児サービス専門業者より派遣されたシックーが行います． （日本孟のみ

対応）

• 新型コロナウイルス感染症対菜については託児業者により｀こまめな千洗い ・ 手指

消磁 3嶽児以上のマスク白用｀保1'1人数を通常よ り減らす｀等の患讚的な感染症対

策を行いますが、感染可隧性がゼロではないことをT承の上｀ご利用ください．

・病児（疑） ・病後児、 当日体温37.5度以上の子どもの保育はできません。託児煎の

検温、体調確認をお願いします．

・保百にあたり、当日下記をご持参ください．

・ 食事・飲み物•おやつ等

必要9こ応じてお弁当をお預かりし、お食平の介助をいたします。

必要な場合は、哺乳瓶・ミルク （回数分,Jヽ分けにして）をお持ちください．

・沼替えー式（オムッ．洋稟など）

”Z苔えは 1-2組ご用意いただき、 トイレトレーニング中のお子様は下白

を多めにご持参ください．

• お迎えの際、身分証明書（運転免許証 ・ 母子手恨・健東保険証等）を提示頂く場合

があります。

• お子紐の99荷物は．配名の上． ひとまとめに してご持参下さい．
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アレルギー等がある楊合は申込書に記載してください。

，当日朝は保護者の方が託児場所にお子さ史をお連れください．

，委託業者にて団体加入している補償保険は償吝保険の為．保育中に新型コ0ナウイ

ルス感染症に罹忠した湯合も補償の対象になりません。ご了承の上でお申し込みくだ

さい。

当日、託児をお断りする状況について

当日．保護者あるいはお子さんが以下の状況にある均合は託児ができません．ご了承

ください．

・託児前2週問以内に新型コロナウイルス感染症と診断された人及びその濃厄接触者

と接触した

・当日、お子さんが37.5度以上の発熱や呼吸器症状 （以下 「発熱等」という）がある

・解熟後24時間以上経過しておらず、咳などの呼吸器症状、強いだるさ （檄謙の感

さ）が見られる

・当8、保護者、同居のご寂校に 37.5度以上の発熱等がある

・保護者、お子さんが海外より帰国後、 2週間経過していない

本取り組みの継続性について

この一時保育支援は2021年度まで川t紋して実施し、その利用実績等から次年度以絡
の制度設計を行います．

Ree-Dサポーターによる保育のための同行通訳支援

本支援は、外国人研究者および留学生の育児支援のために、保

育園や札幌市の保健センターに同行通訳者の派遣を行う。入園の

手続きのために保健センターでの面談、または保育園での保護者

面談などで、日本語での会話に不安があり、通訳サポートを必要

とする人に、 Ree-Dサポーターが同行し、面談での通訳をする。

●対象者 北海道大学に所属する女性の研究者／留学生

活動内容・報告

2020年度 (2021年 1月末日現在）は8名の要支援者に対し、

18件の同行通訳を行った。同行先は保健センターや保育園等。

Accompanying Interpreting 

for Child care 

by Ree-D supporters 
仔mmd伍 o9.."町chmwonmonl如 OM心切叩9訊dロ・↓an四町1屯切““a“̀
(OIIod珀•o.. ”゜噴<L)tDd賓⇔•山叫叫涵K鴫ma叫論a曲"“'“口h_、mo
d9dcar●for幻＂屠 n"“ "rmhm疇以mB血nnodlna"
W・1比•IthcG心mah如U止meah•ld町•,eo叫心/hoiぃ臼濾 •Rhと虹＊m•nd

“am.men咋●lllq“'畑•蛤0•up,,..,.,"10OUId ●““ゅ•m炉・m9炉,.. ...，＂
heh●心for"'epm臼du直印d..:09lou9如幻9叩and駅ぃ心噴durl叱1h•lm“V細心晒d

ln--meodn... 
． 一＂both utego,les (L& 2.) lndl<●9“'比 fol9の曲gapplytopuJ叩 on
『equestme interpretln, semee 

1. y.. ．reafem...,.searcher/inlemmm•l叩dentofHokk出do unN•rs;w 
2, Yot』wantto90 to •..allh (enler l● ●●ply for,our chlld'• • dml••l•n tOI 
d●Ycare c●n9●r/h..kuen or”u hwe ●n Inhous●mtttlng pl●nnedw19h 
day•Care center 

N-
.“a巫 wo臼nトしよhh比し」LI4“"““逗馳,.
.,""'..........螂..日鴫-u心H叫9...-...-i籍止•·-で-•n細m9閲
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For more details 

https://goo.gl/M75PoE 
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唸
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両立支援コンテンツの開始

ライフイベント等と研究活動の両立について、 ニーズを踏まえて支援策を多様化するとともに、福利厚生に関す

る各種制度や学内の支援策、次世代育成に係わる情報をとりまとめ、 Webコンテンツとして北海道大学人材育成

本部ダイバーシティ研究環境推進室 (Ree-D)のWebサイト内で継続的な発信を開始した。

復帰支援プログラム ：投稿論文の英文校閲費助成

本支援では、 産休 ・育休等により研究中断があった研究者の研究活動をサポートするために、学術雑誌投稿論文

の英文校閲費用を助成する。なお、支援対象者の性別は問わない。2020年度は4件の支援を行った。

●支援一覧

・大学院医学研究院 助教 PLOS medicineに投稿

・大学院水産科学研究院 学術研究員 Marine Ecology Progress Seriesに投稿

•北海道大学病院 内科 1 医員 The Journal of Aller笥 andClinical Immunology: In Practiceに投稿

・大学院文学研究院 准教授 Applied Animal Behaviour Scienceに投稿予定

●2020年度復帰支援プログラム ：投稿論文の英文校閲費助成募集要項

文部科字r［ダイパー・ンチ4研究四境尖現イニシアテ4ブ （牽引型）J

2020年度 復帰支援プログラム：投縞論文の英文校閲費助成 募集要項

（趣51

本支援は．文邪科そな「ダ4パーシティ研究実現イニ・ノアテ4プ（牽'；1型）"(2019年度一

20以年度）の一赳として実紺するものであり．補1l1J金烹たは大学経閃により、産休 ・ff休等

により研究中断があった潤究者の研究活動を支援するために、 pt術雉詫孜哀唸文の英文佼
測l'l用を助成する事案です。なお、支ほ:ti象名の代｝りは問いません。

（支援対象となる投諭文）

自夕が3＿各者（和m au9hor)または責任令打(9099esponding•u山or)として発衣する冶f乍

物であること

史援決定の日から 2021年2月15日まで"f1119こ英文校OOの納，：祁検収が行われること

投稿する糟誌が以下9こ該当すること

I)迂読が行われる英文＂？術 雑誌であること

2)投橘規定ゃ紺茎委只，，情報が公閂されていること

3)清文．も しく Ii済文要旨を、 W,b苓と通じて世界の研究名が閲覧でさること

（支授金田

英文佼閲99湊するR用の範阻I~で、 上限 15/j円まで

・応邸況によっては、年度迭中で応iJを終（することがあります．

他II.賣と，，，合nで9)に払いはできません．

（申叩屯l※以下すべてを滴たすこと．
•北海道大字に所属する研究者（符if枚R、本字と屈用閑係のある研究貝 ， 灰只、字l!lPD ·

RPD, SPDを含む）

• 9Pil!日以尊3年以内に｀慰休 ，g休 ・介淡休による30日閲以1ーの述院した研究91t断が騎

了した者

・研究活動を履務1こ含んでいる者

• 投積比で，，叡，，採択が決定されるまでに本字に任籟する f-定であること

．埠文がオリジナルのヤ術讀文であること（レビュー｀本、全滋庄坂のみを f定していも埠

文は対象外）

＂噂方注 l
よ下のi'l.Illな人材甘成ぶ部ダイバーシテ4 研究環境郁進室(~叫｀如，江，ip )

宛て13捉出問います．

①炎文佼閲経費助成巾演む

② 校閲抒費，，見積a（写し、1社ク），，みで可）

【支査件改J
51'1'程度

【助成決定 ・結果通知について）

9日芯内容に基づき遺考を行い、支裏の可台を決定します．

9円笞詈交坪から 2週間以内に、ダ4バーシティ研究四境推造当から給児を通知し2す．

【決定後の手続きJ

英文校閲の発注11中芯者にて行い、発注に関するノールのやり取り等はダイパーシティ研

究雰JJ!恨造室に転送してください。ダイバーシティ研究環浅艇造空ではそれら取~Ill憑悶

と中函蒔に提出いただいた 「校11111!＂の見積書（写） 」を湛1こ支払い手萩きを行います．

(l)校11!l任費の見積tll（ぶ沐）

R佼閲抒費の納品胄偶本；納品検収七ソクーの検印のあるもの）

R佼閲IBRの請求1!I

④ 英文佼閲を受けた原沿 （写）

※本文櫻を受けた誼文は必ず巾祖心に記載した雑誌に投摂し、掲載された蟻合は別渕また

はそれに相当ナるものを．愕載されなかっため合はその旨の通知文零をダイパーシテ9研

究g控捐進室宛てに足IIi願います．

【佃考l
・ぷ支悛を受けた方は、＊事業において尖鹿する他の研修やシソポジウム吝に積極的に：：：苓

加（ださい．

本支援を受けた鳩合．事菜実紺恨告書に掲馘するためにii究菜績 （論文数や外孤白金攪柑

件数:'I')を2024年度分主で年 11al担出いただ笞ます．

【注む事項】

・共若力文のIll合は全共若者の r鮒を分•てから11,請して ください、

•投柑予定字術誌が変更になる場合は、 あらかじめ相談してください．

・申訴後、事↑,1により支授が不要となった埒介I.“｀ちに連絡してください．

・支援決定後、本学から呉動する場合、その峙点で支援終（とします．

支授は 1人2件以1勺／年度（だだし、2件目の,1,祖は 1件目＂掲 載が受理されてから受lj

hけます）．

［問い合わせ先J
北海邁大字人材＂成 ぶ部グイパーシティl11究況壕Ill造室
e maII : reed如 r09!cr.hokud99oc.jp 内船： J625
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室蘭工業大学の取組

ライフイベント期の研究者への研究支援員配置

2020年度は、前年度同様育児や介護を行っている女性教員4名に対して支援を行った。

●令和2年度「ライフイベント期（妊娠・育児 ・介護等）の研究者支援J募集要項

令和2年度 ライフイベント期 （妊娠・賃児 ・介護笞）の碍究名支援J葬捉百項

I. 目的

本＊における教只及び博士”究員がシイフイベンI・荊（托船・冑l>/.介護等｝と研究迂動をP訟立

ヤることができるよう、支＆口の濯用に係る経l'Iの助成を打ぅ．

2.応募費格

本学の教員及び博士碩充員のうち、妊岱-育児（小学校6年生以 F)又は介趨等にあたっている

名．零介讀峰ではないパートナーと同居している湯合は，原則として,,ー トナーの動即咄1が週36

屹問以上であるー→と．

3.助成内宕

対象名に対し、文ほ口を1111/llする屁費を助9占します．震月1できる刃閻は、令fll2年4月上旬から

令和a!l,3月:lIRよでの間の必要閉閲・必'f.'1吋閉とします．また．層用できる文援日は学術研究

員、技術禎佐貝又1が事務1111(1,員としますが、必要であれば盆時柚J切員や派遺会社の{IJ)l1も可詑で

す．ItLしくは男女共同参団描逆名までご相製ください．

4會中請r'続

申印苔 rライプイベン ト期（妊欺，育此・介箕守） 9）絣究者文公」に記蒙し．男女共国参圏捨進
可9こ悦出してください．

5.採択

多激の応募があった忌合には，対象者の覆位や必要状況字をhll味したKで｀男女共同参lll1推進室

で統合的に寄行の上、採令を決定します．

6.文笠日の採用

紐員の遼定にあたっては男女共同参軍襟灌市から情柑提供できる遍合もあり定すが．只則とし

て申i9省がhうこととします．

？ 嘱告書の提1ll

本文授を受けた餅究がこに~ 髯告会の参mと視令書の羮Iりをお厨いすることがあります．

..問い合わせク

杢間E稟大学男女共同事栖唯池玉（総務広帳辰労陪巴理係：内繰50181

Eつい1: ut，血江血90PI口 t．紅．1P



[ II-2-2ダイバーシティ研究濃境整備のための取組一

ニュースレター「ダイバーシティ通信」発行

2020年度は第 12号、第 13号を発行した。本年度から女子高校生に本学の教育・研究をより具体的に知って

もらうことを通じて女性研究者の裾野拡大を囮ることを目的として、本学女子学生へのインタビュー記事の掲載を

開始した。

・ダイバーシティ通信第 12号 (2020年 11月発行）

”'・99●―•9
・ジがと示逗

環工濯というと男1が9いイメージ9と累い霊”‘.,りとく
女子学隻も沢山い●9 1 •四＿ 遍9lUlfil99I●l •人_,.
で學んでい●ことなどこついてイン9ピューし屯ヽ＝細し●
,-．「竃エ扇っ-aeそうIl、"U"”'てみたい』と鴫〇驀の寓
生が一人でも増え●こと畳璽轡してい●言．

;：::；四四>;:,.
土木はスケールが大さく、 rこれは自分分と（ったんだ上）といえるの9噂力

9̂-
鱒璽や令●曾員... 
+＊工●コース 曼ヽ生

竹内 ・S・ん

＂駅り下＂力鱒ち』 9く、 1こn,"””'つく9たんだよ．，
大人したとさにILピららかと といえる鑢力が•'，9Tn▲

いうと重噴9 零`ひたいと息9てヽ 置ヽe
た． 裏校1●生0とさ、いるいうなm •一·インフ9..で翼外にも
．nを●(•らがみ9て．...応事槽 今lと コン9,iーい淑や澪石B... 
高磁•饒いて屯． 量贄9•K懺＾ など頑 遍偵ふ鼻 り●ぷつ19て置’’●ャ
でいたんでr．でもA零して戌 を受け え●冥畿奮して• 9....黒と畢•シこ 」
ていくうちに．土不に●かれてし、さ2し レ~，990●閃●コンピ·-クで麟べ

た． 9n•であ夏リ 9＾いなイメージ， ．年をして｀ヽ重,.あたり1ぇ●こと
なか9た土刀でしたが． e 9鯵の下 を篇い、 あたリ鵞えのことee●す•こ

●力●●』笥なとこ9に慧力t..Cエ とにつながる事売だと息‘‘•r．それL.
した．拿た土木を亨んだことによ六・ |… はみg咄正して心 して、み
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・ダイバーシティ通信第 13号 (2021年3月発行予定）
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帯広畜産大学の取組

セミナー開催

令和 2年度男女共同参画講演会 オンラインセミナー「畜大型子育てサポート制度」

2020年 12月2巳 13 : 30 ~ 14 : 30 
帯広畜産大学教職員およびKNIT連携携関の事前登録者

●名称

●日時

●対象者

●場所

●参加者数

●講師

帯広畜産大学総合研究棟 1号館 E2503会議室より zoom配信

45名

上川昭博 氏（帯広畜産大学・獣医学研究部門 准教授）

中馬いづみ 氏（帯広畜産大学・人間科学研究部門 准教授）

●実施主体名 帯広畜産大学男女共同参画推進室

活動内容・報告

毎年実施している帯広畜産大学男女共同参画推進室セミナーを 2020度はmeetupweekに合わせて開催した。

今回は、畜大のサポート制度の中の一つ、「研究支援員制度」を利用されている 2名の先生に研究内容やご家族の

ことを含めてご講演頂いた。上川先生は、研究の遂行には妊娠マウスを維持することが必要不可欠で、研究支援員

にその管理をしてもらい、研究がスムーズに行えるようになった一方で、研究者としてライフを優先してしまうこ

とへの不安や、ワークを優先して家族に申し訳ない気持ちが芽生えるという琶藤についてお話しいただいた。中馬

先生は、同じく子育て世代の研究支援員に研究だけでなく精神的にも支えられていることや、本学着任のためにご

家族が離れ離れになり、お子さんと 2人で来られたこと、その時のサポート制度の不十分さを踏まえ、今後大学

が取り組むべき方向性について語られた。本講演は本学のサポート制度の周知や改善のきっかけとなった。

研究支援員制度

本支援は、妊娠・育児中の教員を対象に公募を行い、研究の計画的遂行のため、研究支援員による一時的な業務

支援を実施し、ワークライフバランスの向上に寄与する支援制度である。

●対象者 帯広畜産大学のライフイベン ト期にある教員（女性教員優先）

実施内容・報告

2020年度は男性教員6名、女性教員 2名、延べ2077時間（令和 2年 12月現在）の支援を実施した。

在宅勤務制度

●対 象者 帯広畜産大学の以下に該当する教職員

実施内容・報告

本学教職員の新たな働き方の実現の一環として、また、新型コロナウイルス感染症拡大防止等に資するため、 在

宅勤務制度の整備に着手した。本制度は妊娠、育児又は介護等と仕事の両立（ワークライフバランス）のため、在

宅勤務を希望する教職員も対象とする。
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北見工業大学の取組

ダイバーシティ推進に関する講演会

学内の意識改革を図ることを目的とし、ダイバーシティ推進や男女共同参画推進に係る FD講演会を実施した。

●日時

●対象者

●場所

●参加者数

●講師

2020年 8月28日 10 : 30 ~ 1 2 : 00 
北見工業大学所屈教職員、等

オンライン： Webex

105名

森 勇介氏（大阪大学大学院工学研究科教授）

●実施主体名 北見工業大学ダイバーシティ推進室

活動内容・報告

昨年度に続き、 第2回目となる講演会をオンラインで開催した。謡師の森勇介氏は、窒化物半導体結晶育成技

術を基にベンチャー企業も複数立ち上げる等の活躍に加え、心理学的アプローチによるプロジェクト活性化につい

て多数講演している。本訊演会においては、自身のトラウマを POMR法というカウンセリングによって解消した

経験に基づいて、所隅機関の教鼻・研究者・学生に対してもカウンセリングを導入した結果、心理的な壁を突破し、

活躍している研究者の例が紹介された。笠疑応答では、自分自身でトラウマを取り除くことができるのか、教員と

して学生にトラウマを与えないためにはどうすればよいか、等の笠閤が寄せられた。また、アンケート結果から、

カウンセリングの効果に対する関心の高さが伺え、今後も関連テーマでの謡演が望ましいと思われた。

10 30から姶亨り拿すしばらくお持らくださIヽ

し -:..

令和2年度ダイパーシナイ

推進に関する講演会
主催ク’イパーシティー推進室

本日の遭れ
・ご講濱
買疑応答（チャットでの買問も歓迎し手す）
・webアンケート （本日の感想．今稜敢り.l:.Ifて欲しいテーマ）

（（屯珀軍大学
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日東電工株式会社の取組

従業員エンゲージメントサーベイ「Seeds」

●8 時 2020年度

●対象者 国内主要 Nittoグループの従業員

●活動内容・報告

2019年度に実施したエンゲージメントサーベイ 「Seeds」を受け、各執行体、各事業所でエンゲージメント向

上に向け、くるま座（小集団議論）を行い、施策を検討した。

2021年度には、 海外グループ会社を含む Nittoグループ全体を対象に調査を予定しており、以後隠年で実施し

ていく。

働き方改革（育児休業、在宅勤務）

●8 時 2020年度

●活動内容・報告

働き方改革の観点では、コロナ禍の影轡や、今後、在宅勤務を中心とした働き方など、新たな制度への展開を見

据え、 トライアルを実施した。 2021年度以降の制度導入に向け、労使間で協謡を進めている。

また、 2020年 4月からは、男性の育児休業取得の向上を圏ることを目的に 5日間の有給の育児休業を新設した。

男性社員を含め、育児休業取得率 100％を目指し、育児を夫婦で取り組むことで女性活躍の更なる緊壌整備を行っ

た。



[ n-2-3研究力向上・リーダー育成のための取組一

II-2-3 研究力向上・リーダー育成のための取組

連携機関全体の取組

2020年度KNIT共同研究助成

北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワークでは、女性研究者の研究力の向上やリーダースキルの強化、 北

海道の研究ネットワークの拡大を目的として、連携機関関係者と優れた共固研究を行う計画 (KNIT共同研究）を

持つ女性研究者を代表と、その研究課題に参加するメンバーに対して研究費助成を行った。

●実施機関 北海道ダイバーシティ研究環境推進ネットワーク

●公募期間 2020年4月上旬濱～ 5月 18日 正午

〈2020年度KNIT共同研究助成採択結果〉

応 募： 13件採択： 13件

採択決定： 2020年6月25日 KNIT推進会議（メール審議）にて議決

助成対象、助成金額等詳細は別掲募集要項を参照。

※連携櫻関ごと募集要項を作成・公開のため公募開始時期は名櫻関により異なる。

2020年虞

人材育成本部共同研究助成

説明会

「女件研究者研守＇lーダー育咸共同研究助咸

(KNIT共同研究助成lIについて （北＊KNITl

J91シI・ ヰmに交

~ l<NIT 
1— 
女性研究者研究リーダー育成共同研究助成

(KNIT共霞＂覧馳慮）
KNIT助成の鑽夏
騎字拉緬人材膏成霞禎.,事璽 ［文1ff1.,.t) 「ダイパーシティー~ ・イニシアテ4プ渾弓四）」

匹"年夏～磁9年賓1のー曝として、北識遍ダイバーシティ碩天環讚攘薫ネ9ドワーク（以下
心IT) が璽2する覇9直叫むUグ9ムです•

旦
女性研天甚OO幻メ油＇u：や，)ーダースキルの驀化、また北篇遍の研究ネウドウ-9の広大量目的
としています．

暮集賽項

・対 本 UA<U吟費遍

・紐 岨碍は、本学飲•とKぼr兵同寅籠●閏·に所属する研究寓夢加してi'SCと
・し具凰よ↓...，.. ̂¥、刊• T、守い●人9、""‘"い紐・鴫量虹アミ9ア・フ

• 金菫i Al上悶100万
日只畑究量上層20万円

・轟集顆冒幻20にヽ 月1日はJ~5月 18 日 （月）正午必•

・ 応鼻方法ダイバーシティ研究疇墳渾這宣膚よりダウンロードした申綱•に必賣議軍を入力し．
ダイバーシテd研吹臓頃賞虚冨 0•“釦ynf”tor．袖畑細•cJpl ヘメールで糧出

説明ュ 應し家す●●珈霰立し＊

4月16日 （水） 14“た 16凶
人＂膏成本会凛事

運営・甲隕●提出懇口

北海道大学人材百阪本部ダイバーシティ研究環境嘘造室

（旧 女研只召支援室）

Pr-9timo記●of9●s.."h.."mnmont切恥・呻y即→
直•Mm•JI”“”nfom小ckud●i.“.JP

KNITwebサイトでの告知 募集ポスター （北海道大学版）
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2020年度 KNIT共同研究審壺結果一覧

研究課題 研究代表者 共同研究者

糸状菌を用いた化学的および生物工学的なスクアレン高産 ；崎浜靖子講師 ・
：山下 慎司帯広畜産大学

生システムの構築 i北海道大学大学院農学研究院 ： 
............................................................................................................................................................................................................... 

コルチゾールカ渭闘巣呻に与える影響還脂質組成の変化l小林純子講師 l手塚雅文帯広畜産大学
：比能洋北海道大学

に注目して i北海道大学大学院医学研究院 ； 
；工藤 正尊北海道大学

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・ 

i平野美千代准教授
知識と実践を融合する保健師教育eラーニングシステム ： ！須藤秀紹室蘭工業大学

i北海道大学大学院保健科学研究 ：
の開発 ：大西竜太 北海道大学i院 ．
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

外国人材育成に向けて大学の日本語教育は何ができるか— i 鄭恵先教授 ： 
：山路奈保子室蘭工業大学

「日本語教育推進法」の成立を受けて一 ；北海道大学高等教育推進機構 ； 

；齋藤陽子講師
ベトナムにおける農業保険の導入と農家所得安定への寄与 ： ！窪田 さと子帯広畜産大学

：北海道大学大学院農学研究院 ： 
• • ---------・ • •ー・・・・・・・・· ···································· ········ ··························• ··········· ············································•·· ············· ······· ···························· ······

授乳期の高脂肪食給餌が母乳成分と仔の脂肪組罐幹細胞に i岡松優子 准教授 ： 
：上川昭博帯広畜産大学

与える影響の解明 i北海道大学大学院獣医学研究院 ： 

感染モデルを用いた免疫難病の発症・増悪に関わるメカニ ；外丸詩野准教授 i武田 洋平 帯広畜産大学
ズムの解明 ；北海道大学大学院医学研究院 ：福井 理北海道大学
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・i・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ·······················1··:-.::=····~·:.:.:····=~·=::.:·~··:::············· 

！疇秀紹室蘭工業大学

親と子どもを対象としたヘルスリテラシーの向上と科学コ ・
；寺岡 友里学術研究員

！高原まどか室蘭工業大学
；北海道大学

ミュニケーションシステムの構築 i環境健康科学研究教育センター ； ！宮下ちひろ北海道大学
；山崎圭子北海道大学

............................................................................................................................................................................................................... 

：朴絃貞特任助教
発信型と表現型を融合した科学技術コミュニケーションの ；

試み～2020札幌国際芸術祭との関連展示で考える地球 ：
；北海道大学高等教育推進機構 ； 

i舘山一孝北見工業大学
温暖化～
........ -.........．、_.......．▲→●● ●ヽ-··········-········-··•ヽ-··········-············．』・．．． ．．．．．．．．．．

母子同吊種のホルスタイン種、黒毛和種および短角種にお ：
；川島 千帆准教授

i帯広畜産大学 ；河合 正人北海道大学

ける分娩直後の母牛および産子の血液性状の差異 l畜産フィールド科学センター ： 
i草場信之帯広畜産大学

：近藤寛子 助教
ヘムタンパク質におけるポケット形状とヘムの歪みの相関 ； i飯塚 博幸 北海道大学
解析に対する畳み込みニューラルネットワークの最適化 ： 

：北見工業大学工学部

：地域未来デザイン工学科
i舛本 現理化学研究所

.............................................................................................................................................................................................................. 

ナノ構造酸化ニッケル薄膜の電気化学的耐久性の向上によ ： ｀ 
：金敬鋼准教授

る高機能化
！北見工業大学工学部 ！藤井翔北海道大学

！地球環境工学科
· · ··········· ····· ··· ·················· · · ··· · ··············· ·· ··············· · ····· ···········•···· ···································· · ··· ···········•· · · · ··· ········ ······· ················· ····· ·········· · 

シアル酸転移酵素の阻害作用を有する化合物の合成研究 ： 
：庭山聡美教授

；室蘭工業大学しくみ解明系領域 ： 
：比能洋北海道大学

....................................................................................................................................................................................................．．......... 



r n-2-3 研究力向上・リーダー育成のための取組~

●2020年度 KNIT共同研究助成 募集要項 （北海速大学】

[．IL螂道大学1

っダイパーシティE究況境宍現イニシアテ4プ｛寧31剛）J

2020年度 KNIT共同研究助成 募集要項

1厖5l

科手技術人材＂成費襦助ぶ菱 （文邸科学台） rダ4,'ーシティ研究屈喰実況イニシアテ
イプ（死引型） I(2019年度～2024年度），，ー讀として．北海送ダイパーシテ4研究製境

惰遂ネットワーク (KNIT｝の連携懐関である北漏沼人牛．室織工果人学．罰広畜程人

学．北．旦T．藁大字、松大会社アミ／アップ． 0束電＿Tは式全社における女性研究名の研究

カの向上やリーダースキ）いの強化． また北対逍の研究＊ 9トワークの批大を目的とし．連

携檄問婿究料と優れた共討研究をfTう計頑i(KNIT共＂研究）を持つ本字，，女 11．の研究代

式名に対して研究IIJ//)成を行います．

（応暮誓件l

• 本マに所属する女性研究名（けII枚日、閥士研究nを含t,) が研究代火名となり｀ 他の

運横潰閲に所属する研究名がJ狂阿研究名として 1人以上参；；；する）し同1i11究であること．

. Jl.J研究名，，性JIItよ問わないが．女研名を含むことが望まい・・

・研究代表芍が他"KN11'J知1研究の反n研究杓になることを妨げな,..
、 共同研究名，，職位ti問わず、情士研究日字•を含めることがでさる． J\~I研究名に連携

匹以外の研究名を含めることもできる．

・同じテーマで他，，研究費助成を受けていないこと．

・ 人，，研究者が研究代表となることができる幻wr)I同研究931 fl・に限る．
※111±ill究員．教＂研究職，，短時 flll艶情葦“、 a本学綸駁鍔会9)名饂PO．界門研究9

｛研究助成，，111l

A 研究ft:!>'11である本テ0女性111tたむに対し 1件あたり最大1⑲ JiFl

B. K.~IT 共~I研究にて絹究ft衣以外の共門研究召として参両する本学研究料 1 人あたり

a人•20Jin （他の違携関関所累研究肴が研究代となる＄合も含むが、 当該共同碩究

，，参両寄に本学女tt・研究科を介む塩合にRとる）

共hl妍究 1 /1'あたり、 本学において ri<!A•B が 100/J P!を耐えたいこと

1人が1J!数のKNIT共闘研究＂共 l'！研究台となることほ妨げず、 BのI-．駐製92共,,,研究母
1こ週II される．ただし、その火行妥•1性については害互時に巧慮される．

助成金槙行IJ,11!]1!.採択決定後から2020年度2月末までとする．

池の述柄櫻殷所属窮究者に対する助成については讚霞l臼ヽ こ定める．

1肋成対象研究経It!

汲働幡＆l憎 60万円以上，，晴人経費）。沿lbll胃、脈胃（当該研究成果，，発喪ヽこ級る7全苓

加、当該研究に係る打合せ等，但し外国旅貨は不可．）．そ，，地必四な経貨 （祐宮金、通G遷

貴し費、 fl1扱料、嘘役務費）

上記対象径賣に含まれる湯合でも他憶関所属の共釦l研究苔に9,lする支出19でさない．

"渭方法l
研究代投打は．所定のホ謂嘗をダイバーシティ研究製岨推逸至宛に電子メーんにて笑出-J・

も．

速携檄OOIこ所属する共同妍兌者19、fill究代天打が捉出した中閉嘗0コピーを、共罰研究名

，，所紙襟関のKNIT亭壌屯送i憚署宛に名子メールにて拠出する．

叩肩Jlll限 四20年5月 18日（月）正午

E9りについて】

北悔道ダイパーシテA研究嚢浅楓進ネットワーク害介委員会により選考し、Ih蔽釘を決定

する．

選与99.＊支授9X樋泊の冷合．発展怜笞の組点から行う．

1給足通ml

20初 年6月上＂予定，申消吝ナペてに通知します．

（その他l
，採沢された湯合、ふ凜業において・虚する研修やシソがジウム苓＇に．糟極的 に参加するこ

と．

,lilf究代表名は当該年度，，文殿期，J．終了後に、柑定様式の＇尺癒籟告嘗（収支頓告含む）をダ

イパーシティ研究稟％U但追i烹9こ塁出すること．

＇は択された巾笥1こついては、研究クイトルと申請名所属．J¥I司研究者所属名がダ4バーシ

ティ研究忠内t推追丑””tfj怜9等に掲域される．そ，，他の事項については甲謂名，，許市を柑

た上で濁霞されることがある．

申檎縞苓の侃出先 • お問介せ先 ：

北渾辺大学人けW成本湿 ダイパーシティ研究棗墳Ill!這字

血 '011・7吟 3625

メール'99a@”nfo1C9、hokud8L心 JP

●2020年度 KNIT共同研究助成 募集要項［室閑工業大学】

（主饂工蔓ぷ学1

ーダイパーシティ好究環境尖戻イニシアティブ（葦91四）

2020年殷 KNIT Jt同研究助成券集要項

I愚B1

科学技籍人~l'I成費舗肋事菓〇ば9科学名）グイバーンチA研究虞境宍呪ノ＝シア9•イプ（土うI型）J

位019記復～2024年度の一稟として．之葎道ダイバ一、つィ石兌点境椛違ネッドワーク(Kヽ7r)の連携嶋閲で

ある北淘必大学．宣JIil．文大学．島丘名税大学、北比T．突大学、株式会999アミIアップ BJ!(亀下株式会99

における女在研究者の邸究9の后）卜やリーダースキfヽの撞化、念だ北内道の妍夭ネットワークの拡大を8的と

し、 遍携鰻闊霰究者と優れた)ti“研究を行う叶西(K :ヽlT 共詞碩究）を，，，っ4学，，，女性社究It表者及びれ•M

研9ノに対して球究壼肋成を行う．

＂り成苅象I
A lll究代表がこ江する肋戌

*＊‘こ所属する女性研究名（杵任敦R、博七研究Qを含む．）が研究ft1'者となり•他の連擁機翌に所属す

る研究名が共尼研究呑として1人以上参園する共同碍究に'”‘て．罰究代＊む9こ対する馳成を行う．

" 共同石究

心 T遷攪慢苔（本学を含む．）に所属する女ltllf究名が研究代宍8（吐蓑目澪と妍究日を含む．）とな

り、抒究代社＃と異なるK9IT奎喪囀閤に所属する研究＂が兵后碩究村として 1人以上参iiiする共同原冗1こ

...,いて、ギ学に所属する大同碩充名（件力l問わない・特f1教只、博.llll究只を含む．）に対するもうぶを行う．

1応罫雙件I
llA、0いずれし、研究代裏苓mo”"9月いヨ関催渭究交流公r紐昂分野呵up山1こ参）．申し込みした苓

にmる。
2)KNIT,l,問研究，，研究代費名及びル同汗究＃Ii.itのK̀ITA罰研究，，Am研究名となることが．cさるた

だし・濱数のKMIT共I',“究の研究代衣々となることにでさない、

9)K閲研冗考にK刈T連携囀関以外の妍究行を含めみことができる．

4)研究助政のH的上、中匿日均点において同一，，研究．ぢメ／バーや同一のサーマにより、他の靖I~金等を

受けていないこと

"Uぶillll
A. I：磁IOOルF

19. iI胆0hlt

＂J成金帆tr月問）

採択決疋後力ら90,.年ご＇求まで

1助成9I象研究経費1

R伯伯凸費(50 万q以上の縞入包賣l&I社d9費． f~内烈賣（当五りf究成果の発X（こ係る学会参瓜当

9妥-01鉛こ如合、II!し外ば艘費に助衣99象となダ＾‘• l その地と袋なtt費（柘寄金． 漏伍洸煎脅．倍

ゴn．位役務曹）

上記対象代賣9こ含まれる瀑合であっても伯罹閲庁属9)箕コ碩究石に対すろ叉出はできない。

I~請方法1

・研究fl:長若は．所よ99中＂苔を兄女火間参五位遣五ら 9にリン”ム又＂貧子 メー99にて囀出する占

他樗閲に所属ナ“”m：友者の女岡研究I：共同研究石として参聾iする今学＂研究名は ．研究it/I者が楼出し
たものと同じ共同研究甲111害を刃女女閂参1●罷遠“'こ褻出すと

ma期凩：2⑰0午 9月180 

Ill'!について1
•北涵適ダイバーンティび究讚境撹漢ネットソーク吝査委員会によりlll'!し．助成事を決＊する．

還考は．ぷ文扱8)専5<f)通知．．発饗作詈の霰点から行う．

＂と果通lnl
⑳?0年6)1.l句予定．919請甘すぺて9こ通知する

（その也I
•四也U湯合、本ぷ漢Iおいて冥賢t磁犠やが1切碍I: ．ぼ鵬U珈•r廷

紅亮ftNもは3駿年霞の知期間柊了後に 指定囁式，，・i,蛉鍼古●(f;1-J;.剥；；含む）をガ女共問参＂控曲玉

に褐出すること

・探吠された山＂について 19．研究クイトルと中9糾引所嵐．共問研究そ所嵐．名が本竿及び共同；；紋噌開の勢行物

9に沿Itされる．その伝の事項9こついては印請仔9>訂可を得た上で紀霰されることがある嵐

＜申讀函弓，，撼山先一問い合わせ先＞

室戴L菜大字男女に同..函帷遮室

電区：0943→6--5919
9ール．“ntrn血コ．mmril上C.j,

77 
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● 2020年度 KNIT共同研究助成 募集要項 ［帯広畜産大学】

“夏旨）

rダ・（パーシティ研究環墳茎瑣イニシアテイプ （牽引梨）」

2020年度 KNIT共同研究助成 ｛帯広老産大学】

蛯槃要項

科字技術人材百成門補ll/1:1'茎（文部科字も） rダイバーシティ研究ば現実現イニシアティ
ブ （牽引出）」（2019年度～2024年度） の一底として、北海溢ダイバーシティ研究環填推

進ネットワーク (KNIT)の直圏閃である北浦道大字．空間工栄大学、如広畜産大字、北

只エ某大学、柑式会社アミノアッフ、日中電工株式会社における女性耐究者のq究力の向上

ゃリーダースキルの強化、ょた北濡沼の研究ネットワークの拡大を目的とし．連携頌閑研究

老と低れた共同研究を行う訂画 (KNIT共同研究）を怜つ本字ク女性の研究代表老及び共同

研究者（性別不問） にヌれして研究開助成を行うものとします．

（応葬要件）

• 本学に所属する女性研究者（特任教員、 特任獣医師を含む）が研究代表者となり會他の

達機関に所只する研究者が共同研究者として1人以上参函する共同研究であること．

・只詞研究者のだぼり1:rdlいません．

• 9l阿研究者の直位は問わず、19士研究口曹を含めることができます．

• (!Iの劫成金を受けていない研究に限ります．

［研究助成の匈

．^研究代表召である本学の女性研究老に上阻40万円

8．共同研究者である本の研究者に上限20万円

※助成合紺テ期閣は、採択決ず後から2020年反末までとします．

x他の遅携機閲所1l1研 1こ対する11/Jfli.1こついては機関毎1こ定めます．

［助成対象研究経n1
消託品費、旅費（当該妍天成染の兌西1こ係る学会お加、当該研RIC係る1J合せ翌但し外

田旅貨は不可．）．その他必要な経貨｛名嘉1金、遥笞逐1迂鉗、信狙料、這役窮羹).

※上記刃象経円に含まれるは合でも他磁関所竃の共同研究者に対する支出はできません．

1申頷方法l

・研究代表者l工． 所定の甲石●を総務諜人平 ・労務係 (zinxl@obihi,o.oc.jp)に電子メー

ルにて荘出してください．

• 他機閲に所属する研究代 研究代表

壱が捉出したものと同じ共□UI究甲碩●を総印某這・カ務係に提出してください．
• qi,::期は2020年5月15日（会）とします．

［選考についてl

• 北海道ダイバーシティ可先環境推違ネッ トワーク寄百姿只会により選考し、助成額を沢

定します．

．這考は、本直の趨后の適合性．発展性写の観点から行います．

5̀采幽ll

2020年6月上旬予定． 甲頷者すべてに通知します．

※採択された研究既題は男女共同参画損進室から極字逢携センターヘ遠格しむす．

必翌に応じて共同研究に対する学内手続きを行ってください．

［その他1

・採択された場合、本奉稟において実施する研穆やシンポジウム等1こ、 1食心的にも加して

ください．

・研代は該年の実疇悶終了後に、 指定様式の実唖穀告書（改支岨告含む）を

総只人エ・労窮保 (zlnzl＠必lhlro.ac.jp)に電子メールにてIll込してください．

・採択された艮題について,..、＂究タイトルと申訊者所属共同研究各所属名が本亭案の

即 f窃等LE船散されます． その他の事項1こついてはm；訳者の打可を祖た上で掲駐さnる
ことがおります．

I申頑•等の提出先 • お問合せ先l

お務諜人，．労務係生Ill

メール， zlnzl@cbihlro.ac.Jp

内 ほ；522L

● 2020年度 KNIT共同研究助成 募集要項 （北見工業大学】

1ダイパーシティ研究環楼実現イニシアテイプ （牽<I!l'i)」

2020年度 KNIT共同研究助成 ［北見工業大学】

募集要項

［趣旨J
科学技栢人材RI&n補助事業（文郊科学右） 1・ダイパーシテ4研究刃埃実現イニシアテ

4プ（牽引型）」（2019年度～2024年度）の ，哄として、北海道グイパーシティ研究荘墳推

進ネットワーク (KNIT)の遠携隈I関である北油道大学、室闇T．業大学．n9広畜産人学、

北見工莱大学．抹式会社アミ Iアップ、 日東屯工株式会社に¥ける女仕研究名の研究力の

向J:ゃリーダースキ.,.,の強化．また北海道の研究オ 9トワークの拡大を目的とし．逢携機

閲研究者と優れた共同研究 (KNIT共同研究）と行う計画を持つ本学の女性の研究代表者

及び共同研究者に対して研究費助成を行います．

【応募要件I

•本学に所ばナる女性研究者（特任敦員及び研究H苓を含む）が研究代表者と な' . 他の

迎費恨閑9こ所属する研究者が共同研究者と してl人以 K参両する共阿研究であること．

共同研究者の性別はIll!わないが．女性研究者を含むことが望ましい．

研究ft戎者が他のKNIT共同研究の共同研究者になる ことを妨げない，ただし．複欽の

KNIT共同研究の研究代表者となることはできない．

・共同研究者の戟位は問わず．竹任敦員及び研究H答を含めることができる．共＂研究名

に連院桟関以外の研究者を含めることもできる．

. ~I じテーマで他の研究費助成を受けていないこ と．

［研究的威の頷l
A.研允代火者である本字の女仕研究者にJ:.限,so万円
R.KNIT共同研究にて共同研究者となる本学研究,fl人あた り上限20h円 （他の達携機関

所属研究行が研究代表となる燭合も含む。）

．肋成金執行)IIIrd]9i．採l尺決定後から2020年度末までとする．

．灼の連携機閲所厩研究者に対する助成については機脚箪に定める．

[JV）成対象研究騒ll'l
散il]瀧品R (50万f'I以上の購入径m 、希托,lilt、朕n（当該研究成呆の発表に係る字
会愈加、当該研究に係る打合・ビ字、但し外国旅費は不可。） 、その他必要な詳l'1（謀刹

金、通信遅搬費．侶屈料、溢役務賞）

上記対象抒費に含まれる名合でも他隈1閃所属の共阿研究者に対する支出はできない．

［中芍方法l
・研究代表者は、所定の中甜泣を総務森人ポ担当宛9こ雹子メールにて提tJjする．

•他檄関に所属する研究9t．父者の共同研究に共同研究者として参再するふ学の研究名は．

研究代表キが災IBしたものと同じ）牝9吋研究申請Ptを総務課人事担当宛には出する．

.,a終,,,酌期限 2020年5月13fI

【選与についてl

• 北海政ダイパーシティ研究以姿推進え·ッ トワー ク壽在委月会により還考し、助成額を決

定する．

・選考は、本支因の達言の適合性、 発展性苓の起点から行う．

【紹果通知l

2020年6月上句予定。申謂者すべて1こl!i知ナる．

［その他l
・採択された場合． 本事茨におし・て実窟する研経やシ ~,t,ジウム等に、 紐極的に参泊する

こと．

・研究代表者は当該年度の実施期1出終r後に．指定様式の実艇報告1i1（収文報告含む）を
総務頑人事担当宛に提出すること．

・採択された申請については．研究クイトルと中請者所属、共間研究者所属名ぞが本寧莱

で発行するIE報物等に妃軟される出合があり ます．主た、その他の印項についても申謂

者の許可を得た上で掲蔵されるこ とがあります．

,,,.,書等の提出・:i問合せ先

北見工菜大学総務潤人＊担当

釘訊： 0157•26•9115

メール： 90umu06@d.,Udtam9ーlt.ac.jp



[ n-2-3研究力向上・リーダー育成のための取組一

KNIT研究交流発表会「異分野meetupweek2020」開催

●名 称

時

●対象者

●日

●場所

●参加者数

●主 催

●後援・協力

●特別協力

KNIT研究交流発表会

「異分野 meetupweek2020」

2020年 11月30日～ 12月4日

KNIT連携機関の他、大学、研究機関、企業等に所

属する研究者・技術者・大学院生、テーマに関心の

ある方

オンライン

126名(“異分野 meetupweek2020”参加登録者数）

北海道ダイバーシティ研究環境推進ネット ワーク

(KNIT) 

（北海道大学、室蘭工業大学、帯広畜産大学、北見

工業大学、株式会社アミノアップ、日東電工株式会

社）

公益財団法人 北海道科学技術総合振興センター

（ノーステック財団）

NPO法人 butukura 

北海道大学 大学力強化推進本部URAステーショ

ン、人材育成本部 研究人 材 育成推進室

(L-Station)、産学・ 地域協働推進機構

、
一
9 •こ

巴国□巴邑巴璽9.= :-『と？二占‘=-=- -..--:-=. :-.=,:: :-.~:c:: 
--=み'コ圭三

鵬諷瓢i巨巴瓢9日- ＝ -- - Lニ•“--“· ••ー·"”'~＂”一→ → :ーと←、 一.. -‘●== 

-巴戸巨-弓琶=-:: 'cc"='・.. -ご六:・ム 7=＝と ::-二マ-ニ-----:.o・.・..:.. 一』

三圏邑已巨四璽~-

・U 
活動内容・報告

異分野の研究者との交流を促進し、多様な視点や専門が融合する

コミュニティや共同研究の発芽を目的として、 2019年より引き続

きKNIT研究交流発表会“異分野 meetupweek2020"を開催した。

昨年度から続く新型コロナウィルス感染症対策のため開催方法は完

全オンラインとし、研究交流WEBサイトの構築から準備が始まっ

た。オンライン開催にすることで、昨年度の振り返りでいただいた

“隙間時間で気軽にポスターを閲覧したい”という声を実現しやす

くなり、開催期間は 5日間とし、24時間いつでもどこでもポスター

を閲覧できるよう企画した。ポスターは今年も研究紹介を簡潔に用

意できる「研究ノボリ」型テンプレートを用い、計91件のポスター

がWEBサイトの画面を彩った。研究交流WEBサイトからは、ポ

スターヘのコメントや出展者へ直接メッセージを送ることができる

機能を実装した。また、今年はポスターによる研究交流だけでなく、

KNIT連携機関それぞれが主催するセミナー（計6件）や、研究者

交流サロンとしてじっくり語り合いたい研究者を募集してオンライ

ンコミュニケーション企画（計3件）も行った。セミナーと研究者交流サロンには、延べ 200名の方に参加いた

だいた。 また、この期間中に KNIT協力機関※ミーティングを開催して協力機関の皆様それぞれが感じているダイ

バーシティ研究環境に関する課題や状況の共有をした。

願夏
ニ早二主::-・-

麟瓢鬱川瓢
=＝子＝心＝二--•—• =—•. 
匿口瓢i昌国■--= 1_' ＝＝＝•三
が＝一’窒---:--7—-— 

瓢ま 7．芸言芸

鵬顎＝ー・ こ

｀ ー•- -.~. --・-,_..一―----•• 

鵬£コ三
芸〒声話-F＝モ号ニ

※KNIT協力機関 ：KNITが目指すことに賛同いただいている企業・櫻関
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一骨暑H•H必非紐叶!:-

〈異分野meetupweek2020 セミナー・サロン一覧〉

・セミナー 『産学官連携のための情報デザイン＆コミュニケーション」

開催日時： 11月30日 15 : 00 ~ 16 : 30 
主 催：北海道大学

ゲスト：株式会社クレメンティア代表取締役 荒尾裕子氏、株式会社 OWLS代表取締役横山理佳氏

・サロン 「多様〈性〉のネットワーキング：セックス・ジェ

ンダー・セクシュアリティ研究・教育が紡ぐ私

たちの未来j

開催日時： 12月 1日 11 : 30 ~ 13 : 30 
主催研究者：北海道大学 大学院文学研究院 欧米文学研

究室教授（英米文学）

応用倫理 ・応用哲学研究教育センター員

瀬名波栄潤氏
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・セミナー 『研究者のススメ、室蘭のススメ』

開催日時： 12月2日 12 : 1 0 ~ 1 2 : 45 
主 催：室蘭工業大学

司 会：男女共同参画推進室長 山路奈保子氏

ゲスト：もの創造系領域准教授内海佐和子氏

しくみ解明系領域准教授太田香氏

ひと文化系領域准教授清末愛砂氏

ひと文化系領域准教授曲明氏

しくみ解明系領域 助教澤田紋佳氏

€Im吐．0竺笠竺1.i咆!.-
「研究看0ススメ、室蘭0ススメ」
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渾田鮫嚢
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山謁豪僑子
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[ n-2-3研究力向上・リーダー育成のための取組一

・セミナー 「畜大型子育てサポート制度』

開催巳時 ：12月2巳 1 3 : 30 ~ 14 : 30 
主 催： 帯広畜産大学

ゲスト：人間科学研究部門准教授中馬いづみ氏

獣医学研究部門准教授上JII 昭博氏

・サロン 『糖鎖研究について語ろう！ 』

開催日時： 12月2日 15 : 00 ~ 16 : 00 
主催研究者：北海道大学大学院 医学研究院講師

小林純子氏

・セミナー 「地域と歩む冬季スポーツ支援工学」

開催日時： 12月 3巳 1 0 : 30 ~ 11 : 30 
主 催：北見工業大学

ゲスト：冬季スポーツ科学研究推進センター センター長

桝井文人氏

~ ~ • ~ ~ J-~ 
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研宍書コミュニケーションサロン
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講師 桝井文人 氏
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一骨暑H•H必非紐叶!:-

・セミナー KNIT a Network !研究者交流会： 0-ルモデル座談会

開催日時： 12月3日 12 : 20 ~ 12 : 50 
主 催：北海道大学

ゲスト：北海道大学高等教育推進機構 CoSTEP 特任助教朴絃貞（パク ヒョンジョン）氏

82 

・サロン 「アーティストが北大で働くということについて」

開催日時： 12月3日 13 : 1 0 ~ 1 4 : 00 
主催研究者：北海道大学高等教育推進機構 CoSTEP 特任

助教朴絃貞（パク ヒョンジョン）氏、

北海道大学人材育成本部 ダイバーシティ研

究環境推進室学術研究員藤井真知子氏

・セミナー 「北海道発・大学発の研究開発型ベンチャー立ち上

げの方法論J

開催日時： 12月3日 16 : 30 ~ 1 7 : 30 
主 催：北海道大学

ゲスト：メタジェンセラピューティクス株式会社

代表取締役社長、遠友ファーマ株式会社 取締役、

株式会社ファストトラックイ＝シアティブ ベン

チャーパートナー中原拓氏
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[ n-2-3研究力向上・リーダー育成のための取組一

・セミナー 「みんなで摸るあなたの異分野～筑波大 100人論文

を踏まえたワークショップ～」

開催日時： 12月4日 1 0 : 30 ~ 12 : 00 
主 催：北海道大学

ゲスト：筑波大学URA研究戦略推進室

リサーチ・アドミニストレーター 新道 真代氏

—·-ー~ゴ」
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！
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霞聞

研究力向上・リーダー育成セミナー（教員向けセミナー、大学院生向けセミナー）

●名 称 全 5回シリーズ「Plを目指す女性研究者のため

のLeadershipDevelopment Training ProgramJ 

●巳付 2020年 9月 15日、 10月 13日、11月 17日、

2021年 1月 19日、 2月9日

●対象者 KNIT運携機関に所鷹する女性研究者 (PD含む）

●開催方法

●参加者数

●講師

オンライン (Zoom)

各回 12名

Dr. Iris WIECZOREK 

(IRIS Science Management Inc.代表）

99 9 9 9 99 9 ↓ .一寸・9 9 99Tr"`,．．．．．．． 99 9 999 99ヽ•ツア～ブ匹叫

P1を目指荘性研究者のためのR可ら

Leadership Develop 
Training Program 
オノラインで闘釦

＇）ーダーシッフ．マネジメント、コミュ ニグーション、
9ームロげャッ穴たマロる寧ブ0りラム！

R字醤020(fue) 4 
Principles of 
Leadership & 
Management 1 

い四U

”....9H’’’’ 

―‘ Jan/19/2021(Tue) 9逆 9、.l0
Building a 
Team 

活動内容・報告

本セミナーは、女性研究者の研

究力、リーダーシップ・マネジメ

ントカ向上を目的とし、2020年 9

月から 2021年 2月まで、ほぼ月

1回、全5回シリーズで開催した。

参加者は塞本的に全ての回に参

加することとし、それぞれリーダーシップとマネジメント、効果

的なコミュニケーションのスキル、チームの構築・管理といったテーマに基づき Iris氏のレクチャーを受けた。

参加者からは、セミナーの内容が非常に充実しており、科学的なキャリアを積む上で有益なアドバイスを得るこ

とができた、インタラクティブなスタイルにより他の参加者から有益な解決策を学ぶことができたり、異なる視点

2臨沿゚ 20(Tue)0ごぼ'(Tue)
Prlnclpl臼 of - Managing a 
Leadership & Team 
Management 2 

③=020(Tue) 
k町Skillsfor 
Effective 
Communication 

叩 e,＆紐匹如
匹叫S SI

hゆ'"四 /310<匹
nau4•nxu“”1 

...ti~`“し 9ムで•心9拿ての09d-....、心9る事が富す｀がです，●セ｀ナ.....●し19し』9で．
虹~- 9▼ 上”“畑““'ぃ--·^“-d.., 9 9 .d“`とhm•--.........`心9.............
::" KNIT 
’一

辛：：~:::.::'=
’~ →・」”. ～ド'--…-•

から問題を見ることができるなど、参考になる点が多かった等といった感想が聞かれた。
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女性研究者の研究力向上セミナー

研究者の情報発信力（研究ポスター、ポンチ絵、パネル、 HP、プレスリリース作成等）を向上させることを目

的に、効果的なポスター作りのノウハウを学ぶセミナーを開催した。

●名称

●日時

●対象者

●開催方法

●参加者数

●講師

「ストーリー作りから始めるコミュ＝ケーションデザイン」

2019年9月4日 13: 30 ~ 16 : 30 
KNIT連携機関、協力機関に所属する女性研究者

対面 （北海道大学人材育成本部会議室） ／オンライン (Zoom)

16名

株式会社スペースタイム

代表取締役中村景子氏

活動内容・報告

テンプレート型資料に、各自発信したい情報をひとつずつ記入

していくと、 最後のページには作成したい書類の概要が出来上が

る不思議なテンプレートを使用した。また、出来上がった概要を

元にルールに塞づき、情報を配置し、ポスターを作成するという

ー運の流れを講師の座学を交え、学んだ。実際に作業したものに

講師からのコメントをいただいたり、具体例も多く見ることがで

き、わかりやすかったとの声があった。

ヽイバー99ヽ 研文曝軍髪璽イニシア9ィブ｛轟9,}●重

女性研究看の研究力向上セミナー

ストーリー作りから始める
コミュニケーションデザイン

2020年9月4日（金） 13:30~ 16:30 ,~~~:: 
会珊：北爾道大学人材冑威寡鶉金•菫鵞たU オン.,イン 0-

鵬藝：棒弐金社スペースタイム代裏敗篇111 中村量子 l"～”ぇ»ニケー•ー9

対a:KNIT共圃●闘1こ所●する女性Ill寛書

―
-
＂
』
[

聾寛胃●暢 共霞硯寛，，立ら上If`翼分・馳會〇攘編．社會賣書に●Itた●零遍鑽や饂重など．

e省で ＂＂Uり●力●饂え・ •霞してもらう」 疇．どうすれば働鳳約か霞んだことは鳥り重せんか？

・国の會ミナーでは．伝え●＂＂ を ・ストーリー・とい9.....ら..ンプレートに編9て璽塵し．
卓ス●一r立．．、ブレスリリース亀●●なコ9テンツに雙え● f急なた辺覧鵬介） 會作鐵し重.,..

四 ・●込はこもら

M讐し’IM与n•J"

面回

ぉ●au
•NIT..鳥 ほ●鸞大隼94バ-シT«綱賣職鴫●童軍ト

.....：●nin ynt..，.9,ho切d●iべajp
TEL ,011.7...”” 
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北海道大学の取組

女性研究者による研究会等開催支援

本支援では、本学の女性研究者が研究会等の開催を通じてリーダースキルを強化すること、また共飼研究創出機

会の増加を目的とし、本学の女性研究者が中心となって企画するシンポジウムや研究会等の実施にかかる経費等を

支援する。 2020年度は4件の支援を行った。

●名 称 フィールド言語学とフィールド言語学者のダイ

バーシティ

●開催日時

●場所

●参加者数

●講演者

2020年 9月22日 9:45 ~ 17: 45 
オンライン開催

60名

（講演順）

吉岡乾 氏（国立民族学博物館）

ブガエワ・アンナ 氏（東京理科大学）

江畑冬生 氏（新潟大学）

伊藤雄馬 氏（東京外国語大学）

落合いずみ 氏（北海道大学）

●実施責任者 アイヌ ・先住民研究センター 博士研究員

■ 
:
'

．J

．
．
じ
・

•.• 

●

1

 

.

.

 

,
 

ル
ド
言
語
学

g

ィー

ぅ・
ブ

．．．．

ご
フ
了
ル
ド
言
語
は
直
万

J
 

9

.
，

↓

i

 

`
 

．

．
 
l
 •

• 

{

．
t
^

．
．
'
．
．
．
ー
、

．
 

8

・ダ
ィ
バ
ホ
シ
テ
イ

i
'

ヽ

"
r
.
r
,
し
i

ハ
凡Y

・
〗r
ー
▲

5
 
プ

,
9
 

9
・

→

フ
ィ
＇
な
｀

H
学
と
は
ど
う
い．
＾’
•
Jと
を
す
＆
→
関
た
の
か
を
わ
か
り

テ

，
 

ご

や
す
く
え
0
し

t
r』

i
T
'
f勺
ー
”
.

＂
バ
ぶ
・
ス
タ
ン
．
北
丸
、

K
且
悶
、
ク
イ
．
廿
鼻
な
ど
＂
鳩
“
品
い
て

、

頭

―`・
マ
イ
ノ
リ
―
:
ィ
●
＂
そ
虞

畜
し
て
さ
令
古
只
己
た
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
＂

r
 ．．
 

体
襲
．
g
否
ナ
迄
＇
と
文
双

m
4立
し
て
．
7
イ
ー
ルド

t
鼠
字
の
立

a

.
-
．
,
 

t

-

和

-
g
占
b

環
さ
女

え

を

・
？

．

｀

｀

‘
・
・
タ
・
ら
・
ヽ
し
、

シ

、．．

J

，
1
t
.
r.• 
≪
,
 

＼
 

’

し
＇ 

し
、

ー

ヅ

，i

｀

，・‘

••• 

玉

／
．

•• 

-••• 

i

．ヽ

．． •
一

ー
;
J
 

9

9

-

．．． 

g
 

加

.

.

‘

●

 
... 

-．
9
 一

`

『

.

.，' 

，
 

｀` 

・て ・—`:...、

・, I I '● 曇・ず轟工霞配〇ア打1叩ししレ•--

支援報告書より抜粋

本シンポジウムは講演者 5名と司会者4名、計 9名が主要な

メンバーであったが、内訳は男性5名、女性4名であった。 質

疑応答では男性女性どちらの参加者からも活発な意見が寄せられ

た。男女比のバランスの取れたシンポジウムを届けられた。

言語学についてのシンポジウムであったが、人類学、考古学、生態学など異なる分野の専門家にご参加いただき、

活発な意見交換が見らえた。異なる分野が交流するきっかけを作ることができた。

....層とフィールド重m』
hll II,● lll●9999ー'

rフィールトm9セ．．．．．；アイヌ・om題 99ついて！
プガエ9・アンナ 帽●●99-＇’

”‘`•o·直か5●重書鑽し●るに口J
11.•..年-~

［大掌警鴫てよ．フィールドヘ心9:llllフィールµ●●攣•0彎冑餐と霞"'”...＂n91...-”'ヤ凡ー..6●S零ース>D..シ-
編‘̀-,^9...，＂

2020年 Cコ区ー9J9こて賽9ガ999
9月22日火9:45-17:45 ：：と五茫三庄丑曰磁

飢遍し亀曇·~-"

、}I LIりうインH讐9.≪中心lcコ”'四S月95日,._.,月●函

—·,..文大9イ5千愴mnm9- 比轟〇ス零 99バー.,.......... 
鴫 如こ岱兄了＂よ芯”•w・ヽ巴9 中 9...,’“~‘-～心"'

●名称

●開催日時

●場所

●参加者数

●講演者

法獣医学研究会シンポジウム：動物虐待をめぐる現状と課題

2020年 10月 24日 13 : 00 ~ 16 : 30 
北海道大学獣医学研究院講堂／オンライン配信

150名（オンライン134名を含む）

（講演順）

田中亜紀 氏（日本獣医生命科学大学 講師）

三上正隆氏（愛知学院大学法学部 教授）

高橋真吾 氏（東京都動物愛護相談センター多摩支所 支所長）

滝口満喜氏（北海道大学大学院獣医学研究院教授）
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●実施責任者 大学院獣医学研究院教授

支援報告書より抜粋

本シンポジウムでは国内でこの分野に意欲的に取り組む女性研

究者を招聘し、講演を行ったほか、獣医学系のシンポジウムに法

学に関する講演も組み込み、あまりこれまでの開催の例のない、

異分野連携のシンポジウムとなっている。シンポジウム後のアン

ケートでもこの点に非常に高い評価を得た。

今回のシンポジウムのテーマとなる法獣医学は、獣医学分野に

おいて国内ではまだ取り組んでいる大学が極めて少ないテーマで

あることから、アンケートにおいても本分野の展望への期待や、

企画自体が貴重な機会であったことなどを指摘する意見が多かっ

た。今後もこの分野におけるリーダーシップを持った推進が必要

であることを改めて示している。

また、本シンポジウムは産官学が協働しており、情報交換会時

には新たな共同研究を推進することが決まり、臨床と至礎のトラ

ンスレーショナルリサーチを新たに発出する機会となった。

●名称 INTERNATIONALSYMPOSIUM, Energy Strategies for Sustainable Societies, Materials 

Discovery and Design 

●開催日時

●場所

●参加者数

●講演者

2020年 12月 10日～ 12月 11日

オンライン開催

65名

（講演順）

Dr. Sinead Griffin, 

Lawrence Berkeley National Laboratory, USA. 

Dr. Marcela Calpa, 

Faculty of Engineering, Hokkaido University, Japan. 

Professor Rosa Palacin, 

lnstitut de Ciencia de Materials de Barcelona, Spain. 

●実施責任者 Laboratory of Inorganic Synthesis Chemistry, 

Division of Applied Chemistry, Faculty of 

Engineering Assistant Professor 

支援報告書より抜粋

The webinar was an excellent opportunity to share and 

meet people from different places. Even hard schedule for 

some of the attendees, the webinar received students and 

researchers from Spain, the United States, Colombia. Turkish, 

India, Filipinas, and Japan. The webinar had 2 speakers from 

outside, female researchers with impressive achievements 

INTERNATIONAL SYMPOSIUM 
:nergy Strategies for Sustainable Societies. 
Materials Discovery and Design 

/r、’’, Zoomwebinar oecember10•191h,2020 
O〗 F 霜謬悶？ご゜kkaIdo university
り,¥9IO‘ ヽ Applyby email to LO_s_e~~l1 
Zoomm●●Ungdotad9by●m●9／●fl●"●gistr嘉9londo• d9ino•OOC•9 

INVITED SPEAKERS 

Org”’'”’ 

Dr. Sincod GRJF'FIN 
M09e/sE"“'/Ij'£ffici,nt: Th,or,//cal D,sign 
o/」11ultl-ordtrP/1ausfor elecuonlc, 
Lawrence Berkeley Na11onal Labomory, USA 
2020-12-10 9:00-10:JOam 

Prof. Dr. M. Rosa PALACI_N 
PostLi.fo" batttrles:prom/sesamichallmgtS 
In91ItuI dcCtnCla dC MaICrlalsdC B●rctlona. Spam 
2020・12・1115:00-6:30 pm 

r. Marcelo CALPA 
liquid-pl,匹99ymhas/sofsulfid990lid
9ImrolymforaII•Solid•5fotrlithium ba<terics
:ully of Engmecnng, I lokk.,do Univ叩 ii)',Japan 
12 11/2:00-J:JOpm 

N●t●lyC●rolln. ．．．．90•N鼻9●r90
． 

c“nct oII•”“”‘01•m鉦血9上叫匹•l•CIR
二臨臨

l●boraゅyor 1,org,n1< s,n1h••i• Ch●m,●19y 1`ヒ云ニ== Ree-0 
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being of great inspiration for the students and audience. Moreover. the participation of the postdoctoral 

researcher from our laboratory was a unique opportunity to disseminate our results and show the research 

conducting at Hokkaido University. In the discussion time. we have the intervention of professors and 

students of our faculty and students over the world. Without a doubt. this was a g「eatopportunity to share 

impressions and receive feedback on this important topic. Strengthening of collaboration with the group of 

both professors is expected soon. This activity contributes positively to the leadership skills of the 

applicant's career. 

●名 称 土壌微生物X物笠循環 ：ワークショップ

●開催日時 2021年 1月28日～ 1月29日

●場 所 オンライン開催

●参加者数 60名

●講演者 （講演順）

多胡香奈子 氏（震研機構 ・上級研究員）

中岡慎治 氏（北海道大学 ・准教授）

●実施賣任者 大学院農学研究院特別研究員

支援報告書より抜粋

本ワークショップでは、 男性 4名・女性4名に講演してもらい、

また、ポスター発表参加者も 21名中 12名が女性など、非常に

ダイバーシティの高いメンバーで行うことができた。

また、WSの準備から当日に至るまで、 すべて申講者が取り仕

切り、リーダースキルを強化できたことを確信 している。 Slack

を通して等、情報交換も盛んに行われ、 個人的にも多くの人と話

す機会もあり、共同研究店」出機会の増加にも貫献できたと思われ

る。

如 Im9Cobe X Nutnent C,chng 

Wo,bhop 

2021年 1月266 (;j;) -l月29e（金）
北涛遠大学食逍漑研究棟 3l9号室

土壌微生物
X 

物質循環
ワークショッ プ

ブ0グ9ム

"' 
．．．． 
9 1,•,. 
• n ●●子（．．．． 二●●倉●）
，．．．ょ● ,. .. .•賀．．．巴●全•n●●I ••．晨号（に●●大● • 90) 
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●女性研究者による研究会等開催支援募集要項

Iダイパーシティ研究環境尖l!!4ニシアテイプぼII芍）J 

2020年度女性研究者による研究会等開催支援 募集要項

（前期申譲分）

本7は2019，，，度に文郎科7谷科？技術人材育成費聞助濱；；「ダイパーシティ研究哀JQ文坦イ

ニシアテイプ（牽弓1!I!）| 9こ採訳され｀全予的，，ダイ9’ーシティ研究口壌の灌迦とともに．研究9
ーダーや大字マネジメントを1!19女性研究I!;の彎I91を目指しています。

そこで．本学の女性研究者が研究会岬，，OO割を通じてリーダースキルを餃（とすること．また共hl

妍究賃I:Il機会，，鑽加をI―I的とし、 Flt!の支横を央掬いたします．な，，、今支ll!は勾21年皮まで絣

絞する貝込みです．

（蠣饗l
ふ支崖は、水字＂女性 研究名が中心となって企画ナるシ 9ポジウムや研究会苓，，尖誼,,必をな経費

の・部と、 イベント運宮に関するツールを支悛します．

註な支盪内容）

研究会守の閲俺9こ必袋な11費のうら、 1企日あたり 50万1りをH限として文授します．

ぽ盪要件l

取絹について．以ドの条什を令て済たす必要があります．

・ぷ7-に所属する女性研究苔け．＂壬飲 n．研究nを含tflが主寧する？蠅的企直である
・シ""ジウム．フr-,J..ワークシ9 ップ．研究会のし・fれかに11.,.る
・巧綽、企西者以外に10名以上の参加が見込よれる

・202Jff.1月318までに1111催する

・況信慨,,，，貸出と当r4オペレーソ• ・/ 

• そ，，他動幽虻村に1111する相賎など

まずはご相訣くださ,,,

t支擾を受けた蟻合，，麟務］

・広帳物を11波する湯合、 「ダイパーシティ研究環境宍凩イニシアテイプ（峯9|ll'l)9淋藁の文日を入れ

ること

・ダイパーシテ4研究閲墳簡匙宴を共償とすること

• 取岨終了後30日以内；こ指足•式の文誨櫂告書（収支帽宕含む） 及び作戚した広裕筋と提出ナしこと

｛申鵬方法】

所さか円蒻書をダイパーシテ｛研究環泊搾沖寧屯に電子メ-ルにて竪出

剪期印請緯め切り＿ 初初一年8月31日

ただし、採沢された1仄組，，支翌経費合計が予1!111こ連した溢合9い申請期限前1口申謂を11，，切る．

［支擾件歓】

前111中噴分については2件程度

，，，，、後剛中情分についてはl件，，ば択を千定している

｛●査方法l
"'禎もより 1塁出された嘗1!1に基づさ｀ダイパーシティ研究環喰11l造~Iこて纂迂を行い．支投金額を

決します．＇11閥書の受理迎絡後、2週閉以fl9こ採択可否を述格します．

＂＂＂良行方法1
笙本的に摺局等へ申ill額の予算恨件を行い．＂費と紙 t，していたださます．

ダイパーシテ9研究哀墳惟造亨から,a樟経費を執行ナることもでき支すので、希望される心合はご
柑芯ください．

お問合せ先：

北潟石大学人tA育成ぷ部 ダイバーシティII!丸ぶU負帷造立

電話：0l9-706-“29 

メ ール： ，ced釦yn(●«~.ho,ud,i>e.jp

ぽ檀対象となる経費J
次の経費に限り、小学展定93沿って支出することができiす

n目
人件贄 当B<>迷営を補助する短期文擾日の人件贄

ただし嶋短期文援員の鉢菜や雇ifl手紐きを各躍は守で行う場合

に駁り文緩対象とする

国内旅I! コ帥等※，，t!I内旅II

外ぼ人lllll!旅費 温師答，，渾外招騎絞費

酎令 讃帥等への謝金

印用貫 取の払報のためのポスクー｀チう乞卍布資料の印昂l費

委託費 会沿；露．広村19デザイソ｀ヨ0の参加石に対する 町保付サ

ービ;;c,..l;るいはダ4,←ーシティ研究現境推造衣が隠別に認め

た某務を外祁委託する際＂委託 Ill

lfl託品＂ 企画を実意する上で必妻不可欠であり、舶h]名 （夕益苫）がB

円することが溝当で,:1ない沼粍吊
ただし、いかなる場合も飲食褐93支檀対象外

※渾邸そ；シソポジウム、研究会，，基戯漏演名あるいはセミナーまた93ワークショップ，，t渦甜

に限る

（そ＂他の支援】

9 参加中し込みフォーム設釣＇

・企圃開催1こ必賣な基A摯9品，，貸出

•大判プリンクー出力

・研究全亨，，艇111配門支援※

•その信、 企画に悶するMl益

※コロナ感染庁，，1む大防止と研究話111との両V’””9、オン94・ノ:ーテイングやウェブ七ミナー

(W,b;..,)による研究会噌の閂瑞を積極的に支綬し1ナ． Rc←Dの姐当行が以下＂ような全面
的なサポートを行いまナ．

• z .. mmeamg (h料版のヤIm
・知 mmeemsウエピナー，，利用

•Ymunb¢U• による鯰醒(ii
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II-2-4 上位職への積極登用に向けた取組

北海道大学の取組

2020年度 監事と語る会

北海道大学人材育成本部ダイバーシティ研究環境推進室では、 2020年8月末まで北海道大学監事を務められた

竹谷千里前監事と協働し、教職員の方々と直接意見交換を行う「監事と語る会」を 2019年より引き続き開催した。

2020年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の為オンラインミーティングにて計4回実施した。

2019年度の開催”と同様に、 2017年と 2018年に実施した意識アンケートの結果をもとに、男女共同参画やダ

イバーシティ研究環境の視点から意見交換を実施した。職務、性別、職位など異なる様々な構成員に協力をいただ

いた。意見交換では、研究環境や就業環境の実態や認識について、多様な視点から様々な意見を聞くことができた。

※ 2019年度開催については、 2019年度監事と語る会を参照 (35ページ）

〈開催履歴〉

※各 1時間半程度にて実施

第 3回 「女性教員の回」

開催日時： 2020年4月23日

参加者：本学女性教員（外国人教員含む）

第 4回 「男性教員の回」

開催日時： 2020年4月23日

参加者：本学男性教員

第 5回 「男性職員の回」

開催日時： 2020年5月26日

参加者：本学男性臓員

第 6回 「女性職員の回」

開催日時： 2020年5月26日

参加者：本学女性職員

89 
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上位職を目指す女性研究者のためのメンタリング・シャドウイング研修支援事業SP

本事業は、キャリアアップを目指す女性研究者が、研究活動や

業務のマネジメントについて学ぶために上位職の教員（以下 「メ

ンター」という）とのメンタリング濱 1やジョブシャドウイング※2

を行う自主的な研修を支援するものである。

上位職を目指す女性研究者のための

メンタリング・
シャドウイング研修

この研修を通じて上位職や組織運営を行う管理職の実態を知

り、新たな視野 ・知見・意欲を獲得し、女性上位職研究者及び女

性管理職の拡大につなげることを目的としている。 2020年度は

1件の支援を行った。

支援事業SP
上位靡の女性教員（メンター）のむ：で、

202四
寡集Ill始1

敦育・研究活動やキ内ア形成について学べます．

支援99容

※ 1 メンタリングとは I学内メンタ一の壇含I
•メンツーリス切提供、リスけのメンター鱗綽＂へm曇旨駁蜻等

教育研究活動やキャ リア形成についてメンターから直接指逗を受けること

員なるキァンパスの学内メン9 (}J鳩合、"'こ必賣U饒貴（上願が））
ぽ外メンターの鳩合1
•メンタ→dJ謝令、研饉に必遭な鰊賣喪（いTれも.L1liあり）

※ 2 シャドウイングとは
対●害

和こ所属する女性の創筍・` lli・lllfilll(納{ll1llでこれらの蝙層の名も含む）
（渾書＂するメンターが乍内の研究名の鳴合` ポスド 93匹史119』91拿となり事す）

メンターの日々の仕事に同行 し、様々なレベルでのコミュニケーションや

意思決定を間近に見ることで、 上位職研究者と しての仕事のスキルや行動

規範を学ぶもの

碩●司餡真躙

20函明1日但1-2021年巧2S日{B1鸞で

ltlltl 

”2碑 I祖 1080!<1
此

●支援対象者 北海道大学病院・講師

●メンター 旭川医科大学 ・教授

●実施期間 2020年 11月4日～ 11月6日

詳細•お申込はこちら
https://bit.ly/3ap70zs 

”IJ.A＃人材●虞和ダイバーシテ9帆究鳴頃璽逗室
位ゆ遍硝片●●●●l

閲匹A- が`9- r... 
g,．．,C・』而四mm心 m『

●上位職を目指す女性研究者のためのメンタリング・シャ ドウイング研修支援事業SP 募集要項

ダイバーシティ研究環填播遣イニシアティブ（筆引型）

上位職を目指す女性研究者のための

メンタリング・シャドウイング研修支援事業SP 募集要項

＂配誓 】

本事養92、キャリアアッブを目掬す女性研究名が、 ~f究活動や簗務＂マネジメン ト について学ぷため

に上位職，，IJ:Ji （以下「メソクーJ という ） とのメ ンタリングやジ•ブシャ ドウイソグを行う自主的な

絣修を支振する｀のです．

こ"11f修を通じて上位職や組織道8を行う胃顎職＂実憲を知,.新たな視野・知兒・怠欲を獲褐し、
女性上位闘f究者及び女柁愕顎讚のは大につなげることを日的としています．

9ンタ,,.グとは

,,,リソグとは教育研究活動やキャリア形成についてメンターからi!i接指導を受19ることでれ

シャドウイングとは

シャドウイングとはメンクー，，日々 ，，仕事に閃行し、 撮々なレペルで，，コミュニケーシ9ンや憲思決

定を1111近に見ることで、上位職罰究者としての(t事，，，スキルや行動綱範を字ぷら0です．

IJII待される研修の効果l

この研惨により` 以下のような知見の畏柑や効星が期符され支-r.
。字生への霰導倍の構成Jlやスタッフと＂コミ ュニケーショ直カ

・ 大字遍代や費図的藁務に問する知識

. 共R研究，，立ら上げ、椛迅晃廣＂実際
- 研究プロジェク ト0運宮方法

. 吋/Ill管理や優先順位，，付け方等 .̀k位戦者のセルフマ＊ジメント
• Iヤ回作成・研修実絢・成呆椒告のプロセスによるl,1已唇発力，，臼ヒ

ー キャリア形成に間1•るアドバイ ス

ー置艘，，Ill威

また、メンターを通じたオッ トワークは大も期Rされま-r.

［シャドウイング実践樗会の9l】

- ,ンク-ヵ'1'/m-rる会緊ヘ ミーティ9グ
ー ラボマネジメント全般

ー メ,,ーと字生との研究，，，ィスカッション、論文紹介栢導

ー共同研究打ち合わせ

.,＊猷舷簾習会

ー授棠・，，ミなど，，ii宮
・ 研究室に滞在し、様々な編函でのセルフマオ9ジメントや99ュニケーシ9ンを編察

・ 峙間嘗覆優先瓜位の付1•rガ字，，スキル

・ 事惰対応研究笠スクッフと，，9 ；ュニケーシ•9方法

• I対1で，，筐檀憎導（，，，ンタリングセッシ.,)

（研修計圃に力99る条件ならびに対象者1

研 11

I. 訓鬱計祗の作成

2. 計画に沿ヽ ．ヽノ99ーによるシャ ドゥイング研鋒あるいはメン99ソグ研偉を実篤

3. ill!鯵効果について蜆告賽作成

とい93設1l1で書成され｀これらを通しで次農.,.ることで高い研修効果が期待で9ます．

A *JIす•メ ンターが学内，，嗣究書0嶋合
対象：本学に所属する女性のポスF9等，，研究JII、動軟、講卸、澄教授 （符任教員でこれら，，職層，，
名も含む）

内容： 1時間以上のシャ ドウイングもし9991応間以上の口換揖潟を、合計2峙四以上行います．研

鑑終（染に、ダイパーシティ鍔史環濤囀憎亨宛に研•f'i~•轡 （紐バあり ） を擾出します．

B.曇J1.,.るメンクーが學外，，研費噸の湯合

対象：本字に所属ずる女性〇助軟・講絹・涌教授 （符任教Rでこれらの虞層の肴も含む）

内容：濡花期間中に、シャド9イングと訊接祖導 （メンタリングを合計8時間以．I,支織しまず．

刺蔽：訓攣知91it内に駁9ます．

東□接指濃；硝修名とメンクーが研鯵内容に沿ったテーマで量論を行うこと

［支置内Ill

A 零内メン9-0蝙合

・ メンターリスト0紐．及びリス｝外の9ンター飯禍者への亀廿翫鍔l

・ 異なるキャンパヌ，，，字内9ンターの下で研修を行う場合，臼修に必賽な旅J!1(.till 1 0万円）

＆学外メ99-，，，湯舎

・ メンターへ，，，謝金い姐5万1'1) ただし、メンクーが応"'連携機関巌に所属する鳩合99支出'f•rで

す

・研1こ必饗な諏● ｛上tll15万円まで）



><K曲連携隠閲 ・北繹這ダイパーシテ4研究讚澳捨造ネッ 9ワーク，，共同宍お橙閲である宣IIIIT繋

大学． ff広古庄大学、北旦T寛大学、 U東電―"れ,t全廿、 体べ会t1ア：Iアップ

1メソターl

li!究名は．念翌する研修内行にふ399しいメンターにあらかじめ円品を得た 1で、本事藁への中閥を

してください．必賽にじじて．ダイパーシt<II/究芯境11f遣至から.Iンター恢補Kに対して研修，，霞

行 ・息塁などを綬明し．希”するメソクー＂・ドで研修で● ＆よう支檀すもことも可序です．また． Jン

クー9バtB999問いませJ,,.

［細可餐閉閲l

2020年9月1[1~2021年2月2891 

＂屯方法1

巾謂Gに必安事と記入し、希望する研修刺始Bの6週問m（最汗期"':9020年92月l0日） £でにメ
ールでダイパーシティ研究躙壕浅過マ(9心“'sv̀"09999,hokud●Lmp)まで送1寸してください．
•ぽ択金製A”’"日の J澤に遠した出合に 11．その蛉点で募．閃七約7 します．

［事前t1l液I

ノール．竃晶●たは事前予約99上での対iiitll戯はいつ，，もそけ付けています．

I害 l

ダイパーシテ4研究環境棗名室にて投8'IIいただいた491!1書により遭・どをし生す．還｀身の内己で辺加む9

書提出や面接を求めることがあり主・r.

['l'な寄ゼ＂炭 I
“れ囀へ＂鱈如、憲欧

＂鱈目約 ",1喧さ
1成果樹告I

研修ぢI£研修終了後 1，，，＂以内に． 研鯵99成呆を所定"書べで薗告していたださます． iた、テ的”

女性研究でに広く成果を捜及するため"・女性研究名父決会な鵞ねた柑告会にて研修，，内名を樹告して

いただく予定で...

一 骨星9罪硯伸匹l計油非I円躙が叶閲

1そ≫柏l

字外のメンクーによる研仕，，研”行にけ、研働史贔9埠い、て往密伐怜に贔る誓豹寄へ記名＂印いたた

.．す．
また、本事喰19、匹ほ檜人材百成賣袖助金「ダ4、くーシア41i!究襲堪実珀イニ／アナ4プ（牽91

"° J"一環として祖しているため、必全に応じて書如＂蝿出等を依蝙することがありま す．

＂l講彎百，，提出先 — わ閂台せ先 ；

北掬辺大ザ人而成本聟 ダ4,9ーンティ紆究塁嗅捨池室

電井';011909-％25 

ノー，，： r““’”血m•rh心Uぬim”
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室蘭工業大学の取組

教職員のためのトップセミナー2020

教職員のダイバーシティに対する意識向上をめざすトップセミナーの2020年度開催状況は以下の通りである。

2020年 11月2日 13: 00 ~ 14 : 30 
室関工業大学教職員

●日時

●対象者

●場所

●参加者数

室閑工業大学本部棟 3階大会議室 (Web同時配信実施）

24名

●講師 名古屋工業大学 学長特別補佐（ダイバーシティ推進担当）

大学院教授 （工学研究科社会工学専攻建築 ・デザイン分野）

藤岡伸子 氏

●実施主体名 室閑工業大学男女共同参画推進室

活動内容・報告

名古屋工業大学 学長特別補佐（ダイバーシティ推進担当）の藤岡 伸子先生をお招きし、『科学技術とダイバー

シティの新しい関係 ー 「第 6期科学技術 ・イノベーション基本計画」に盛り込まれる 「ジェンダード・イノベー

ション」の視点とはー』 と題してご講演いただいた。

これまでの名古屋工業大学における男女共同参画の取り組みに

ついてご紹介いただいた他、後半ではジェンダード・イノベーショ

ン (GenderedInnovations)について、その視点の科学技術分

野 (STEM)における必要性について具体例を用いて解説いただ

いた。参加者からは積極的な意見交換がなされ、 関心の高さが伺

えた。さらに、当日は北海道大学や北見工業大学、北陸先端科学

技術大学院大学、 名古屋工業大学への web配信を実施し、 連携

機関との情報共有を回ることができた。

散職員のためのトップセミナー2020

----
日 2020年11月2a（月） 会 宣闘工集大学
騎 13:00~14:30(12:30欝場） 鳩＊鄭鰊3饉大会..  

ブログラム ~ 瓢．．．＂子・
●舅會〇績● (99”一99鴫 9 ●●●1●真零拿曇鴫鑽鴫•

重,U:m軍 ．．．．”「-ぅ‘:― ”‘`→→心••
♦算攀覆●とグイバ-シティ0.. しい●●

..J●●胄鱗亭鼠鴫•49ベー”ン暴心釦に●●

`”‘`,わ-¢•99ベー”ンJ‘·ヽU←
999“ー19..J
・士●T●言零 ●● ●子零曇糟鵞鑢鑑

●●●己● 919・‘~.. .. 

●覇・〇聾● 999 9....，.., 

重●工●大零.... ．．’'字鼻

対量

全艤●員
大零・績1t...〇鑽覺會．ll彎書●び．．
m●9イバー9999コのあ●方
.”o...u"OU●●kt••，_゜← cて9.,.9遭 Jら●.,.oさい●

大零．．糟 ，エ字“`""會

工拿●置鴫●9qtン汁●

．．欠拿大亨••文化鑽寛＂．T．．門●●

~..,,...に贔づ償竃竃冒l.ィ噌"·

●●●I鴫事●亀』鴫竃露力●二•干．．II●●

,9999，●工文9....“這員渾遍鳳●●，＂．

.．．．．．．．．．．化麟9●干●鴫••』•

慮nx..9..299●tn •9の鴫代鑽●●

”'9●●●畳●ば●鴫..,_.，し・賣嗣賣

玉●C讐攣

亥•U•“*”●A"●鴫．．．．．で99
＂＂’●真●鰭真』｀彎夏讐●●］亭•-..9●●

● 島よU’’“‘ーュ＂＂＂’● ●竃イニシア

．ィ9JU099●亀-m●重""●●●"●竃
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北見工業大学の取組

役員と女性教員等の懇談会

女性教員の大学運営やマネジメントの視点の獲得を目指し、学長 ・理事と女性教員等の懇談会を実施した。

●日時 2020年 9月29日 10 : 30 ~ 1 2 : 00 
●対象者 北見工業大学所屈女性教員及びダイバーシティ推進室員

●場 所 北見工業大学～第 1会諮室

●参加者数 14名

●実施主体名 北見工業大学ダイバーシティ推進室

活動内容・報告

まず、総務担当理事から本学のダイバーシティに関する取組について説明があり、昨年9月に設喧されたダイバー

シティ推進室を中心として取り組んできた内容について紹介があった。引き続き研究担当理軍より本学の研究戦略

に関する説明がなされた。特に研究推進センターを中心とした璽点研究分野の説明及び、 2022年 4月に経営統合

を目指している帯広畜産大学小樽商科大学との三大学連携の研究プロジェクトについても現時点での構想の説明が

なされた。その後は学長とも凹疑応答を行い、研究プロジェクトに関する笠問や、 2021年度までに女性教員比率

10％を目指すという目標に関しての笠飼、育児期の研究者への支援制度が活用されていない点について、利用し

やすい制度に修正が必要ではないかとの意見も出された。
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株式会社アミノアップの取組

女性研究員と会社トップ（社長）との個別面談

当社では半年に 1度、社長と女性研究員による個別面談が実施されている。面談ではキャリア形成やその実現

について話し合い自律的な成長を促す機会となっている。また、女性研究羮の活躍をサポートするための相談窓口

としての役割も果たしている。

●名 称 2020年度 上期 社長面談

●8 時 2020年 11月25巳、 11月30日、12月 1日

●対象者 株式会社アミノアップ 研究部在籍の女性研究員

●場 所 株式会社アミノアップ～ 1階会詔室

●参加者数 5名

活動内容・報告

2020年度 1回目となる今回の個人面談は3日間かけて実施された。 例年、 面談時閻は 1名当たり 20分設けら

れていたが、新型コロナウイルス感染予防の観点から 10分に短縮して行われた。今回の面談では各研究員がどの

ように成長していくのかについて話し合われ、中長期的なキャリア形成について考える機会となった。また新型コ

ロナウイルス感染予防のためテレワークや時差出勤制度の利用者が増え、それに伴い「仕事と育児の両立」や「ワー

クライフバランス」がどのように変化したのか意見を聴くことができた。
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11-2-5 女性研究者の裾野拡大に向けた取組 • その他

北悔道大学の取組

大学進学相談会参加

女子生徒の理系進学選択を促進するために、 高等学校等で開催された進学相談会に参加した。

〈参加履歴〉

2020年 7月30日 北海道名寄高等学校 2・3年生

2020年 8月 4日 北海高等学校 1 ・ 2 ・ 3年生

2020年 8月20日 株式会社れんせい（学習塾の学生対象）

2021年 1月29日 北海道科学大学高等学校 1年生
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室蘭工業大学の取組

キャリア形成のためのランチタイムセミナー

女性研究者の裾野拡大をめざし学生を対象に行うランチタイムセミナーの2020年度開催状況は以下の通りであ

る。

●名称

●日時

●対象者

●場所

●参加者数

●司 会

キャリア形成のためのランチタイムセミナー 第 14回

2020年 12月2日 12: 10 ~ 12 : 45 
室閲工業大学学生・ 教職員・若手研究者 等

ZOOMによるオンラインセミナー

31名

男女共同参画推進室長 山路 奈保子 氏

●ゲスト

◇もの創造系領域 准教授 （都市計画 ・建築計画） 内海 佐和子 氏

◇しくみ解明系領域 准教授（情報ネットワーク） 太田 香 氏

◇ひと文化系領域 准教授 （憲法 ・家族法 ・ジェンダー法） 清末 愛砂氏

◇ひと文化系領域 准教授（中国語教育 ・異文化コミュニケーション） 曲 明 氏

◇しくみ解明系領域 助教（媒体化学 ・反応工学） 澤田 紋佳氏

●実施主体名 室閲工業大学男女共同参画推進室

活動内容・報告

「異分野 meetupweek2020」の一環として、「キャ リア形成

のためのランチタイムセミナー拡大版：研究者のススメ、 室函の

ススメ」と題して本学女性教員によるオンラインでの公開座談会

を行い、研究者になって良かったと思うこと、研究という仕事の

大変なところやつらいところ、 室閣工業大学や室関の良いところ

等を語った。本学学生・ 教職員 ・若手研究者の他、 異分野

meetup week 2020専用 webサイトを通じた視聴申し込みによ

る他大学の学生・ 教職員等の参加もあった。

〇だ匹::2笠翌`：＂之竺忠ご
「研究者のススメ、室蘭0ススメ」
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北見工業大学の取組

次世代研究者のための講演会

企業等で活躍する若手研究者に自身の体験を交えて研究者という職業の選択及び実際の研究生活について語って

いただくことで、本学学生及び周辺高校の生徒に研究及び研究職の魅力を理解してもらうための謡演会を開催し

た。

●8 時

●対象者

●場所

2020年 8月3日 13: 00 ~ 14 : 15 
北見工業大学学生・教職員、オホーツク管内高校生

オンライン： Webex

●参加者数 135名

●講 師 株式会社アミノアップ研究部小！1|瑛利子氏

●実施主体名 北見工業大学ダイバーシティ推進室

活動内容 ・報告

訊師はダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）運携機関の一つである株式会社アミノアップに所

窟している若手研究者である。自身の研究者となるまでの道のり、及び企業での研究者生活について具体的に説明

していただいた。博士後期課程への進学においては、 農学系ということで周囲に女性の先茜が複数いたそうで、そ

の点が工学系の環境とは大きく異なると思われた。謡演後、学生から多数の笠閻が寄せられた。博士課程進学に際

して一番悩んだ点や、 実験に追われる生活の中でのメンタルコントロールについて等、 一つ一つに丁寧に回答して

いただいた。アンケー トの結果から、 「研究者を目指したい」、「また同様の訊演会を企画して欲しい」という声が

多数寄せられた。

今回、管内の高校にも開催通知を行ったが、 コロナ禍で高校の

授業編成も厳しい状況であったため、参加者はなかった。

どこでどんな1i・がしたいか？
どういう璽に土きていきたし力t入る

ィ<—，，・を朽つには渭沼C整理が必士

／火世代研究者のための講

1/3（月）13:00-14:1 
※Webexによるオンライン鵬

ID株凶丑アミぷ盃名莉子氏

ロ≫零宅？若手叩E者のキャ
大学時代の研究内容から就職に至るまで、また棟
社アミノアップ研究貝としての環在及び未来につし、て、
お話いただきます。

‘’’~ *../-立9 及び周辺高校の萬校生

ID亡忘忠零益零宰
’‘≫ ダイバーシティ推進室

［悶合せ先l
北見ユ遺した学総務謙人事担当

E-mail : soumu06@desk.kitami-it.ac.jp 
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大学院進学に向けた女子学生懇談会

女性研究者裾野拡大には、大学院への進学者を増加させること

が必要不可欠である。分野によっては身近に女子大学院生がいな

い環境の学部生もいるため、進学に対する不安解消及び大学院生

活について周知するため、学部女子学生と大学院女子学生との懇

談会を実施した。

●日時

●対象者

●場所

2020年 11月5日 16 : 30 ~ 1 8 : 00 
北見工業大学学生

北見工業大学～A207講義室

●参加者数 学生8名及び教職員6名

●実施主体名 北見工業大学ダイバーシティ推進室

活動内容・報告

博士前期課程2年に在籍している学生から、自身の研究生活

や就職活動の経験等を話してもらった。大学院進学を決めた時期

は学生によってさまざまで、学部入学時から希望していた人もい

れば、 4年生になって決めた人もいた。研究室選択についてもど

のような観点で選んだかを具体的に説明してくれたので、学部学

生に参考になったと思われる。大学院での生活の中で、 実験 ・謡

義対応の忙しさに加えてアルバイトも両立させるために時間管理

を工夫する必要があったという話も参考になったと思う。学部学

生からの就職活動や研究室選択についての臼閻に対して、自身の

経験から具体的な助言をしてくれたので、参加者には参考になっ

たと思う。より多くの学部学生が参加できるように、次年度は開

催時期を再検討したい。

三
突等酷麟に向膀危
寂器等疇麟

11l50 ・出翌し悶芸雰？l'Affl
,-s::ao~1e:oo 

| 

婁 •A207

•• 学1B学生
本学における女性研究者育成及び大学院進学者堵加の取

組の一環として、大学院進学に向けた女子学生懇駁会を開催

します．

懇談会で1太、本学の大学院女子学生が大学院での研究生

活や学会発畏就圃活動など墜辺社嬰を話しー・くれます＿．
現在、大学院進学を者えている学部3年 学生だけではなく、
学部1̀2年次学生も是非こ・参加ください．

※新型コロナウイルスの感染予防のため3密を遵けた環填で実施しま
す．参加者の方はマスク着用、手指を消膏の上、ご参加ください

三●：9イバーシテ◄II••

』鳩Uいl-人.Ulil,0157(2●991し、E.......：-.....-11.“.jpl
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株式会社アミノアップの取組

北見工業大学主催「次世代研究者のための講演会門(※97ページと同一企画）における弊社研究員の講演

大学院に進学して研究を続ける学生や研究者を目指す学生を対象とした謡演会が実施され、弊社女性研究員が企

業における働き方、女性研究者や博士人材の活躍の場などについて謡演した。

●名 称 次世代研究者のための講演会

●8 時

●対象者

●場所

2020年 8月3日 13: 00 ~ 14 : 15 
北見工業大学の学生等

北見工業大学 オンライン： Webexeven 

株式会社アミノアップオンライン： Webexeven 

●講 師 株式会社アミノアップ小川瑛利子氏

●実施主体名 北見工業大学

活動内容 ・報告

弊社の入社 3年目の女性研究員が講師となり、「研究職の魅力～企業で働く若手研究者のキャリア」というタイ

トルで謡演を行った。謡演の前半では自身の経歴や弊社概要の紹介後、研究者を目指すこととなったきっかけや大

学院での研究内容について発表した。樽士人材の就職活動について紹介し、大切なことは「自分は研究者としてど

んな仕事をしたいのか？」を詳細まで具体化することであると博士課程における経験談を交えて説明していた。講

演の後半では企業研究員の業務イメージとして、 一日のスケジュールや入社してから具体的な業務について紹介し

た。大学院で学んだことが企業でどのように役立つているのかを伝えると共に、企業が博土人材に求めているもの

について自身の考えを述べた。最後に学生へのメッセージとして「大学卒業後の人生の理想形について考えてみて

ください。学生時代は自分の可能性を広げるチャンスが多いのでその理想形は変化するかもしれません。変化する

理憑形を楽しみながら真の理想な人生の構想を練ってみてください。」という言葉で謡演を締めくくった。

研究賑の魅力

「企業で働く若手研究者のキャリア」

99 



ー量暑ヤ沖上卦紐柑：一

100 

日東電工株式会社の取組

インターンシップ

●日 時 2020年度

活動内容・報告

2019年度に引き続き、グローバル人財の採用を目指す中で、学生が様々な体験を通じて成長できる場を提供す

ることを目的としたインターンシップ「NittoInternship Academy」を実施した。



文部科学省科学技術人材育成費補助宰業

「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティプ（牽引型）」

2019 ~ 2020年度

活動報告書

発行： 2021年3月

発行者 ：北海道ダイバーシティ研究環境推進ネッ トワーク

（北海道大学、室菌工業大学、帯広畜産大学、北見

工業大学、株式会社アミノアップ、日東電工株式会社）

https:/ /knit.synfoster.hokudai.ac.jp/ 

お問い合わせ： knit@synfoster.hokudai.ac.jp

印刷所：株式会社アイワード
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